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最新問題: 1
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。
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このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Azureサブスクリプションをお持ちです。サブスクリプションには、Windows Server 2012 R2またはWindows Server 2016を実行する 50
台の仮想マシンが含まれています。

Microsoft Antimalwareを仮想マシンに展開する必要があります。
解決策:各仮想マシンに接続し、Windows機能を追加します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: (解答を表示する)
Microsoft Antimalwareは、機能ではなく拡張機能として展開されます。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/fundamentals/antimalware

最新問題: 2
AU1と AU2という 2つの管理単位を含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。
ユーザーは、次の表に示すように管理単位に割り当てられます。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

最新問題: 3
Group1と Group2のメンバーシップは何ですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



Explanation:
ボックス 1:ユーザー 1、ユーザー 2、ユーザー 3、ユーザー 4
文字列および正規表現の操作では大文字と小文字が区別されないため、「ONを含む」はモントリオール (ユーザー 1)、モントリオール (ユー

ザー 2)、ロンドン (ユーザー 3)、およびオンタリオ (ユーザー 4)に当てはまります。
ボックス 2: User3のみ
一致「*on」はロンドン (User3)にのみ当てはまります。
シナリオ：

Contoso.comには、次の表に示すユーザーが含まれています。

Contoso.comには、次の表に示すセキュリティグループが含まれています。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/users-groups-roles/groups-dynamic-membership

最新問題: 4
KeyVault1という名前の Azure Key Vaultがあり、次の表に示す項目が含まれています。



KeyVaultでは、次のイベントが順番に発生します。
※項目1は削除されました
*管理者が論理的な削除を有効にします
※Item2とPolicy1は削除されます。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明

いいえ。ポリシーは回復できません

はい、Item1は完全に削除されます
いいえ、Item2が Seoft-deletedステータスにあるため、同じ名前を使用することはできません
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/key-vault/general/soft-delete-overview

最新問題: 5
1つの Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされた 5つの Azureサブスクリプションがあります。



SecurityPolicyInitiative1という名前の Azure Policyイニシアチブを作成します。
すべての新しいリソースグループでどの標準的な役割の割り当てを構成する必要があるかを特定します。

新しいリソースグループの作成時に、SecurityPolicyInitiative1とロールの割り当てを適用する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

1 - Azure Blueprints定義を作成します。
2 - Azure Blueprintsバージョンを公開する
3 - Azureブループリントを割り当てます。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/blueprints/create-blueprint-portal
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-australia/azure-policy

最新問題: 6



注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
RG1という名前のリソースグループに sa1という名前の Azureストレージアカウントがあります。
ユーザーとアプリケーションは、いくつかの共有アクセス署名 (SAS)と保存されたアクセスポリシーを使用して、sa1の BLOBサービスと
ファイルサービスにアクセスします。

権限のないユーザーがファイルサービスと BLOBサービスの両方にアクセスしたことがわかりました。
sa1へのすべてのアクセスを取り消す必要があります。
解決策: sa1にロックを作成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: B (メーッセージを残す)
説明
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Explanation:
保存されたアクセスポリシーを取り消すには、アクセスポリシーを削除するか、署名付き識別子を変更して名前を変更します。

署名付き識別子を変更すると、既存の署名と保存されているアクセスポリシー間の関連付けが解除されます。保存されたアクセスポリシー

を削除または名前変更すると、それに関連付けられているすべての共有アクセス署名に直ちに影響します。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/rest/api/storageservices/Heading-a-Stored-Access-Policy

最新問題: 7
Azureサブスクリプションを作成します。
Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)を使用して Azure ADロールを保護できることを確認する必要があ
ります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。
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Answer:

説明



ステップ 1: PIMへの同意

ステップ: 2多要素認証 (MFA)を使用して IDを確認する [IDを確認する]をクリックして、Azure MFAで IDを確認します。アカウントを選
択するように求められます。

ステップ 3: Azure ADロールの PIMにサインアップする
ディレクトリに対して PIMを有効にしたら、Azure ADロールを管理するために PIMにサインアップする必要があります。
参考文献:



https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-getting-started

最新問題: 8
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあり、次の表に示すユーザーが含まれています。
Contoso.comにはグループ名前付けポリシーが含まれています。このポリシーには、Contosoという単語を含むカスタムの禁止単語リスト
ルールがあります。

contoso.comで Contoso Salesという名前のグループを作成できるのはどのユーザーですか?回答するには、回答領域で適切なオプション
を選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/enterprise-users/groups-naming-policy

最新問題: 9
次の表に示すように、Azureサブスクリプションにリソースを作成します。

VNET1には、Subnet1と Subnet2という名前の 2つのサブネットが含まれています。Subnet1のネットワーク IDは 10.0.0.0/24で
す。Subnet2のネットワーク IDは 10.1.1.0/24です。
Contoso1901は、展示に示すように構成されています。（クリック

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明

ボックス 1:はい
Subnet1からのアクセスは許可されます。
ボックス 2:いいえ
Subnet2からのアクセスは許可されません。
ボックス 3:はい
IPアドレス193.77.10.2からのアクセスを許可します。



最新問題: 10
次の表に示すリソースを含む、Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

次の JSONファイルを使用して Azureロールを作成します。

RG1の User1に、Role1を割り当てます。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/built-in-roles#compute

最新問題: 11
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあり、Group1、Group2、Group3という 3つのセキュリティグルー
プと、次の表に示すユーザーが含まれています。

グループ 3はグループ 2のメンバーです。
contoso.comで、次の設定を持つ App1という名前のエンタープライズアプリケーションを登録します。
所有者:ユーザー1
ユーザーとグループ: Group2
次の例に示すように、App1のプロパティを構成します。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/manage-apps/assign-user-or-group-access-portal

最新問題: 12
次の表に示すように、East US2リージョンに 2つの Azure仮想マシンがあります。

Azure Key Vaultをデプロイして構成します。
VM1と VM2で Azure Disk Encryptionを有効にできることを確認する必要があります。
各仮想マシンで何を変更する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

VM1:階層
階層を標準にアップグレードする必要があります。

Windowsおよび Linux IaaS VMのディスク暗号化は、Standard VMおよび Azure Premium Storageを備えた VMのすべての Azureパブ
リックリージョンと Azure Governmentリージョンで一般提供されています。
VM2:タイプ
VMtypeを A、D、DS、G、GS、Fなどのシリーズ IaaS VMのいずれかに変更する必要があります。
オペレーティングシステムのバージョンではありません: Ubuntu 16.04がサポートされています。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-overview
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-faq#bkmk_LinuxOSSupport

最新問題: 13
必要に応じて、次のログイン資格情報を使用します。



ユーザー名を入力するには、[サインイン]ボックスにカーソルを置き、下のユーザー名をクリックします。
パスワードを入力するには、「パスワードの入力」ボックスにカーソルを置き、下のパスワードをクリックします。

Azureユーザー名: User1-10598168@ExamUsers.com
Azureパスワード: Ag1Bh9!#Bd
次の情報は、テクニカルサポートのみを目的としています。

ラボインスタンス: 10598168





Microsoft Antimalware for Virtual Machinesを使用して、VM1という名前の仮想マシン上で毎週日曜日の 02:00に完全なマルウェアスキャ
ンを実行する必要があります。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Answer:
単一 VM展開用の Azure Portalを使用して Microsoft Antimalware Extensionを展開する
1. Azure Portalで、Azure VM1のブレードに移動し、[拡張機能]セクションに移動して、[追加]を押します。



2. Microsoft Antimalware拡張機能を選択し、[作成]を押します。
3.必要に応じて「拡張機能のインストール」フォームに入力し、「OK」を押します。
スケジュール済み:有効にする
スキャンタイプ:フル
スキャン日:日曜日





参照：

https://www.e-apostolidis.gr/microsoft/azure/azure-vm-antimalware-extension-management/

最新問題: 14
ユーザーがアクセス権のないリソースにサインインしようとしているのではないかと考えられます。

過去 3日間に失敗したユーザーのサインイン試行を特定するには、Azure Log Analyticsクエリを作成する必要があります。結果には、サイン
イン試行が 5回以上失敗したユーザーのみが表示される必要があります。
クエリをどのように設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/log-query/examples

最新問題: 15
Azureサブスクリプションをお持ちです。
ストレージアカウントを作成する予定です。

ストレージアカウント内のテーブルを暗号化するには、カスタマーマネージドキーを使用する必要があります。

Azure Cloud Shellから、どの 3つのコマンドレットを順番に実行する必要がありますか?回答するには、コマンドレットのリストから適切
なコマンドレットを回答領域に移動し、正しい順序で並べます。

Answer:



1 -新しい - AzStorageAccount
2 -新しい - AzStorageAccountKey
3 -新しい - AzStorageTable
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/storage/common/customer-managed-keys-configure-key-vault?tabs=powershell

最新問題: 16
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。
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サブスクリプションに対して Azure Defenderを有効にする予定です。
Azure Defenderを使用して保護できるのはどのリソースですか?
A. VM1、VNET1、storage1、および Vault1
B. VM1、VNET1、および storage1のみ
C. VM1、storage1、および Vault1のみ
D. VM1および VNET1のみ
E. VM1と storage1のみ
Answer: (解答を表示する)
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/azure-defender
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データとアプリケーションを保護する

テストレット 1
これはケーススタディです。ケーススタディは個別に時間が設定されるわけではありません。各ケースを完了したいだけ試験時間を費やすこ

とができます。ただし、この試験には追加のケーススタディやセクションが存在する場合があります。この試験に含まれるすべての質問を指

定された時間内に完了できるように時間を管理する必要があります。
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ケーススタディに含まれる質問に答えるには、ケーススタディで提供される情報を参照する必要があります。ケーススタディには、ケース

スタディで説明されているシナリオに関する詳細情報を提供する展示やその他のリソースが含まれる場合があります。このケーススタディ

では、各質問は他の質問から独立しています。

このケーススタディの最後に、レビュー画面が表示されます。この画面では、試験の次のセクションに進む前に、回答を確認し、変更を加える

ことができます。新しいセクションを開始した後は、このセクションに戻ることはできません。

ケーススタディを開始するには

このケーススタディの最初の質問を表示するには、「次へ」ボタンをクリックします。質問に答える前に、左側のペインのボタンを使用して

ケーススタディの内容を調べてください。これらのボタンをクリックすると、ビジネス要件、既存の環境、問題の説明などの情報が表示され

ます。ケーススタディに [すべての情報]タブがある場合、表示される情報は後続のタブに表示される情報と同じであることに注意してくだ
さい。質問に答える準備ができたら、「質問」ボタンをクリックして質問に戻ります。

概要

Litware, Inc.は、シカゴ地域に 500人の従業員、サンフランシスコ地域に 20人の従業員を抱えるデジタルメディア企業です。
既存の環境

Litwareには、サブスクリプション IDが 43894a43-17c2-4a39-8cfc-である Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
3540c2653ef4。
Sub1は、litwareinc.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられています。テナントには、すべての Litware
従業員とそのデバイスのユーザーオブジェクトとデバイスオブジェクトが含まれています。各ユーザーには Azure AD Premium P2ライセ
ンスが割り当てられます。Azure AD Privileged Identity Management (PIM)がアクティブ化されています。
テナントには、次の表に示すグループが含まれています。

Azureサブスクリプションには、次の表に示すオブジェクトが含まれています。
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Azure Security Centerは Standardレベルに設定されています。
要件

計画された変更

Litwareは、次の表に示す Azureリソースをデプロイすることを計画しています。

IDとアクセスの要件
Litwareは、次の IDおよびアクセス要件を特定します。
*すべてのサンフランシスコユーザーとそのデバイスは Group1のメンバーである必要があります。
* Group2のメンバーには、永続的な適格な割り当てを使用して、RG2への共同作成者ロールを割り当てる必要があります。
*ユーザーが Azure ADにアプリケーションを登録したり、ユーザーに代わって会社情報にアクセスするアプリケーションに同意したりする
ことを禁止する必要があります。

プラットフォームの保護要件
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* Litwareは、次のプラットフォーム保護要件を特定します。



* Microsoft Antimalwareが RG1の仮想マシンにインストールされている必要があります。
* Group2のメンバーには、Azure Kubernetes Service Cluster Adminロールが割り当てられている必要があります。
* Azure ADユーザーは、Azure AD資格情報を使用して AKS1に対して認証できる必要があります。
*計画された変更の実装後、ITチームは JIT VMアクセスを使用して VM0に接続できる必要があります。
* RG1のマネージドディスクの管理を委任するには、Role1という名前の新しいカスタム RBACロールを使用する必要があります。Role1
は RG1でのみ使用可能である必要があります。
セキュリティ運用要件

Litwareは、Azure Security Centerでオペレーティングシステムのセキュリティ構成をカスタマイズできる必要があります。
データとアプリケーションの要件

Litwareは、次のデータとアプリケーションの要件を特定します。
* Group2のユーザーは、Azure AD資格情報を使用して SQLDB1に対して認証できる必要があります。
* WebApp1は相互認証を強制する必要があります。
一般的な要件

Litwareでは、次の一般要件が特定されています。
*可能な限り、管理上の労力を最小限に抑える必要があります。
*可能な限り、自動化を最大限に活用する必要があります。

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 17
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信に対するアプリケーションセキュリティグループの影響を評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


最新問題: 18
Admin1という名前のユーザーと RG1という名前のリソースグループを含む Azureサブスクリプションがあります。
Azure Monitorでは、次の表に示すアラートルールを作成します。

Admin1は RG1で次のアクションを実行します。
* VNET1という名前の仮想ネットワークを追加します
* Lock1という名前の削除ロックを追加します
Admin1のアクションの結果としてアラートをトリガーするルールはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してく
ださい。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明



最新問題: 19
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
RG1という名前のリソースグループに sa1という名前の Azureストレージアカウントがあります。
ユーザーとアプリケーションは、いくつかの共有アクセス署名 (SAS)と保存されたアクセスポリシーを使用して、sa1の BLOBサービスと
ファイルサービスにアクセスします。

権限のないユーザーがファイルサービスと BLOBサービスの両方にアクセスしたことがわかりました。
sa1へのすべてのアクセスを取り消す必要があります。
解決策: Azureストレージアカウントのアクセスキーを再生成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: A (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
Explanation:
新しいストレージアカウントキーを生成すると、以前のキーに基づいていたすべての SASが無効になります。

最新問題: 20
シングルサインオン (SSO)が有効になっている Azure Active Directory (Azure AD)のハイブリッド構成があります。
Azure AD認証をサポートするように構成された Azure SQL Databaseインスタンスがあります。
データベース開発者は、ドメインに参加しているデバイスからデータベースインスタンスに接続し、オンプレミスの Active Directoryアカウ

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


ントを使用して認証する必要があります。

開発者が Microsoft SQL Server Management Studioを使用してインスタンスに接続できることを確認する必要があります。ソリューション
では、認証プロンプトを最小限に抑える必要があります。

どの認証方法を推奨しますか?
A. Active Directory -パスワード
B. Active Directory - MFAサポートを備えたユニバーサル
C. SQLサーバー認証
D. Active Directory -統合
Answer: D (メーッセージを残す)
Active Directory -統合
Azure Active Directory認証は、Azure Active Directory (Azure AD)の IDを使用して Microsoft Azure SQL Databaseに接続するメカニズムで
す。フェデレーションドメインから Azure Active Directory資格情報を使用してWindowsにログインしている場合は、この方法を使用して
SQL Databaseに接続します。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/sql/ssms/f1-help/connect-to-server-database-engine?view=sql-server-2017
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sql-database/sql-database-aad-authentication-configure

最新問題: 21
次のリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。
* Subnet1と Subnet2という 2つのサブネットを含む VNET1という名前の仮想ネットワーク。
*プライベート IPアドレスのみを持ち、Subnet1に接続する VM1という名前の仮想マシン。
インターネットから VM1へのリモートデスクトップ接続を確立できることを確認する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


説明

最新問題: 22
Group1と Group2のメンバーシップは何ですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



Explanation:
ボックス 1:ユーザー 1、ユーザー 2、ユーザー 3、ユーザー 4
文字列および正規表現の操作では大文字と小文字が区別されないため、「ONを含む」はモントリオール (ユーザー 1)、モントリオール (ユー

ザー 2)、ロンドン (ユーザー 3)、およびオンタリオ (ユーザー 4)に当てはまります。
ボックス 2: User3のみ
一致「*on」はロンドン (User3)にのみ当てはまります。
シナリオ：

Contoso.comには、次の表に示すユーザーが含まれています。

Contoso.comには、次の表に示すセキュリティグループが含まれています。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/users-groups-roles/groups-dynamic-membership

最新問題: 23
次の表に示す仮想ネットワークを含む Azureサブスクリプションがあります。



SpokeVNetSubnet0上の Azure仮想マシンは、オンプレミスネットワーク上のコンピューターと通信できます。
Azureファイアウォールを HubVNetにデプロイする予定です。
次の 2つのルーティングテーブルを作成します。
* RT1: Azureファイアウォールのプライベート IPアドレスをネクストホップアドレスとして指すユーザー定義のルートが含まれます
* RT2: BGPルートの伝達を無効にし、Azureファイアウォールのプライベート IPアドレスをデフォルトゲートウェイとして定義します。
SpokeVNetSubnet0とオンプレミスネットワーク間のトラフィックが Azureファイアウォールを通過することを確認する必要があります。
各ルートテーブルをどのサブネットに関連付ける必要がありますか?答えるには、適切なサブネットを正しいルートテーブルにドラッグし
ます。各サブネットは、1回だけ使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、
ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



最新問題: 24
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 25
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。



次の表に示す Azureストレージアカウントを作成します。

SQL1の監査を構成する必要があります。
監査ログの保存先として使用できるストレージアカウントと Log Analyticsワークスペースはどれですか?回答するには、回答領域で適切な
オプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 26
ホットスポット

次の表に示す Azure Key Vaultがあります。



KV1には、Secret1という名前のシークレットと、Key1という名前のマネージドストレージアカウントのキーが保存されます。
Secret1と Key1をバックアップします。
各バックアップをどのキーコンテナーに復元できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
ホットエリア:

Answer:

Explanation:
バックアップは、同じサブスクリプションおよび同じ地域内のキーコンテナーにのみ復元できます。同じ地域内の別のリージョンに復元で

きます。

混合質問

質問セット 1

最新問題: 27



次の表に示すリソースを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

User2は Group2の所有者です。
App1のユーザーとグループの設定は、次のように構成されています。



次の図に示すように、App1のセルフサービスアプリケーションアクセスを有効にします。

User3は、Applへのアクセスを承認するように構成されています。
Group2の所有者と Applのユーザーを特定する必要があります。
何を識別する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/manage-apps/manage-self-service-access



最新問題: 28
次の表に示すリソースが含まれる Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

次のリソースを含む Subscription2という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Azure Sentinelワークスペース
Azure Event Gridインスタンス
CEFメッセージを NVAから Azure Sentinelに取り込む必要があります。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 29
新しい Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた新しい Azureサブスクリプションを作成します。
ポータルポリシーという名前のアクティブな条件付きアクセスポリシーを 1つ作成します。ポータルポリシーは、Microsoft Azure管理ク
ラウドアプリへのアクセスを提供するために使用されます。

ポータルポリシーの条件設定は、条件の説明に示されているように構成されます。(「条件」タブをクリックします。)



ポータルポリシーの付与設定は、「付与」の図に示されているように構成されます。(「付与」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/conditional-access/location-condition

最新問題: 30
次のリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。
* Azureキーコンテナー
* Database1という名前の Azure SQLデータベース
*システム割り当てのマネージド IDを使用し、Database1にアクセスするように構成された AppSrv1および AppSrv2という 2つの Azure
App Service Webアプリ。次の要件を満たす Database1の暗号化ソリューションを実装する必要があります。
* Database1のDiscountという名前の列のデータは、AppSrv1だけがデータを復号できるように暗号化する必要があります。
* AppSrv1と AppSrv2は、マネージド IDを使用して暗号化キーを取得することで承認される必要があります。
データベース 1の暗号化設定をどのように構成する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-sql/database/always-encrypted-azure-key-vault-configure?tabs=azure-powershell

最新問題: 31
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントを含む Azureサブスクリプションがあります。テナントには、次の表
に示すユーザーが含まれます。

RG1という名前のリソースグループを作成します。
どのユーザーが RG1の権限を変更でき、どのユーザーが RG1で仮想ネットワークを作成できますか?回答するには、回答領域で適切なオプ
ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明



ボックス 1:所有者のみがリソースの権限を変更できます。
ボックス 2:共同作成者はサブスクリプション内のあらゆるものを作成/変更/削除できますが、権限を変更することはできません。

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 32
Azureストレージアカウントのセキュリティ問題のトラブルシューティングを行っています。
ストレージアカウントの診断ログを有効にします。

診断ログを取得するには何を使用する必要がありますか?
A. Azureストレージエクスプローラー
B. Azureの SQLクエリエディター
C.Windowsのファイルエクスプローラー
D. Azureセキュリティセンター
Answer: A (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
Explanation:
メトリクスをダウンロードして長期保存したり、ローカルで分析したりする場合は、ツールを使用するか、テーブルを読み取るコードを作成

する必要があります。分析のために分単位のメトリクスをダウンロードする必要があります。ストレージアカウント内のすべてのテーブル

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


を一覧表示した場合、テーブルは表示されませんが、名前で直接アクセスできます。多くのストレージブラウズツールはこれらのテーブル

を認識しているため、これらのテーブルを直接表示できます (利用可能なツールのリストについては、「Azure Storageクライアントツール」
を参照してください)。
Microsoftは、Azure Storageアカウント内のデータを操作するためのいくつかのグラフィカルユーザーインターフェイス (GUI)ツールを提
供しています。次の表に示すツールはすべて無料です。

ノート：

試験ではこの問題にはいくつかのバージョンがあります。試験の問題には 2つの異なる正解があります。
1. Azureストレージエクスプローラー
2.AZコピー
試験で表示される可能性のあるその他の不正解の選択肢には次のものがあります。

1. Azureモニター
2.セキュリティとコンプライアンス管理センター
3. Azure Cosmos DBエクスプローラー
4. Azureモニター
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/storage/common/storage-analytics-metrics?toc=%2fazure%2fstorage%
2fblobs%2ftoc.json
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/storage/common/storage-explorers

最新問題: 33
次の表に示すように、Azureサブスクリプションにリソースを作成します。

VNET1には、Subnet1と Subnet2という名前の 2つのサブネットが含まれています。Subnet1のネットワーク IDは 10.0.0.0/24で
す。Subnet2のネットワーク IDは 10.1.1.0/24です。
Contoso1901は、展示に示すように構成されています。(「展示」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:
説明



ボックス 1:はい
Subnet1からのアクセスは許可されます。
ボックス 2:いいえ
Subnet2からのアクセスは許可されません。
ボックス 3:はい
IPアドレス193.77.10.2からのアクセスを許可します。

最新問題: 34
次の表に示すキーコンテナーを含む Azureサブスクリプションがあります。

サブスクリプションには、次の表に示すユーザーが含まれています。

6月 1日に、次のアクションを実行します。
* KeyVault1から key1という名前のキーを削除します。
* KeyVault2から Secret 1という名前のシークレットを削除します。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。



Answer:

説明

はい

はい

いいえ

最新問題: 35
Azure AD Premium P2を使用して Azureサブスクリプションを作成します。
Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)を使用して Azureロールを保護できることを確認する必要があり
ます。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



説明

1. MFAで本人確認を行う
2. PIMへの同意
3. AADロールの PIMにサインアップする

最新問題: 36
次の表に示すキーコンテナーを含む Azureサブスクリプションがあります。

サブスクリプションには、次の表に示すユーザーが含まれています。

6月 1日に、次のアクションを実行します。
* KeyVault1から key1という名前のキーを削除します。
* KeyVault2から Secret 1という名前のシークレットを削除します。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。



Answer:

最新問題: 37
SQL1という名前の Azure SQLデータベースを含む Azureサブスクリプションがあります。
App1という名前のWebアプリをデプロイする予定です。
App1に SQL1への読み取りおよび書き込みアクセスを提供する必要があります。ソリューションは次の要件を満たす必要があります。
パスワードを保存せずに App1に SQL1へのアクセスを提供します。
最小特権の原則を使用します。

管理労力を最小限に抑えます。

App1が SQL1にアクセスするにはどの種類のアカウントを使用する必要がありますか?また、どのデータベースロールを App1に割り当て
る必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/app-service/tutorial-connect-msi-sql-database?tabs=windowsclient%2Cdotnet

最新問題: 38
次の表に示すように、Azureサブスクリプションにリソースを作成します。
VNET1には、Subnet1と Subnet2という名前の 2つのサブネットが含まれています。Subnet1のネットワーク IDは 10.0.0.0/24で
す。Subnet2のネットワーク IDは 10.1.1.0/24です。
Contoso1901は、展示に示すように構成されています。(「展示」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

ボックス 1:はい
Subnet1からのアクセスは許可されます。
ボックス 2:いいえ
Subnet2からのアクセスは許可されません。
ボックス 3:はい
IPアドレス193.77.10.2からのアクセスを許可します。

最新問題: 39
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあり、次の表に示すユーザーが含まれています。

次の設定を持つ Azure AD Identity Protectionユーザーリスクポリシーを作成して適用します。
割り当て:グループ 1を含める、グループ 2を除外する
条件:サインインリスクが中以上
アクセス:アクセスを許可、パスワードの変更が必要
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

http://www.rebeladmin.com/2018/09/step-step-guide-configure-risk-based-azure-conditional-access-policies/

最新問題: 40
次の表に示す Azure仮想マシンがあります。

各仮想マシンには単一のネットワークインターフェイスがあります。

VM1のネットワークインターフェイスを ASG1という名前のアプリケーションセキュリティグループに追加します。
ASG1に追加できる仮想マシンのネットワークインターフェイスを特定する必要があります。
何を識別する必要がありますか?
A. VM2、VM3、VM5のみ
B. VM2のみ
C. VM2、VM3、VM4、VM5
D. Vm2、Vm3のみ
Answer: D (メーッセージを残す)
最新問題: 41

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


RG1という名前のリソースグループを含む Azureサブスクリプションがあります。RG1には、Azure Active Directory (Azure AD)認証を使
用する VM1という名前の仮想マシンが含まれています。
スコープが RG1である、Role1と Role2という名前の 2つのカスタム Azureロールがあります。
Role1の権限は、次の JSONコードに示されています。

Role2の権限は、次の JSONコードに示されています。

次の表に示すユーザーにロールを割り当てます。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 42
ネットワークには、contoso.comという名前のオンプレミスの Active Directoryドメインが含まれています。ドメインには User1という名前
のユーザーが含まれています。

contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされた Azureサブスクリプションがあります。テナントに
は、storage1という名前の Azureストレージアカウントが含まれています。Storage1には、share1という名前の Azureファイル共有が含
まれています。

現在、ドメインとテナントは統合されていません。

User1がドメイン資格情報を使用して share1にアクセスできることを確認する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-compliance-dashboard

最新問題: 43
次の表に示すように、Azureサブスクリプションにリソースを作成します。

VNET1には、Subnet1と Subnet2という名前の 2つのサブネットが含まれています。Subnet1のネットワーク IDは 10.0.0.0/24で
す。Subnet2のネットワーク IDは 10.1.1.0/24です。
Contoso1901は、展示に示すように構成されています。(「展示」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

ボックス 1:はい
Subnet1からのアクセスは許可されます。
ボックス 2:いいえ
Subnet2からのアクセスは許可されません。
ボックス 3:はい
IPアドレス193.77.10.2からのアクセスを許可します。

最新問題: 44
次の設定を持つアラートルールを作成します。

リソース: RG1
条件:すべての管理操作
アクション:このアラートルールに設定されたアクショングループ: ActionGroup1
アラートルール名: Alert1
次の設定を持つアクションルールを作成します。

スコープ: VM1
フィルタ条件:リソースタイプ = "仮想マシン"
このスコープで定義:抑制
抑制設定:これから (常に)
名前:アクションルール1
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/alerts-activity-log
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/alerts-action-rules

最新問題: 45
Azure ADアプリケーションの登録と同意の構成が IDとアクセスの要件を満たしていることを確認する必要があります。
Azureポータルでは何を使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 46
次の設定を持つアラートルールを作成します。

*リソース: RG1
*条件:すべての管理操作
*アクション:このアラートルールに設定されたアクショングループ: ActionGroup1
*アラートルール名: Alert1
次の設定を持つアクションルールを作成します。

*範囲: VM1
*フィルタ条件:リソースタイプ = "仮想マシン"
*このスコープで定義:抑制
※抑制設定：これから（常時）
*名前:アクションルール 1
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

ボックス 1:
アクションルールのスコープは VM1に設定され、アラートを無期限に抑制するように設定されます。
ボックス 2:
アクションルールのスコープは VM2に設定されていません。
ボックス 3:
タグの追加は管理操作ではありません。



参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/alerts-activity-log
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/alerts-action-rules

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 47
次の表に示すように、East US2リージョンに 2つの Azure仮想マシンがあります。
Azure Key Vaultをデプロイして構成します。
VM1と VM2で Azure Disk Encryptionを有効にできることを確認する必要があります。
各仮想マシンで何を変更する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Explanation:
VM1:階層
階層を標準にアップグレードする必要があります。

Windowsおよび Linux IaaS VMのディスク暗号化は、Standard VMおよび Azure Premium Storageを備えた VMのすべての Azureパブ
リックリージョンと Azure Governmentリージョンで一般提供されています。
VM2:タイプ
VMtypeを A、D、DS、G、GS、Fなどのシリーズ IaaS VMのいずれかに変更する必要があります。
オペレーティングシステムのバージョンではありません: Ubuntu 16.04がサポートされています。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-overview
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-faq#bkmk_LinuxOSSupport

最新問題: 48
Group1と Group2のメンバーシップは何ですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/users-groups-roles/groups-dynamic-membership

最新問題: 49
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

ボックス 1:はい
NSG1には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。



ボックス 2:はい
ボックス 3:いいえ
ノート：

Sub2には、次の表に示す仮想マシンが含まれています。

最新問題: 50
条件付きアクセスポリシーを実装しています。

ポリシーを構成して実装するには、既存の Azure Active Directory (Azure AD)リスクイベントとリスクレベルを評価する必要があります。
次のリスクイベントのリスクレベルを特定する必要があります。

認証情報が漏洩したユーザー

特殊な場所への旅行は不可能



不審なアクティビティのある IPアドレスからのサインイン
各リスクイベントについてどのレベルを特定する必要がありますか?答えるには、適切なレベルを正しいリスクイベントにドラッグしま
す。各レベルは 1回使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分
割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 51
VM1という名前の Azure仮想マシンがあります。
Azure Security Centerから、「仮想マシンにエンドポイント保護ソリューションをインストールする」という重要度の高い推奨事項が表示さ

れます。

重大度の高い推奨事項の原因となっている問題を解決する必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. Microsoftマルウェア対策拡張機能を VM1に追加します。
B. VM1に Endpoint Protection用の Microsoft System Center Security Management Packをインストールします。
C.Windows拡張機能用 Network Watcher Agentを VM1に追加します。
D. VM1を Microsoft Defender Advanced Threat Protection (Microsoft Defender ATP)にオンボードします。
Answer: (解答を表示する)
セクション: [なし]
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-endpoint-protection

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


最新問題: 52
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

Azure Security Centerから、自動プロビジョニングを有効にします。
次の表に示す仮想マシンをデプロイします。

Microsoft監視エージェントはどの仮想マシンにインストールされていますか?
A. VM3のみ
B. VM1と VM3のみ
C. VM3および VM4のみ
D. VM1、VM2、VM3、および VM4
Answer: D (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
Explanation:
自動プロビジョニングが有効になっている場合、Security Centerは、サポートされているすべての Azure VMおよび作成された新しい VM
に Microsoft Monitoring Agentをプロビジョニングします。
サポートされているオペレーティングシステムには、Ubuntu 14.04 LTS (x86/x64)、16.04 LTS (x86/x64)、および 18.04 LTS (x64)、および
Windows Server 2008 R2、2012、2012 R2、2016、バージョン 1709および 1803が含まれます。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-faqテストレット 1これはケーススタディです。ケーススタディは個
別に時間が設定されるわけではありません。各ケースを完了したいだけ試験時間を費やすことができます。ただし、この試験には追加のケー

ススタディやセクションが存在する場合があります。この試験に含まれるすべての質問を指定された時間内に完了できるように時間を管理

する必要があります。

ケーススタディに含まれる質問に答えるには、ケーススタディで提供される情報を参照する必要があります。ケーススタディには、ケース

スタディで説明されているシナリオに関する詳細情報を提供する展示やその他のリソースが含まれる場合があります。このケーススタディ

に関する各質問は、他の質問から独立しています。

このケーススタディの最後に、レビュー画面が表示されます。この画面では、試験の次のセクションに進む前に、回答を確認し、変更を加える

ことができます。新しいセクションを開始した後は、このセクションに戻ることはできません。

ケーススタディを開始するには

このケーススタディに関する最初の質問を表示するには、「次へ」ボタンをクリックします。質問に答える前に、左側のペインのボタンを使用

してケーススタディの内容を調べてください。これらのボタンをクリックすると、ビジネス要件、既存の環境、問題の説明などの情報が表示
されます。ケーススタディに [すべての情報]タブがある場合、表示される情報は後続のタブに表示される情報と同じであることに注意して
ください。質問に答える準備ができたら、「質問」ボタンをクリックして質問に戻ります。

概要

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Litware, Inc.は、シカゴ地域に 500人の従業員、サンフランシスコ地域に 20人の従業員を抱えるデジタルメディア企業です。
既存の環境

Litwareには、サブスクリプション IDが 43894a43-17c2-4a39-8cfc-である Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
3540c2653ef4。
Sub1は、litwareinc.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられています。テナントには、すべての Litware
従業員とそのデバイスのユーザーオブジェクトとデバイスオブジェクトが含まれています。各ユーザーには Azure AD Premium P2ライセ
ンスが割り当てられます。Azure AD Privileged Identity Management (PIM)がアクティブ化されています。
テナントには、次の表に示すグループが含まれています。

Azureサブスクリプションには、次の表に示すオブジェクトが含まれています。

Azure Security Centerは無料レベルに設定されています。
計画された変更

Litwareは、次の表に示す Azureリソースをデプロイすることを計画しています。



IDとアクセスの要件
Litwareは、次の IDおよびアクセス要件を特定します。
*すべてのサンフランシスコユーザーとそのデバイスは Group1のメンバーである必要があります。
* Group2のメンバーには、永続的な適格な割り当てを使用して、リソースグループ 2への共同作成者ロールを割り当てる必要があります。
*ユーザーが Azure ADにアプリケーションを登録したり、ユーザーに代わって会社情報にアクセスするアプリケーションに同意したりする
ことを禁止する必要があります。

プラットフォームの保護要件

Litwareは、次のプラットフォーム保護要件を特定します。
* Microsoft Antimalwareは、リソースグループ 1の仮想マシンにインストールする必要があります。
* Group2のメンバーには、Azure Kubernetes Service Cluster Adminロールが割り当てられている必要があります。
* Azure ADユーザーは、Azure AD資格情報を使用して AKS1に対して認証する必要があります。
*計画された変更の実装後、ITチームは JIT VMアクセスを使用して VM0に接続できる必要があります。
* Resource Group1のマネージドディスクの管理を委任するには、Role1という名前の新しいカスタム RBACロールを使用する必要があり
ます。役割 1は、リソースグループ 1に対してのみ使用可能である必要があります。
セキュリティ運用要件

Litwareは、Azure Security Centerでオペレーティングシステムのセキュリティ構成をカスタマイズできる必要があります。
データとアプリケーションの要件

Litwareは、次のデータとアプリケーションの要件を特定します。
* Group2のユーザーは、Azure AD資格情報を使用して SQLDB1に対して認証できる必要があります。
* WebApp1は相互認証を強制する必要があります。
一般的な要件

Litwareでは、次の一般要件が特定されています。
*可能な限り、管理上の労力を最小限に抑える必要があります。
*可能な限り、自動化の使用を最小限に抑える必要があります。

最新問題: 53
Group1と Group2のメンバーシップは何ですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/users-groups-roles/groups-dynamic-membership

最新問題: 54
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。



IPアドレス 10.1.0.4が VM5に割り当てられます。VM5にはパブリック IPアドレスがありません。
VM5には、次の図に示すように構成されたジャストインタイム (JIT) VMアクセスがあります。

VM5の JIT VMアクセスを有効にします。
NSG1には、次の図に示す受信ルールがあります。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 55
ユーザーがアクセス権のないリソースにサインインしようとしているのではないかと考えられます。

過去 3日間に失敗したユーザーのサインイン試行を特定するには、Azure Log Analyticsクエリを作成する必要があります。結果には、サイン
イン試行が 5回以上失敗したユーザーのみが表示される必要があります。
クエリをどのように設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/log-query/examples

最新問題: 56
Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターをテストしています。クラスターは展示に示されているように構成されています。
(「展示」タブをクリックします。)

クラスターを実稼働環境にデプロイする予定です。HTTPアプリケーションルーティングを無効にします。
単一の IPアドレスを使用して、AKSサービスにリバースプロキシと TLS終端を提供するアプリケーションルーティングを実装する必要が
あります。

あなたは何をするべきか？

A. AKS Ingressコントローラーを作成します。
B.コンテナネットワークインターフェイス (CNI)プラグインをインストールします。



C. Azure Standard Load Balancerを作成します。
D. Azure基本ロードバランサーを作成します。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

イングレスコントローラーは、Kubernetesサービスにリバースプロキシ、構成可能なトラフィックルーティング、TLS終端を提供するソフ
トウェアです。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/aks/ingress-tls

最新問題: 57
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

次の設定を持つ Azure AD Identity Protectionサインインリスクポリシーを作成して適用します。
割り当て: Group1を含め、Group2を除外
条件:サインインのリスクレベル:中以上
アクセスアクセスを許可、多要素認証が必要

ユーザーが Azure ADにサインインするときに何が起こるかを特定する必要があります。
各ユーザーについて何を識別する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


参照：

http://www.rebeladmin.com/2018/09/step-step-guide-configure-risk-based-azure-conditional-access-policies/
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/conc ept-identity-protection-policies
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/concept-identity-protection-risks

最新問題: 58
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Sub1には、次の表に示すリソースが含まれる Storage1という名前の Azureス
トレージアカウントがあります。

共有アクセス署名 (SAS)を生成して、BLOBサービスとファイルサービスに接続します。
Container1と Share!のコンテンツにアクセスするにはどのツールを使用できますか? SASを使用することで?回答するには、回答領域で適
切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 59
10317806.onmicrosoft.comという名前の新しい Azure Active Directory (Azure AD)ディレクトリを作成する必要があります。
新しいディレクトリには、Azure Multi-Factor Authentication (MFA)を使用してサインインするように構成された user10317806という名前
のユーザーが含まれている必要があります。

Answer:
以下の説明を参照してください。

説明

新しい Azure ADテナントを作成するには:
1. Azure portalにアクセスし、Azureサブスクリプションを持つアカウントでサインインします。
2.プラスアイコン (+)を選択し、次の項目を検索します。

3.「Azure Active Directory」を選択します。

4. [作成]を選択します。
5.組織名 (10317806)と初期ドメイン名 (10317806)を入力します。次に、「作成」を選択します。



これにより、という名前のディレクトリが作成されます

10317806.onmicrosoft.com。

6.ディレクトリの作成が完了したら、新しいディレクトリを管理するための情報ボックスを選択します。
ユーザーを作成するには:
1. Azure portalで、Azure Active Directoryフライアウトにいることを確認します。

そうでない場合は、左側のサービスナビゲーションから Azure Active Directoryアイコンを選択します。

2.「管理」で「ユーザー」を選択します。



3. [すべてのユーザー]を選択し、
4.ユーザーの名前とユーザー名 (user10317806)を入力します。完了したら、「作成」を選択します。
MFAを有効にするには:
1. Azure portalで、Azure Active Directoryフライアウトにいることを確認します。

そうでない場合は、左側のサービスナビゲーションから Azure Active Directoryアイコンを選択します。

2.「管理」で「ユーザー」を選択します。

3. [多要素認証]をクリックします。



4.ユーザー名の横にあるチェックボックスをオンにして、
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/power-bi/developer/create-an-azure-active-directory-tenant

最新問題: 60
一連の Azure仮想マシンへのジャストインタイム (JIT) VMアクセスを構成しています。
JIT VMアクセスを使用して、仮想マシンへの PowerShellアクセスをユーザーに許可する必要があります。
何を設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



最新問題: 61
ユーザーがアクセス権のないリソースにサインインしようとしているのではないかと考えられます。

過去 3日間に失敗したユーザーのサインイン試行を特定するには、Azure Log Analyticsクエリを作成する必要があります。結果には、サイン
イン試行が 5回以上失敗したユーザーのみが表示される必要があります。
クエリをどのように設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

次の例では、過去 1日に 5回以上ログインに失敗したユーザーアカウントと、最後にログインを試みた日時を特定します。
タイムフレーム = 1dとします。
セキュリティイベント

|ここで TimeGenerated > ago(1d)
|ここで、AccountType == 'User'および EventID == 4625 // 4625 -ログインに失敗しました
|アカウント別の failed_login_attempts=count()、latest_failed_login=arg_max(TimeGenerated, Account)の要約
|ここで、failed_login_attempts > 5
|プロジェクトアウェイアカウント1
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/log-query/examples



有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 62

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターをテストしています。クラスターは展示に示されているように構成されています。
(「展示」タブをクリックします。)

クラスターを実稼働環境にデプロイする予定です。HTTPアプリケーションルーティングを無効にします。
AKSサービスにリバースプロキシと TLS終端を提供するアプリケーションルーティングを実装する必要があります。
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単一の IPアドレスを使用して。
あなたは何をするべきか？

A. AKS Ingressコントローラーを作成します。
B.コンテナネットワークインターフェイス (CNI)プラグインをインストールします。
C. Azure Standard Load Balancerを作成します。
D. Azure基本ロードバランサーを作成します。
Answer: (解答を表示する)
イングレスコントローラーは、Kubernetesサービスにリバースプロキシ、構成可能なトラフィックルーティング、TLS終端を提供するソフ
トウェアです。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/aks/ingress-tls

最新問題: 63
次の表に示すように、East US2リージョンに 2つの Azure仮想マシンがあります。

Azure Key Vaultをデプロイして構成します。
VM1と VM2で Azure Disk Encryptionを有効にできることを確認する必要があります。
各仮想マシンで何を変更する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


説明

VM1:階層
階層を標準にアップグレードする必要があります。

Windowsおよび Linux IaaS VMのディスク暗号化は、Standard VMおよび Azure Premium Storageを備えた VMのすべての Azureパブ
リックリージョンと Azure Governmentリージョンで一般提供されています。
VM2:タイプ
VMtypeを A、D、DS、G、GS、Fなどのシリーズ IaaS VMのいずれかに変更する必要があります。
オペレーティングシステムのバージョンではありません: Ubuntu 16.04がサポートされています。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-overview
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-faq#bkmk_LinuxOSSupport



最新問題: 64
次の表に示す Azure仮想マシンがあります。

米国東部リージョンの RG1に Analytics1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを作成します。
どの仮想マシンを Analytics1に登録できますか?
A. VM1のみ
B. VM1、VM2、VM3のみ
C. VM1、VM2、VM3、VM4
D. VM1と VM4のみ
Answer: (解答を表示する)
注:ワークスペースを作成する
Azure portalで、[すべてのサービス]をクリックします。リソースのリストに「Log Analytics」と入力します。入力を開始すると、入力に基づい

てリストがフィルター処理されます。[ログ分析]を選択します。
[作成]をクリックし、次の項目の選択肢を選択します。
新しい Log Analyticsワークスペースの名前を指定します (DefaultLAWorkspaceなど)。OMSワークスペースは、Log Analyticsワークスペー
スと呼ばれるようになりました。

選択されているデフォルトが適切でない場合は、ドロップダウンリストから選択してリンク先のサブスクリプションを選択します。

[リソースグループ]には、1つ以上の Azure仮想マシンを含む既存のリソースグループを選択します。
VMがデプロイされる場所を選択します。詳細については、Log Analyticsが利用できるリージョンを参照してください。
不正解:
B、C: Log Analyticsワークスペースは、データストレージの地理的な場所を提供します。VM2と VM3は別の場所にあります。
D: VM4は別のリソースグループです。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/manage-access

最新問題: 65
あなたの会社には、次の表に示すユーザーが含まれる Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

会社は新しい所有者に売却されます。

会社は、Subscription1の所有権を譲渡する必要があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


どのユーザーが所有権を譲渡できますか?そのユーザーはどのツールを使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプ
ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/billing/billing-subscription-transfer#transfer-billing-ownership-of-an-azure-subscription

最新問題: 66
単一のネットワークセキュリティグループ (NSG)を持つ単一のサブネット上に 10台の仮想マシンがあります。
ネットワークトラフィックを Azureストレージアカウントに記録する必要があります。
どの 2つのアクションを実行する必要がありますか?それぞれの正解は、解決策の一部を示しています。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A.ネットワークパフォーマンスモニターソリューションをインストールします。
B. Azure Network Watcherを有効にします。
C. NSGの診断ログを有効にします。
D. NSGフローログを有効にします。
E. Azure Log Analyticsワークスペースを作成します。
Answer: B,D (メーッセージを残す)
ネットワークセキュリティグループ (NSG)を使用すると、仮想マシン (VM)への受信トラフィックと仮想マシンからの送信トラフィックを
フィルターできます。Network Watcherの NSGフローログ機能を使用して、NSGを通過するネットワークトラフィックをログに記録でき
ます。手順には次のものが含まれます。

*ネットワークセキュリティグループを使用して VMを作成する
* Network Watcherを有効にし、Microsoft.Insightsプロバイダーを登録します
* Network Watcherの NSGフローログ機能を使用して、NSGのトラフィックフローログを有効にする
*ログデータをダウンロード
*ログデータの表示
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/network-watcher/network-watcher-nsg-flow-logging-portal

最新問題: 67
Microsoft Defender for Cloudを使用する Azureサブスクリプションがあります。
Azure CIS 1.4,0標準への法規制への準拠を確認するには、Defender for Cloudを使用する必要があります。ソリューションでは、管理労力を
最小限に抑える必要があります。

まず何をすべきでしょうか?
A. Azureポリシーを割り当てます。
B.すぐに使える標準の 1つを無効にします。
C. Azure CIS 1.4.0標準を手動で追加します。
D.カスタムイニシアチブを追加します。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 68
Update Managementが有効になっている Azure仮想マシンがあります。仮想マシンは次の表に示すように構成されています。

Update1と Update2という名前の 2つの更新プログラムの展開をスケジュールします。Update1は VM3を更新します。Update2は VM6を
更新します。
Update1と Update2を使用して更新できる追加の仮想マシンはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ
い。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/automation/automation-update-management

最新問題: 69



Azureサブスクリプションで Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターを作成する予定です。
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登録されたサーバーアプリケーションのマニフェストを次の図に示します。

AKSクラスターと Azure Active Directory (Azure AD)が統合されていることを確認する必要があります。
マニフェスト内のどのプロパティを変更する必要がありますか?
A. accessTokenAcceptedVersion
B. keyCredentials
C. groupMembershipClaims
D. acceptMappedClaims
Answer: C (メーッセージを残す)
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/aks/azure-ad-integration-cli
https://www.codeproject.com/Articles/3211864/Operation-and-Maintenance-of-AKS-Applications
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セキュリティ運用を管理する

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


テストレット 1
これはケーススタディです。ケーススタディは個別に時間が設定されるわけではありません。各ケースを完了したいだけ試験時間を費やすこ

とができます。ただし、この試験には追加のケーススタディやセクションが存在する場合があります。この試験に含まれるすべての質問を指

定された時間内に完了できるように時間を管理する必要があります。

ケーススタディに含まれる質問に答えるには、ケーススタディで提供される情報を参照する必要があります。ケーススタディには、ケース

スタディで説明されているシナリオに関する詳細情報を提供する展示やその他のリソースが含まれる場合があります。このケーススタディ

では、各質問は他の質問から独立しています。

このケーススタディの最後に、レビュー画面が表示されます。この画面では、試験の次のセクションに進む前に、回答を確認し、変更を加える

ことができます。新しいセクションを開始した後は、このセクションに戻ることはできません。

ケーススタディを開始するには

このケーススタディの最初の質問を表示するには、「次へ」ボタンをクリックします。質問に答える前に、左側のペインのボタンを使用して

ケーススタディの内容を調べてください。これらのボタンをクリックすると、ビジネス要件、既存の環境、問題の説明などの情報が表示され

ます。ケーススタディに [すべての情報]タブがある場合、表示される情報は後続のタブに表示される情報と同じであることに注意してくだ
さい。質問に答える準備ができたら、「質問」ボタンをクリックして質問に戻ります。

概要

Litware, Inc.は、シカゴ地域に 500人の従業員、サンフランシスコ地域に 20人の従業員を抱えるデジタルメディア企業です。
既存の環境

Litwareには、サブスクリプション IDが 43894a43-17c2-4a39-8cfc-である Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
3540c2653ef4。
Sub1は、litwareinc.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられています。テナントには、すべての Litware
従業員とそのデバイスのユーザーオブジェクトとデバイスオブジェクトが含まれています。各ユーザーには Azure AD Premium P2ライセ
ンスが割り当てられます。Azure AD Privileged Identity Management (PIM)がアクティブ化されています。
テナントには、次の表に示すグループが含まれています。

Azureサブスクリプションには、次の表に示すオブジェクトが含まれています。
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Azure Security Centerは Standardレベルに設定されています。
要件

計画された変更

Litwareは、次の表に示す Azureリソースをデプロイすることを計画しています。

IDとアクセスの要件
Litwareは、次の IDおよびアクセス要件を特定します。
*すべてのサンフランシスコユーザーとそのデバイスは Group1のメンバーである必要があります。
* Group2のメンバーには、永続的な適格な割り当てを使用して、RG2への共同作成者ロールを割り当てる必要があります。
*ユーザーが Azure ADにアプリケーションを登録したり、ユーザーに代わって会社情報にアクセスするアプリケーションに同意したりする
ことを禁止する必要があります。

プラットフォームの保護要件
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Litwareは、次のプラットフォーム保護要件を特定します。
* Microsoft Antimalwareが RG1の仮想マシンにインストールされている必要があります。
* Group2のメンバーには、Azure Kubernetes Service Cluster Adminロールが割り当てられている必要があります。



* Azure ADユーザーは、Azure AD資格情報を使用して AKS1に対して認証できる必要があります。
*計画された変更の実装後、ITチームは JIT VMアクセスを使用して VM0に接続できる必要があります。
* RG1のマネージドディスクの管理を委任するには、Role1という名前の新しいカスタム RBACロールを使用する必要があります。Role1
は RG1でのみ使用可能である必要があります。
セキュリティ運用要件

Litwareは、Azure Security Centerでオペレーティングシステムのセキュリティ構成をカスタマイズできる必要があります。
データとアプリケーションの要件

Litwareは、次のデータとアプリケーションの要件を特定します。
* Group2のユーザーは、Azure AD資格情報を使用して SQLDB1に対して認証できる必要があります。
* WebApp1は相互認証を強制する必要があります。
一般的な要件

Litwareでは、次の一般要件が特定されています。
*可能な限り、管理上の労力を最小限に抑える必要があります。
*可能な限り、自動化を最大限に活用する必要があります。

最新問題: 70
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明

Q1:いいえ {「インターネット」サービスタグからは TCP 80のみが許可されているため、許可されるべきではありません。Q2:はい {プライ

ベート IP上で相互に pingを実行し、NSGが構成されていない同じローカルサブネット内の VMではそうすべきであるため} Q3 :はい
{VM5は、NSGの最初のルールによって任意の送信元から宛先へのトラフィックが許可されるサブネットにあります}



最新問題: 71
LAW1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Windows Server 2016を実行し、LAW1に登録されている 500台の Azure仮想マシンがあります。
システム更新評価ソリューションを LAW1に追加する予定です。
システム更新評価関連のログが 100台の仮想マシンのみから LAW1にアップロードされるようにする必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/insights/solution-targeting
最新問題: 72



User2が現在の状態で変更および削除できる Sub1の仮想ネットワークはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択し
てください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

ボックス 1: VNET4と VNET1のみ
RG1には削除ロックのみがありますが、RG4にはロックがありません。
RG2と RG3は両方とも読み取り専用ロックを持っています。
ボックス 2: VNET4のみ
RG4にはロックがありませんが、他のリソースグループには削除ロックまたは読み取り専用ロックが設定されています。
注:管理者は、組織内の他のユーザーが重要なリソースを誤って削除または変更しないように、サブスクリプション、リソースグループ、また
はリソースをロックする必要がある場合があります。ロックレベルを CanNotDeleteまたは ReadOnlyに設定できます。ポータルでは、ロッ
クはそれぞれ削除および読み取り専用と呼ばれます。

* CanNotDeleteは、許可されたユーザーがリソースの読み取りと変更はできるが、リソースを削除できないことを意味します。
* ReadOnlyは、承認されたユーザーがリソースを読み取ることはできますが、リソースを削除または更新することはできないことを意味し
ます。

このロックを適用することは、承認されたすべてのユーザーを閲覧者ロールによって付与されたアクセス許可に制限することと似ています。

シナリオ：

User2はセキュリティ管理者です。
Sub1には、RG1、RG2、RG3、RG4、RG5、および RG6という名前の 6つのリソースグループが含まれています。
User2は、次の表に示す仮想ネットワークを作成します。

Sub1には、次の表に示すロックが含まれています。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/resource-group-lock-resources

最新問題: 73
storage1という名前の Azureストレージアカウントと VM1という名前の Azure仮想マシンがあります。VM1にはプレミアム SSDマネー
ジドディスクがあります。



VM1に対して Azure Disk Encryptionを有効にする必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-machines/windows/disk-encryption-key-vault

最新問題: 74
プラットフォームの保護要件を満たすには、Microsoftマルウェア対策を導入する必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

1.存在しない場合のデプロイ
2.範囲

最新問題: 75
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 76
LAW1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Windows Server 2016を実行し、LAW1に登録されている 500台の Azure仮想マシンがあります。
システム更新評価ソリューションを LAW1に追加する予定です。
システム更新評価関連のログが 100台の仮想マシンのみから LAW1にアップロードされるようにする必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/insights/solution-targeting

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 77
次の表に示す Azure Information Protection条件があります。

Azure Information Protectionがファイルにどのようにラベルを付けるかを特定する必要があります。
何を識別する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Answer:

Explanation:
ボックス 1:ラベル 2のみ
複数の条件が複数のラベルに適用される場合の評価方法ラベルは、ポリシーで指定した位置に従って評価の順序付けされます。最初に配置さ

れたラベルの位置が最も低く (機密性が最も低い)、最後に配置されたラベルの位置が最も低くなります。最も高い位置（最も感度が高い）。
最も機密性の高いラベルが適用されます。

最後のサブラベルが適用されます。

ボックス 2:ラベルなし
自動分類は、ドキュメントの保存時にWord、Excel、PowerPointに適用され、電子メールの送信時に Outlookに適用されます。自動分類は
Microsoftメモ帳には適用されません。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/information-protection/configure-policy-classification

最新問題: 78
あなたの会社はシアトルとニューヨークに 2つのオフィスを持っています。各オフィスは NATデバイスを使用してインターネットに接続し



ます。オフィスは次の表に示す IPアドレスを使用します。

この会社には、contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが
含まれます。

MFAサービス設定は、図に示すように構成されています。(「展示」タブをクリックします。)

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://www.cayosoft.com/difference-enabling-enforcing-mfa/

最新問題: 79
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 80
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
ITチームのすべてのメンバーが含まれる Group1という名前の Azure Active Directory (Azure AD)グループがあります。



Group1のメンバーが Sub1の Azure仮想マシンを停止、起動、再起動できることを確認する必要があります。ソリューションでは、最小特権
の原則を使用する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

参照：

https://www.petri.com/cloud-security-create-custom-rbac-role-microsoft-azure

最新問題: 81
次のデータコネクタを備えた Azure Sentinelワークスペースがあります。
Azure Active Directory ID保護
コモンイベントフォーマット(CEF)
Azureファイアウォール
データが各コネクタから取り込まれていることを確認する必要があります。

[ログクエリ]ウィンドウから、各コネクタに対してどのテーブルをクエリする必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプショ
ンを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:



最新問題: 82
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Sub1には、Subnet1という名前の 1つのサブネットを含む VNet1という名前の
仮想ネットワークが含まれています。

Subnet1のサービスエンドポイントを作成します。
Subnet1には、Ubuntu Server 18.04を実行する VM1という名前の Azure仮想マシンが含まれています。
Dockerコンテナを VM1にデプロイする必要があります。コンテナーは、サービスエンドポイントを使用して Azure Storageリソースと
Azure SQLデータベースにアクセスできる必要があります。
A.アプリケーションセキュリティグループとネットワークセキュリティグループ (NSG)を作成します。
B. docker-compose.ymlファイルを編集します。
C.コンテナネットワークインターフェイス (CNI)プラグインをインストールします。
Answer: C (メーッセージを残す)
説明

Azure Virtual Networkコンテナーネットワークインターフェイス (CNI)プラグインは、Azure仮想マシンにインストールされます。
このプラグインは、LinuxとWindowsの両方のプラットフォームをサポートします。
プラグインは、仮想ネットワークから仮想マシン内で起動されたコンテナーに IPアドレスを割り当て、コンテナーを仮想ネットワークに接
続し、他のコンテナーや仮想ネットワークリソースに直接接続します。このプラグインは、接続のためにオーバーレイネットワークやルー

トに依存せず、仮想マシンと同じパフォーマンスを提供します。

次の図は、プラグインが Azure仮想ネットワーク機能をポッドに提供する方法を示しています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-network/container-networking-overview

最新問題: 83
必要に応じて、次のログイン資格情報を使用します。

ユーザー名を入力するには、[サインイン]ボックスにカーソルを置き、下のユーザー名をクリックします。
パスワードを入力するには、「パスワードの入力」ボックスにカーソルを置き、下のパスワードをクリックします。

Azureユーザー名: User1-10598168@ExamUsers.com
Azureパスワード: Ag1Bh9!#Bd
次の情報は、テクニカルサポートのみを目的としています。

ラボインスタンス: 10598168







10598168.onmicrosoft.comという名前の新しい Azure Active Directory (Azure AD)ディレクトリを作成する必要があります。
新しいディレクトリには、Azure Multi-Factor Authentication (MFA)を使用してサインインするように構成された
user1@10598168.onmicrosoft.comという名前のユーザーが含まれている必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Answer:
以下の説明を参照してください。

説明

ステップ 1: Azure Active Directoryテナントを作成する
1. Azure portalにアクセスし、Azureサブスクリプションを持つアカウントでサインインします。
2.プラスアイコン (+)を選択し、Azure Active Directoryを検索します。



3.検索結果で「Azure Active Directory」を選択します。

4. [作成]を選択します。
5.組織名と初期ドメイン名 (10598168)を入力します。次に、「作成」を選択します。あなたのディレクトリ

創造された。

6.ディレクトリの作成が完了したら、新しいディレクトリを管理するための情報ボックスを選択します。次に、テナントユーザーを追加しま
す。

ステップ 2: Azure Active Directoryテナントユーザーを作成する
7. Azure portalで、Azure Active Directoryフライアウトにいることを確認します。



8.「管理」で「ユーザー」を選択します。
9. [すべてのユーザー]を選択し、[+新しいユーザー]を選択します。
10.通常のユーザーテナントの名前とユーザー名 (user1)を指定します。一時パスワードを表示することもできます。完了したら、「作成」を

選択します。

名前:ユーザー1
ユーザー名: user1@10598168.onmicrosoft.com



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/power-bi/developer/create-an-azure-active-directory-tenant

最新問題: 84
Microsoft Graphを使用して Azure Active Directory (Azure AD)ユーザーのプロパティを変更するアプリを展開する予定です。アプリが
Azure ADにアクセスできることを確認する必要があります。最初に何を設定する必要がありますか?
A.カスタムのロールベースのアクセス制御 (RBAQロール)
B. Azure ADアプリケーションプロキシ
C.アプリの登録
D.外部アイデンティティ
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 85
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。
https://www.fast2test.com/AZ-500-practice-test.html 61
有効な Fast2test AZ-500試験 PDF問題集 -新しい AZ-500本当の試験問題
contoso.comの診断設定を構成する必要があります。ソリューションは次の要件を満たす必要があります。
※ログは2年間保存します。
* Kustoクエリ言語を使用してログをクエリします。
*管理労力を最小限に抑えます。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


ログはどこに保存すればよいでしょうか?
A. Azureイベントハブ
B. Azureストレージアカウント
C. Azure Log Analyticsワークスペース
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 86
あなたの会社には、weylandindustries.comという名前の単一ドメインを持つ Active Directoryフォレストがあります。同じ名前の Azure
Active Directory (Azure AD)テナントもあります。
すべてのオンプレミス IDを Azure ADに同期すると、LABで始まる GivenName属性を持つユーザーは Azure ADへの同期を許可されない
ことが通知されます。

次のどのアクションを取る必要がありますか?
A.属性ベースのフィルタリングルールを作成するには、同期ルールエディタを使用する必要があります。
B.ファイアウォールで DNATルールを構成する必要があります。
C.ファイアウォールでネットワークトラフィックフィルタリングルールを構成する必要があります。
D. Active Directoryユーザーとコンピュータを利用して、属性ベースのフィルタリングルールを作成する必要があります。
Answer: A (メーッセージを残す)
同期ルールエディタを使用して、属性ベースのフィルタリングルールを作成します。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/hybrid/how-to-connect-sync-change-the-configuration

最新問題: 87
プラットフォーム保護要件を満たすには、Role1を作成する必要があります。
Role1のロール定義をどのように完了する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

説明

1) Microsoft.Compute/
2)ディスク
3) /subscrption/{subscriptionId}/resourceGroups/{リソースグループ ID}
Resource Group1のマネージドディスクの管理を委任するには、Role1という名前の新しいカスタム RBACロールを使用する必要がありま
す。役割 1は、リソースグループ 1に対してのみ使用可能である必要があります。

最新問題: 88
条件付きアクセスポリシーを実装しています。

ポリシーを構成して実装するには、既存の Azure Active Directory (Azure AD)リスクイベントとリスクレベルを評価する必要があります。
次のリスクイベントのリスクレベルを特定する必要があります。

認証情報が漏洩したユーザー

特殊な場所への旅行は不可能



不審なアクティビティのある IPアドレスからのサインイン
各リスクイベントについてどのレベルを特定する必要がありますか?答えるには、適切なレベルを正しいリスクイベントにドラッグしま
す。各レベルは 1回使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分
割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 89
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureストレージアカウントを作成します。
SQL1の監査を構成する必要があります。
監査ログの保存先として使用できるストレージアカウントと Log Analyticsワークスペースはどれですか?回答するには、回答領域で適切な
オプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

最新問題: 90
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信に対するアプリケーションセキュリティグループの影響を評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 91
ユーザーがアクセス権のないリソースにサインインしようとしているのではないかと考えられます。

過去 3日間に失敗したユーザーのサインイン試行を特定するには、Azure Log Analyticsクエリを作成する必要があります。結果には、サイン
イン試行が 5回以上失敗したユーザーのみが表示される必要があります。
クエリをどのように設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

次の例では、過去 1日に 5回以上ログインに失敗したユーザーアカウントと、最後にログインを試みた日時を特定します。
タイムフレーム = 1dとします。
セキュリティイベント

|ここで TimeGenerated > ago(1d)
|ここで、AccountType == 'User'および EventID == 4625 // 4625 -ログインに失敗しました
|アカウント別の failed_login_attempts=count()、latest_failed_login=arg_max(TimeGenerated, Account)の要約
|ここで、failed_login_attempts > 5
|プロジェクトアウェイアカウント1
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/log-query/examples



有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 92
次の図に示すように、Azureリソースの階層があります。

次の表に示す Azure Blueprints定義を作成します。

Blueprint1と Blueprint2をどのオブジェクトに割り当てることができますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


い。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 93
Azure ADアプリケーションの登録と同意の構成が IDとアクセスの要件を満たしていることを確認する必要があります。
Azureポータルでは何を使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/manage-apps/configure-user-consent

最新問題: 94
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

SQL1では透過的データ暗号化 (TDE)が無効になっています。
次の表に示すように、リソースグループにポリシーを割り当てます。

Azure Resource Manager (ARM)テンプレートを使用して Azure SQLデータベースをデプロイすることを計画しています。データベースは
次の表に示すように構成されます。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 95
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれます。

次の図に示すように、Review1という名前のアクセスレビューを構成します。



ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参考文献:



https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-how-to-start-security-review

最新問題: 96
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

SQL1では透過的データ暗号化 (TDE)が無効になっています。
次の表に示すように、リソースグループにポリシーを割り当てます。

Azure Resource Manager (ARM)テンプレートを使用して Azure SQLデータベースをデプロイすることを計画しています。データベースは
次の表に示すように構成されます。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 97
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
1つのサブネットを含む仮想ネットワークを作成します。サブネット上で、次の表に示す仮想マシンをプロビジョニングします。

現在、ネットワークセキュリティグループ (NSG)をプロビジョニングしていません。
次の要件を満たすためにネットワークセキュリティを実装する必要があります。



* VM3から VM4へのトラフィックのみを許可します。
*インターネットから VM1と VM2へのトラフィックのみを許可します。
* NSGとネットワークセキュリティルールの数を最小限に抑えます。
NSGとネットワークセキュリティルールはいくつ作成する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してく
ださい。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明

NSG: 1
ネットワークセキュリティルール: 3
注 2:セキュリティルールに複数のサービスタグまたはアプリケーショングループを指定することはできません。



参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-network/security-overview

最新問題: 98
Azureコンテナーインスタンスをデプロイする予定です。
クレジットカードを検証するコンテナ化されたアプリケーションがあります。アプリケーションは、アプリケーションコンテナと検証コン

テナの 2つのコンテナで構成されます。
アプリケーションコンテナは検証コンテナによって監視されます。検証コンテナは、アプリケーションコンテナにリクエストを送信し、ト

ランザクションごとに応答を待つことによってセキュリティチェックを実行します。

アプリケーションコンテナと検証コンテナが一緒にデプロイされるようにスケジュールされていることを確認する必要があります。コンテ

ナーは、外部に公開されていないポート上でのみ相互に通信する必要があります。

導入には何を含める必要がありますか?
A.アプリケーションセキュリティグループ
B.ネットワークセキュリティグループ (NSG)
C.管理グループ
D.コンテナグループ
Answer: (解答を表示する)
説明

Azure Container Instancesは、コンテナーグループを使用した単一ホストへの複数のコンテナーのデプロイをサポートしています。コンテ
ナーグループは、ログ記録、監視、またはサービスに 2番目の接続プロセスが必要なその他の構成用のアプリケーションサイドカーを構築
するときに役立ちます。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/container-instances/container-instances-container-groups

最新問題: 99
App1という名前のWebアプリと Vault1という名前の Azure Key Vaultを含む Azureサブスクリプションがあります。
Vault1にシークレットを保存してアクセスできるように App1を構成する必要があります。
App1をどのように構成すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/app-service/overview-managed-identity?tabs=dotnet

最新問題: 100
次の表に示す仮想ネットワークを含む Azureサブスクリプションがあります。



SpokeVNetSubnet0上の Azure仮想マシンは、オンプレミスネットワーク上のコンピューターと通信できます。
Azureファイアウォールを HubVNetにデプロイする予定です。
次の 2つのルーティングテーブルを作成します。
RT1: Azureファイアウォールのプライベート IPアドレスをネクストホップアドレスとして指すユーザー定義のルートが含まれます。
RT2: BGPルートの伝達を無効にし、Azureファイアウォールのプライベート IPアドレスをデフォルトゲートウェイとして定義します。
SpokeVNetSubnet0とオンプレミスネットワークの間は、Azureファイアウォールを通過します。
各ルートテーブルをどのサブネットに関連付ける必要がありますか?答えるには、適切なサブネットを正しいルートテーブルにドラッグし
ます。各サブネットは、1回だけ使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、
ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



最新問題: 101
contoso1812.onmicrosoft.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあり、次の表に示すユーザーが含まれています。

Label1という名前の Azure Information Protectionラベルを作成します。Label1の保護設定は、図に示すように構成されています。(「展示」タ

ブをクリックします。)

Label1は File1という名前のファイルに適用されます。
次の各ステートメントについて、ステートメントが trueの場合は [はい]を選択し、それ以外の場合は [いいえ]を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

最新問題: 102



10317806.onmicrosoft.comという名前の新しい Azure Active Directory (Azure AD)ディレクトリを作成する必要があります。
新しいディレクトリには、Azure Multi-Factor Authentication (MFA)を使用してサインインするように構成された user10317806という名前
のユーザーが含まれている必要があります。

Answer:
以下の説明を参照してください。

説明

新しい Azure ADテナントを作成するには:
1. Azure portalにアクセスし、Azureサブスクリプションを持つアカウントでサインインします。
2.プラスアイコン (+)を選択し、Azure Active Directoryを検索します。

3.「Azure Active Directory」を選択します。

4. [作成]を選択します。
5.組織名 (10317806)と初期ドメイン名 (10317806)を入力します。次に、「作成」を選択します。
これにより、という名前のディレクトリが作成されます

10317806.onmicrosoft.com。



6.ディレクトリの作成が完了したら、新しいディレクトリを管理するための情報ボックスを選択します。
ユーザーを作成するには:
1. Azure portalで、Azure Active Directoryフライアウトにいることを確認します。

そうでない場合は、左側のサービスナビゲーションから Azure Active Directoryアイコンを選択します。

2.「管理」で「ユーザー」を選択します。



3. [すべてのユーザー]を選択し、
4.ユーザーの名前とユーザー名 (user10317806)を入力します。完了したら、「作成」を選択します。
MFAを有効にするには:
1. Azure portalで、Azure Active Directoryフライアウトにいることを確認します。

そうでない場合は、左側のサービスナビゲーションから Azure Active Directoryアイコンを選択します。

2.「管理」で「ユーザー」を選択します。



3. [多要素認証]をクリックします。
4.ユーザー名の横にあるチェックボックスをオンにして、
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/power-bi/developer/create-an-azure-active-directory-tenant

最新問題: 103
Azure仮想マシンのデプロイに使用する Azure Resource Managerテンプレートがあります。仮想マシンのインスタンスがプロビジョニン
グされるときに、未使用のWindows機能を自動的に無効にする必要があります。
何を使えばいいのでしょうか？

A. Microsoft Intuneのデバイス構成ポリシー
B. Azure Desired State Configuration (DSC)仮想マシン拡張機能
C. Azure Security Centerのセキュリティポリシー
D. Azureロジックアプリ
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

Azure Automation State Configurationを使用して、Azure VM (クラシックマネージャーとリソースマネージャーの両方)、オンプレミス
VM、Linuxマシン、AWS VM、オンプレミスの物理マシンを管理できます。
注: Azure Automation State Configurationは、Windows機能 DSCサービスと同様の DSCプルサーバーを提供するため、ターゲットノード
は自動的に構成を受信し、望ましい状態に準拠し、その準拠状況をレポートします。Azure Automationに組み込まれたプルサーバーにより、
独自のプルサーバーをセットアップして維持する必要がなくなります。Azure Automationは、クラウドまたはオンプレミスの仮想または物
理Windowsマシンまたは Linuxマシンをターゲットにできます。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/automation/automation-dsc-getting-started

最新問題: 104
Debbieという名前のユーザーは、モバイルデバイスに Azureアプリをインストールしています。
リソースロックが削除されたときに debbie@contoso.comにアラートが送信されるようにする必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Azure Monitorでアラートルールを構成する必要があります。
検索ボックスに「モニター」と入力し、検索結果から「モニター」を選択します。

「アラート」をクリックします。

[+新しいアラートルール]をクリックします。
「スコープ」セクションで、「リソースの選択」リンクをクリックします。

[リソースの種類でフィルター]ボックスに「locks」と入力し、フィルターされた結果から [管理ロック (ロック)]を選択します。
サブスクリプションを選択し、「完了」ボタンをクリックします。

「条件」セクションで、「条件の選択」リンクをクリックします。

「管理ロックの削除」条件を選択し、「完了」ボタンをクリックします。

[アクショングループ]セクションで、[アクショングループの選択]リンクをクリックします。
[アクショングループの作成]ボタンをクリックして、新しいアクショングループを作成します。
グループに「Debbie Mobile App」などの名前を付けて (試験用に入力する名前は関係ありません)、「次へ:通知 >」ボタンをクリックします。
[通知の種類]ボックスで、[電子メール/SMSメッセージ/プッシュ/音声]オプションを選択します。
[電子メール/SMSメッセージ/プッシュ/音声]ウィンドウで、[Azureアプリのプッシュ通知]チェックボックスをオンにし、Azureアカウント
の電子メールフィールドに debbie@contoso.comと入力します。
「OK」ボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。
A. [レビューと作成]ボタンをクリックし、次に [作成]ボタンをクリックしてアクショングループを作成します。
B. [アラートルールの作成]ボタンをクリックしてアラートルールを作成します。
C. [アラートルールの作成]ウィンドウに戻り、[アラートルールの詳細]セクションで、[アラートルール名]フィールドに「管理ロックの削

除」などの名前を入力します。

D.通知名ボックスに「Debbie Mobile App」などの名前を入力します。
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 105
次のリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。
Subnet1と Subnet2という 2つのサブネットを含む VNET1という名前の仮想ネットワーク。
プライベート IPアドレスのみを持ち、Subnet1に接続する VM1という名前の仮想マシン。
インターネットから VM1へのリモートデスクトップ接続を確立できることを確認する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

最新問題: 106
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

Azure Security Centerから、自動プロビジョニングを有効にします。
次の表に示す仮想マシンをデプロイします。

Log Analyticsエージェントはどの仮想マシンにインストールされていますか?
A. VM3のみ
B. VM1と VM3のみ
C. VM3および VM4のみ
D. VM1、VM2、VM3、および VM4



Answer: D (メーッセージを残す)
説明

自動プロビジョニングがオンになっている場合、Security Centerは、サポートされているすべての Azure VMと新しく作成された Azure VM
に Log Analyticsエージェントをプロビジョニングします。
サポートされているオペレーティングシステムには、Ubuntu 14.04 LTS (x86/x64)、16.04 LTS (x86/x64)、および 18.04 LTS (x64)および
Windows Server 2008 R2、2012、2012 R2、2016、バージョン 1709および 1803が含まれます。
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-enable-data-collection

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 107
Microsoft Antimalware for Virtual Machinesを使用して web11597200がマルウェアから保護されており、毎週金曜日の 01:00にスキャンさ
れていることを確認する必要があります。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Answer:
web11597200という名前の仮想マシンに Microsoft Antimalware拡張機能をインストールして構成する必要があります。
Azure portalで、検索ボックスに「仮想マシン」と入力し、検索結果から [仮想マシン]を選択してから、web11597200を選択します。または、
左側のナビゲーションペインで [仮想マシン]を参照します。
web11597200のプロパティで、[拡張機能]をクリックします。
「追加」ボタンをクリックして拡張機能を追加します。

拡張機能のリストを下にスクロールし、「Microsoft Antimalware」を選択します。

「作成」ボタンをクリックします。これにより、Microsoft Antimalware Extensionの設定ペインが開きます。
[スキャン日]フィールドで、金曜日を選択します。
「スキャン時間」フィールドに「60」と入力します。スキャン時間は午前 0時からの分単位で測定されるため、60は 01:00、120は 02:00などに

なります。

[OK]ボタンをクリックして構成を保存し、拡張機能をインストールします。

最新問題: 108
次の表に示す Azure Log Analyticsワークスペースを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す仮想マシンを作成します。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Azure Sentinelを使用して、仮想マシン上のWindows Defenderファイアウォールを監視する予定です。
Azure Sentinelに接続できる仮想マシンはどれですか?
A. VM1と VM2のみ
B. VM1、VM2、VM3、VM4
C. VM1のみ
D. VM1と VM3のみ
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 109
次の表に示す Azure Information Protection条件があります。

Azure Information Protectionがファイルにどのようにラベルを付けるかを特定する必要があります。
何を識別する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/information-protection/configure-policy-classification

最新問題: 110
次の表に示す Azure仮想ネットワークがあります。

次の表に示す Azure仮想マシンがあります。

すべての仮想マシンのファイアウォールは pingトラフィックを許可します。
NSG1は次の図に示すように構成されています。
インバウンドセキュリティルール



アウトバウンドセキュリティルール

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

Explanation:



最新問題: 111
次の表に示す仮想ネットワークを含む Azureサブスクリプションがあります。

SpokeVNetSubnet0上の Azure仮想マシンは、オンプレミスネットワーク上のコンピューターと通信できます。
Azureファイアウォールを HubVNetにデプロイする予定です。
次の 2つのルーティングテーブルを作成します。
* RT1: Azureファイアウォールのプライベート IPアドレスをネクストホップアドレスとして指すユーザー定義のルートが含まれます
* RT2: BGPルートの伝達を無効にし、Azureファイアウォールのプライベート IPアドレスをデフォルトゲートウェイとして定義します。
SpokeVNetSubnet0とオンプレミスネットワーク間のトラフィックが Azureファイアウォールを通過することを確認する必要があります。
各ルートテーブルをどのサブネットに関連付ける必要がありますか?答えるには、適切なサブネットを正しいルートテーブルにドラッグし
ます。各サブネットは、1回だけ使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、
ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 112
Azure Security Centerから、Registry1内のイメージの Azure Container Registry脆弱性スキャンを有効にします。
次のアクションを実行します。

* Image1という名前のWindowsイメージを Registry1にプッシュします。
* Image2という名前の Linuxイメージを Registry1にプッシュします。
* Image3という名前のWindowsイメージを Registry1にプッシュします。
* Image1を変更し、新しいイメージを Image4として Registry1にプッシュします。
* Image2を変更し、新しいイメージを Image5として Registry1にプッシュします。
どの 2つのイメージの脆弱性がスキャンされますか?それぞれの正解は完全な解決策を示します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A.画像4
https://www.fast2test.com/AZ-500-practice-test.html 46
有効な Fast2test AZ-500試験 PDF問題集 -新しい AZ-500本当の試験問題
B.画像2
C.画像1
D.画像3
E.画像5
Answer: (解答を表示する)
Linuxイメージのみがスキャンされます。Windowsイメージはスキャンされません。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/azure-container-registry-integration

最新問題: 113
次の表に示す Azure仮想ネットワークがあります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


次の表に示す Azure仮想マシンがあります。

すべての仮想マシンのファイアウォールは pingトラフィックを許可します。
NSG1は次の図に示すように構成されています。
インバウンドセキュリティルール

アウトバウンドセキュリティルール

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 114
3つの Azureサブスクリプションと User1という名前のユーザーがあります。
User1に、3つのサブスクリプションすべてにわたるリソースのコストを管理および表示する機能を提供する必要があります。ソリューショ
ンでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

注:回答の選択肢は複数の順序で正解です。選択した正しい注文に対してクレジットを受け取ります。

Answer:



説明

最新問題: 115
User2が現在の状態で変更および削除できる Sub1の仮想ネットワークはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択し
てください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/resource-group-lock-resources

最新問題: 116
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureポリシーを作成します。

次の表に示すリソースロックを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

Explanation:
1.)次のスコープがロックされているため、書き込み操作を実行できません:

「subscriptions/xxxx/resourceGroups/xxx」ロックを解除して、もう一度お試しください。
2.)読み取り専用ロックを持つリソースグループに VMを作成すると、エラーが表示されます。
「選択されたリソースグループは読み取り専用です」

3.)読み取り専用ロックのため、マシンの起動後にロックが追加されると、仮想マシンは起動または停止できません。(このユースケースの一
部ではありませんが、知っておくと良いでしょう。

回答で参照されている記事は、ブループリントに範囲が限定されているため、異なると述べています。

[リソースのロック]ページには、VMの起動に関して次のことが記載されています。
「仮想マシンを含むリソースグループに対する読み取り専用ロックにより、すべてのユーザーが仮想マシンを起動または再起動できなくな

ります。これらの操作には POSTリクエストが必要です。」
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/management/lock-resources

最新問題: 117
一連の Azure仮想マシンへのジャストインタイム (JIT) VMアクセスを構成しています。
JIT VMアクセスを使用して、仮想マシンへの PowerShellアクセスをユーザーに許可する必要があります。
何を設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 118
Azureコンテナーインスタンスをデプロイする予定です。
クレジットカードを検証するコンテナ化されたアプリケーションがあります。アプリケーションは、アプリケーションコンテナと検証コン

テナの 2つのコンテナで構成されます。
アプリケーションコンテナは検証コンテナによって監視されます。検証コンテナは、アプリケーションコンテナにリクエストを送信し、ト

ランザクションごとに応答を待つことによってセキュリティチェックを実行します。

アプリケーションコンテナと検証コンテナが一緒にデプロイされるようにスケジュールされていることを確認する必要があります。コンテ

ナーは、外部に公開されていないポート上でのみ相互に通信する必要があります。

導入には何を含める必要がありますか?
A.アプリケーションセキュリティグループ
B.ネットワークセキュリティグループ (NSG)
C.管理グループ
D.コンテナグループ
Answer: D (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
Explanation:
Azure Container Instancesは、コンテナーグループを使用した単一ホストへの複数のコンテナーのデプロイをサポートしています。コンテ
ナーグループは、ログ記録、監視、またはサービスに 2番目の接続プロセスが必要なその他の構成用のアプリケーションサイドカーを構築
するときに役立ちます。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/container-instances/container-instances-container-groups

最新問題: 119
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Azure Sentinelワークスペースを含む Azureサブスクリプションがあります。
Azure Sentinelは、複数の Azureワークロードからログを取り込むように構成されています。インシデントの管理には、サードパーティの
サービス管理プラットフォームが使用されます。

次の要件を満たすように構成する Azure Sentinelコンポーネントを特定する必要があります。
Azure Sentinelが脅威を特定したら、インシデントを作成する必要があります。
Azure Sentinelでインシデントが作成されるとき、チケットはサービス管理プラットフォームに記録される必要があります。
各要件に対してどのコンポーネントを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/create-incidents-from-alerts
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/tutorial-respond-threats-playbook

最新問題: 120
プラットフォーム保護要件を満たすには、Role1を作成する必要があります。
Role1のロール定義をどのように完了する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:



最新問題: 121
OU2と User1に対して計画された変更を実行する必要があります。
どのツールを使用する必要がありますか?答えるには、適切なツールを正しいリソースにドラッグします。各ツールは 1回使用することも、
複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロー

ルする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

テーブルの説明が自動的に生成される

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 122
LAW1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Windows Server 2016を実行し、LAW1に登録されている 500台の Azure仮想マシンがあります。
システム更新評価ソリューションを LAW1に追加する予定です。
システム更新評価関連のログが 100台の仮想マシンのみから LAW1にアップロードされるようにする必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/insights/solution-targeting

最新問題: 123
ユーザーが VM0にアクセスできることを確認する必要があります。ソリューションはプラットフォームの保護要件を満たしている必要があ
ります。



あなたは何をするべきか？

A. VM0を Subnet1に移動します。
B.ファイアウォールで、ネットワークトラフィックフィルタリングルールを構成します。
C. RT1を AzureFirewallSubnetに割り当てます。
D.ファイアウォールで DNATルールを構成します。
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/firewall/tutorial-firewall-dnat
トピック 1、Litware, Inc
これはケーススタディです。ケーススタディは個別に時間が設定されるわけではありません。各ケースを完了したいだけ試験時間を費やすこ

とができます。ただし、この試験には追加のケーススタディやセクションが存在する場合があります。この試験に含まれるすべての質問を指

定された時間内に完了できるように時間を管理する必要があります。

ケーススタディに含まれる質問に答えるには、ケーススタディで提供される情報を参照する必要があります。ケーススタディには、ケース

スタディで説明されているシナリオに関する詳細情報を提供する展示やその他のリソースが含まれる場合があります。このケーススタディ

に関する各質問は、他の質問から独立しています。

このケーススタディの最後に、レビュー画面が表示されます。この画面では、試験の次のセクションに進む前に、回答を確認し、変更を加える

ことができます。新しいセクションを開始した後は、このセクションに戻ることはできません。

ケーススタディを開始するには

このケーススタディに関する最初の質問を表示するには、「次へ」ボタンをクリックします。質問に答える前に、左側のペインのボタンを使用

してケーススタディの内容を調べてください。これらのボタンをクリックすると、ビジネス要件、既存の環境、問題の説明などの情報が表示

されます。ケーススタディに [すべての情報]タブがある場合、表示される情報は後続のタブに表示される情報と同じであることに注意して
ください。質問に答える準備ができたら、「質問」ボタンをクリックして質問に戻ります。

概要

Litware, Inc.は、シカゴ地域に 500人の従業員、サンフランシスコ地域に 20人の従業員を抱えるデジタルメディア企業です。
既存の環境

Litwareには、Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあり、サブスクリプション IDは次のとおりです。
43894a43-17c2-4a39-8cfc-3540c2653ef4。
Sub1は、litwareinc.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられています。テナントには、すべての Litware
従業員とそのデバイスのユーザーオブジェクトとデバイスオブジェクトが含まれています。各ユーザーには Azure AD Premium P2ライセ
ンスが割り当てられます。Azure AD Privileged Identity Management (PIM)がアクティブ化されています。
テナントには、次の表に示すグループが含まれています。

Azureサブスクリプションには、次の表に示すオブジェクトが含まれています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Azure Security Centerは無料レベルに設定されています。
計画された変更

Litwareは、次の表に示す Azureリソースをデプロイすることを計画しています。

Litwareは、次の IDおよびアクセス要件を特定します。
*すべてのサンフランシスコユーザーとそのデバイスは Group1のメンバーである必要があります。
* Group2のメンバーには、永続的な適格な割り当てを使用して、リソースグループ 2への共同作成者ロールを割り当てる必要があります。
*ユーザーが Azure ADにアプリケーションを登録したり、アプリケーションに同意したりできないようにする必要があります
*ユーザーに代わって企業情報にアクセスします。
プラットフォームの保護要件

Litwareは、次のプラットフォーム保護要件を特定します。
* Microsoft Antimalwareは、リソースグループ 1の仮想マシンにインストールする必要があります。
* Group2のメンバーには、Azure Kubernetes Service Cluster Adminロールが割り当てられている必要があります。
* Azure ADユーザーは、Azure AD資格情報を使用して AKS1に対して認証する必要があります。
*計画された変更の実装後、ITチームは JIT VMアクセスを使用して VM0に接続できる必要があります。



* Resource Group1のマネージドディスクの管理を委任するには、Role1という名前の新しいカスタム RBACロールを使用する必要があり
ます。役割 1は、リソースグループ 1に対してのみ使用可能である必要があります。
セキュリティ運用要件

Litwareは、Azure Security Centerでオペレーティングシステムのセキュリティ構成をカスタマイズできる必要があります。

最新問題: 124
次の表に示す Azure仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

Profile1という名前の MDMセキュリティベースラインプロファイルを作成します。
Profile1を適用できる仮想マシンを特定する必要があります。
どの仮想マシンを識別する必要がありますか?
A. VM1のみ
B. VM1、VM2、VM3のみ
C. VM1と VM3のみ
D. VM1、VM2、VM3、および VM4
Answer: A (メーッセージを残す)
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/mem/intune/protect/security-baselines

最新問題: 125
Homepageという名前の Azure SQLデータベースの毎週のバックアップを構成する必要があります。バックアップは 8週間保持する必要が
あります。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Answer:
Azure SQLデータベースのバックアップポリシーを構成する必要があります。
Azure portalで、検索ボックスに「Azure SQL Database」と入力し、検索結果から [Azure SQL Database]を選択し、[ホームページ]を選択し

ます。または、左側のナビゲーションウィンドウで Azure SQL Databaseを参照します。
ホームページデータベースをホストしているサーバーを選択し、[バックアップの管理]をクリックします。
「ポリシーの構成」をクリックします。

[毎週のバックアップ]オプションにチェックが入っていることを確認します。
[毎週のバックアップをどのくらいの期間保持しますか]オプションを 8週間に設定します。
「適用」をクリックして変更を保存します。
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最新問題: 126
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Azure Security Centerを使用して、3つの Azureサブスクリプションの一元的なポリシー管理を行います。
サブスクリプションのセキュリティを管理するには、いくつかのポリシー定義を使用します。

ポリシー定義を 3つのサブスクリプションすべてにグループとして展開する必要があります。
解決策:リソースグループを範囲とするポリシーイニシアチブと割り当てを作成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
https://www.fast2test.com/AZ-500-practice-test.html 69
有効な Fast2test AZ-500試験 PDF問題集 -新しい AZ-500本当の試験問題
Answer: B (メーッセージを残す)
代わりに管理グループを使用してください。

Microsoft Azureの管理グループは、複数の Azureサブスクリプションに同時にガバナンスポリシーを適用する必要があるという問題を解決
します。

参照：

https://4sysops.com/archives/apply-governance-policy-to-multiple-azure-subscriptions-with-management-groups/

最新問題: 127
Vault1という名前の Azure Key Vaultを含む Azureサブスクリプションがあります。
2019年 1月 1日、Vault1には次のシークレットが保存されます。
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アプリケーションで使用できる各シークレットはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/azurerm.keyvault/set-azurekeyvaultsecretattribute

最新問題: 128
シミュレーション

管理者が Azure Resource Managerテンプレートを使用してリソースをデプロイするときに、そのデプロイメントが KV11597200という名
前の Azure Key Vault内のシークレットにアクセスできることを確認する必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
A.キーコンテナーの高度なアクセスポリシーでオプションを構成する必要があります。
* Azure portalで、検索ボックスに「Azure Key Vault」と入力し、検索結果から [Azure Key Vault]を選択して、KV11597200という名前のキー

コンテナーを選択します。

*キーコンテナーのプロパティで、[高度なアクセスポリシー]をクリックします。
*テンプレートのデプロイのために Azure Resource Managerへのアクセスを有効にするというチェックボックスをオンにします。
* [保存]をクリックして変更を保存します。
B.キーコンテナーの高度なアクセスポリシーでオプションを構成する必要があります。
* Azure portalで、検索ボックスに「Azure Key Vault」と入力し、検索結果から [Azure Key Vault]を選択して、KV11597200という名前のキー

コンテナーを選択します。または、左側のナビゲーションウィンドウで Azure Key Vaultを参照します。
*キーコンテナーのプロパティで、[高度なアクセスポリシー]をクリックします。
*テンプレートのデプロイのために Azure Resource Managerへのアクセスを有効にするというチェックボックスをオンにします。
* [保存]をクリックして変更を保存します。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 129
VNET1と VNET2という名前の 2つの Azure仮想ネットワークのネットワーク接続を構成しています。
次の要件を満たすために、仮想ネットワークに VPNゲートウェイを実装する必要があります。
* VNET1には、BGPを使用する 6つのサイト間接続が必要です。
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* VNET2には、BGPを使用する 12のサイト間接続が必要です。
*コストは最小限に抑える必要があります。
各仮想ネットワークにはどの VPNゲートウェイ SKI)を使用する必要がありますか?回答するには、適切な SKUを正しいネットワークにド
ラッグします。各 SKUは、1回だけ使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するに
は、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります

Answer:

説明

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/vpn-gateway/vpn-gateway-about-vpngateways#gwsku

最新問題: 130
ContosoKey1という名前の Azure Key Vaultを含む Azureサブスクリプションがあります。
次の表に示すように、ユーザーを作成し、ロールを割り当てます。

どのユーザーが次のアクションを実行できるかを特定する必要があります。

* ContsosKey1の権限を委任します。
* ContosoKey1へのネットワークアクセスを構成します。
どのユーザーを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明



参照：

https://docs.microsoft.com/en-gb/azure/key-vault/general/rbac-guide

最新問題: 131
Azure Key Vaultを作成する必要があります。このソリューションでは、キーコンテナーから削除されたオブジェクトが 90日間保持される
ようにする必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/azurerm.keyvault/new-azurermkeyvault

最新問題: 132
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Sub1には、Windows Server 2016を実行する VM1という名前の Azure仮想マ
シンが含まれています。

Azure Disk Encryptionを使用して VM1ディスクを暗号化する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-machines/windows/encrypt-disks

最新問題: 133
Azureサブスクリプションをお持ちです。サブスクリプションには、Windows Server 2016を実行する Azure仮想マシンが含まれています。
各仮想マシンにカスタムのマルウェア対策仮想マシン拡張機能がインストールされていることを確認するポリシーを実装する必要がありま

す。

ポリシーをどのように完了する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:



参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/concepts/Effects

最新問題: 134
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた Sub1という名前の Azureサブスクリプションが
あります。

次の表に示すリソースで構成されるアプリケーションを実装する予定です。

ユーザーは、Azure ADユーザーアカウントを使用して認証し、リソーストークンを使用して Cosmos DBアカウントにアクセスします。
どのタスクが CosmosDB1とWebApp1に実装されるかを特定する必要があります。
各リソースに対してどのタスクを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/xamarin/xamarin-forms/data-cloud/cosmosdb/authentication

最新問題: 135
20の Azureサブスクリプションと、Group1という名前のセキュリティグループがあります。サブスクリプションはルート管理グループの
子です。

各サブスクリプションには、RG1という名前のリソースグループが含まれています。
各サブスクリプションについて、RG1が次の要件を満たしていることを確認する必要があります。
* Group1のメンバーには、所有者の役割が割り当てられます。
※RG1に対する権限の変更は禁止されています。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

最新問題: 136
cont1という名前の BLOBコンテナーを含む Azureサブスクリプションがあります。Cont1には、次の図に示すアクセスポリシーがありま
す。



ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

Answer:



有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 137
次の表に示すリソースグループを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

次の例に示す Azure Policy定義を作成します。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


ポリシーを Sub1に割り当てます。
次の表に示すリソースを作成する予定です。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 138
Contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられている、Sub 1という名前の Azureサブスクリプ
ションがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれます。



各ユーザーには Azure AD Premium ?2ライセンスが割り当てられます。
オンボードを計画し、Azure AD ID Protectionを構成します。
Azure AD Identity Protectionをオンボードし、ユーザーを修復し、ポリシーを構成できるのはどのユーザーですか?回答するには、回答領域
で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります

Answer:

説明



最新問題: 139
次の表に示すリソースが含まれる Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

次のリソースを含む Subscription2という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Azure Sentinelワークスペース
Azure Event Gridインスタンス
CEFメッセージを NVAから Azure Sentinelに取り込む必要があります。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 140
LAW1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。



Windows Server 2016を実行し、LAW1に登録されている 500台の Azure仮想マシンがあります。
システム更新評価ソリューションを LAW1に追加する予定です。
システム更新評価関連のログが 100台の仮想マシンのみから LAW1にアップロードされるようにする必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/insights/solution-targeting

最新問題: 141
1つの Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされた 5つの Azureサブスクリプションがあります。
SecurityPolicyInitiative1という名前の Azure Policyイニシアチブを作成します。



すべての新しいリソースグループでどの標準的な役割の割り当てを構成する必要があるかを特定します。

新しいリソースグループの作成時に、SecurityPolicyInitiative1とロールの割り当てを適用する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

1 - A zure Blueprints定義を作成します。
2 - Azure Blueprintsバージョンを公開する
3 - Azureブループリントを割り当てます。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/blueprints/create-blueprint-portal
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-australia/azure-policy

最新問題: 142
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。



次の表に示す Azureポリシーを作成します。

次の表に示すリソースロックを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明

いいえ

いいえ
いいえ



1.)次のスコープがロックされているため、書き込み操作を実行できません:

「subscriptions/xxxx/resourceGroups/xxx」ロックを解除して、もう一度お試しください。
2.)読み取り専用ロックを持つリソースグループに VMを作成すると、エラーが表示されます。
「選択されたリソースグループは読み取り専用です」

3.)読み取り専用ロックのため、マシンの起動後にロックが追加されると、仮想マシンは起動または停止できません。(このユースケースの一
部ではありませんが、知っておくと良いでしょう。

回答で参照されている記事は、ブループリントに範囲が限定されているため、異なると述べています。

[リソースのロック]ページには、VMの起動に関して次のことが記載されています。
「仮想マシンを含むリソースグループに対する読み取り専用ロックにより、すべてのユーザーが仮想マシンを起動または再起動できなくな

ります。これらの操作には POSTリクエストが必要です。」
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/management/lock-resources

最新問題: 143
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。
contoso.comの診断設定を構成する必要があります。ソリューションは次の要件を満たす必要があります。
* loqを 2年間保持します。
* Kustoクエリ言語を使用してログをクエリする
*管理労力を最小限に抑えます。
ログはどこに保存すればよいでしょうか?
A. Azure Log Analyticsワークスペース
B. Azureイベントハブ
C. Azureストレージアカウント
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/log-query/get-started-queries

最新問題: 144
100台の仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。Azure Diagnosticsはすべての仮想マシンで有効になっています。
サブスクリプションで Azureサービスの監視を計画しています。
次の詳細を取得する必要があります。

* 3週間前に仮想マシンを削除したユーザーを特定します。
* Windows Server 2016を実行する仮想マシンのセキュリティイベントをクエリします。
Azure Monitorでは何を使用する必要がありますか?回答するには、適切な構成設定を正しい詳細にドラッグします。各構成設定は、1回だけ
使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグ

するか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

Explanation:
ボックス 1:アクティビティログ
Azureアクティビティログは、サブスクリプション内のリソースに対して実行された操作に関する洞察を提供します。アクティビティログ
は、サブスクリプションのコントロールプレーンイベントを報告するため、以前は「監査ログ」または「操作ログ」と呼ばれていました。

アクティビティログは、書き込み操作 (つまり、PUT、POST、または DELETE)を「何を、誰が、いつ」行ったかを判断するのに役立ちます。
ボックス 2:ログ
ログ統合は、Windows仮想マシン、Azureアクティビティログ、Azure Security Centerアラート、および Azureリソースプロバイダーログ
から Azure診断を収集します。この統合により、オンプレミスかクラウドかに関係なく、すべての資産に統合されたダッシュボードが提供さ
れるため、セキュリティイベントの集計、関連付け、分析、アラートを行うことができます。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-log-audit

最新問題: 145
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Azure Security Centerには、Play1という名前のセキュリティプレイブックがあります。Play1は、User1という名前のユーザーに電子メー
ルメッセージを送信するように構成されています。

Alertsという名前の配布グループに電子メールメッセージを送信するには、Play1を変更する必要があります。
Play1を変更するには何を使用する必要がありますか?
A. Azure DevOps



B. Azure Application Insights
C. Azureモニター
D. Azure Logic Appsデザイナー
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

Security Centerで既存のプレイブックを変更して、アクションまたは条件を追加できます。これを行うには、[プレイブック]タブで変更する
プレイブックの名前をクリックするだけで、ロジックアプリデザイナーが開きます。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-playbooks

最新問題: 146
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

IPアドレス 10.1.0.4が VM5に割り当てられます。VM5にはパブリック IPアドレスがありません。
VM5には、次の図に示すように構成されたジャストインタイム (JIT) VMアクセスがあります。

VM5の JIT VMアクセスを有効にします。
NSG1には、次の図に示す受信ルールがあります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 147
あなたは、次の表に示すオフィスを持つ Contoso, Ltd.という会社で働いています。

Contosoには、contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。すべての contoso.comユーザーは Azure
Multi-Factor Authentication (MFA)を有効にしています。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれます。



contoso.comの多要素設定は、次のように構成されています。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 148
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

テナントには、次の表に示す名前付きの場所が含まれています。

次の表に示すように、App1という名前のクラウドアプリの条件付きアクセスポリシーを作成します。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明

最新問題: 149



Wen App App1と Vault1という名前の Azure Key Vaultを含む Azureサブスクリプションがあります。
Vault1にシークレットを保存してアクセスできるように App1を構成する必要があります。
App1をどのように構成すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 150
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

テナントには、次の表に示す名前付きの場所が含まれています。

次の表に示すように、App1という名前のクラウドアプリの条件付きアクセスポリシーを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

最新問題: 151
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。



Subnet1と Subnet2には Microsoft.Storageサービスエンドポイントが構成されています。
storageacc1という名前の Azureストレージアカウントがあり、次のように構成されています。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-gb/azure/storage/common/storage-network-security

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 152
次の表に示す Azure仮想マシンがあります。

米国東部リージョンの RG1に Analytics1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを作成します。
どの仮想マシンを Analytics1に登録できますか?
A. VM1のみ
B. VM1、VM2、VM3のみ
C. VM1、VM2、VM3、VM4
D. VM1と VM4のみ
Answer: A (メーッセージを残す)
注:ワークスペースを作成する
* Azure portalで、[すべてのサービス]をクリックします。リソースのリストに「Log Analytics」と入力します。入力を開始すると、入力に基づ

いてリストがフィルター処理されます。[ログ分析]を選択します。
* [作成]をクリックし、次の項目の選択肢を選択します。
新しい Log Analyticsワークスペースの名前を指定します (DefaultLAWorkspaceなど)。OMSワークスペースは、Log Analyticsワークスペー
スと呼ばれるようになりました。

選択されているデフォルトが適切でない場合は、ドロップダウンリストから選択してリンク先のサブスクリプションを選択します。

[リソースグループ]には、1つ以上の Azure仮想マシンを含む既存のリソースグループを選択します。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


VMがデプロイされる場所を選択します。詳細については、「Log Analyticsがどのリージョンであるか」を参照してください。
https://www.fast2test.com/AZ-500-practice-test.html 47
有効な Fast2test AZ-500試験 PDF問題集 -新しい AZ-500本当の試験問題
で利用可能です。

不正解:
B、C: Log Analyticsワークスペースは、データストレージの地理的な場所を提供します。VM2と VM3は別の場所にあります。
D: VM4は別のリソースグループです。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/manage-access

最新問題: 153
Group1の IDとアクセスの要件を満たす必要があります。
あなたは何をするべきか？

A. Group1にメンバーシップルールを追加します。
B.グループ1を削除します。グループタイプが Office 365である Group1という名前の新しいグループを作成します。ユーザーとデバイス
をグループに追加します。

C. Group1のメンバーシップルールを変更します。
D. Group1のメンバーシップタイプを [割り当て済み]に変更します。動的メンバーシップを持つ 2つのグループを作成します。
新しいグループを Group1に追加します。
Answer: (解答を表示する)
不正解:
A、C:デバイスまたはユーザーの動的グループを作成できますが、ユーザーとデバイスの両方を含むルールを作成することはできません。
D:割り当てられたグループについては、個別のメンバーのみを追加できます。
シナリオ：

Litwareは、次の IDおよびアクセス要件を特定します。すべてのサンフランシスコユーザーとそのデバイスは、Group1のメンバーである必
要があります。

テナントには現在次のグループが含まれています:

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/users-groups-roles/groups-dynamic-membership
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/fundamentals/active-directory-groups-create-azure-portal IDとアクセスの管理
Testlet 2のケーススタディこれはケーススタディです。ケーススタディは個別に時間が設定されるわけではありません。各ケースを完了し
たいだけ試験時間を費やすことができます。ただし、この試験には追加のケーススタディやセクションが存在する場合があります。この試験

に含まれるすべての質問を指定された時間内に完了できるように時間を管理する必要があります。
ケーススタディに含まれる質問に答えるには、ケーススタディで提供される情報を参照する必要があります。ケーススタディには、ケース

スタディで説明されているシナリオに関する詳細情報を提供する展示やその他のリソースが含まれる場合があります。このケーススタディ

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


では、各質問は他の質問から独立しています。

このケーススタディの最後に、レビュー画面が表示されます。この画面では、試験の次のセクションに進む前に、回答を確認し、変更を加える

ことができます。新しいセクションを開始した後は、このセクションに戻ることはできません。

ケーススタディを開始するには

このケーススタディの最初の質問を表示するには、「次へ」ボタンをクリックします。質問に答える前に、左側のペインのボタンを使用して

ケーススタディの内容を調べてください。これらのボタンをクリックすると、ビジネス要件、既存の環境、問題の説明などの情報が表示され

ます。ケーススタディに [すべての情報]タブがある場合、表示される情報は後続のタブに表示される情報と同じであることに注意してくだ
さい。質問に答える準備ができたら、「質問」ボタンをクリックして質問に戻ります。

概要

Contoso, Ltd.は、モントリオールに本社を置き、シアトルとニューヨークに 2つの支社を構えるコンサルティング会社です。
同社はサーバーインフラストラクチャ全体を Azureでホストしています。
Contosoには、Sub1と Sub2という名前の 2つの Azureサブスクリプションがあります。どちらのサブスクリプションも、contoso.comと
いう名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられています。
既存の環境

Azure AD
Contoso.comには、次の表に示すユーザーが含まれています。

Contoso.comには、次の表に示すセキュリティグループが含まれています。

サブ1
Sub1には、RG1、RG2、RG3、RG4、RG5、および RG6という名前の 6つのリソースグループが含まれています。
User9は、次の表に示す仮想ネットワークを作成します。



Sub1には、次の表に示すロックが含まれています。

Sub1には、次の表に示す Azureポリシーが含まれています。

サブ2
Sub2には、次の表に示す仮想ネットワークが含まれます。

Sub2には、次の表に示す仮想マシンが含まれています。

すべての仮想マシンにはパブリック IPアドレスがあり、Webサーバー (IIS)の役割がインストールされています。各仮想マシンのファイア
ウォールでは、pingリクエストとWebリクエストが許可されます。
Sub2には、次の表に示すネットワークセキュリティグループ (NSG)が含まれています。



NSG1には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

NSG2には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

NSG3には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

NSG4には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

NSG1、NSG2、NSG3、および NSG4には、次の表に示す送信セキュリティルールがあります。

技術的要件

Contosoは次の技術要件を特定します。
* Azure Firewallを Sub2の VNetwork1にデプロイします。
* App2という名前のアプリケーションを contoso.comに登録します。



*可能な限り、最小特権の原則を使用してください。
* contoso.comに対して Azure AD Privileged Identity Management (PIM)を有効にします。

最新問題: 154
必要に応じて、次のログイン資格情報を使用します。

ユーザー名を入力するには、[サインイン]ボックスにカーソルを置き、下のユーザー名をクリックします。
パスワードを入力するには、「パスワードの入力」ボックスにカーソルを置き、下のパスワードをクリックします。

Azureユーザー名: User1-10598168@ExamUsers.com
Azureパスワード: Ag1Bh9!#Bd
次の情報は、テクニカルサポートのみを目的としています。

ラボインスタンス: 10598168





VM1という名前の仮想マシンの平均 CPU使用率が 15分間で 70%を超えた場合は、admin1@contoso.comという名前のユーザーにアラー
トを電子メールで送信する必要があります。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Answer:
以下の説明を参照してください。

説明

Azure portalを使用してメトリックに対するアラートルールを作成する
1.ポータルで、監視対象のリソース (ここでは VM1)を見つけて選択します。
2. [監視]セクションで [アラート (クラシック)]を選択します。テキストとアイコンはリソースごとに若干異なる場合があります。
3. [メトリックアラートの追加 (クラシック)]ボタンを選択し、以下のようにフィールドに入力し、[OK]をクリックします。
メトリック: CPUの割合
条件:以上
期間:最後の 15分以上
通知方法:電子メール
追加の管理者の電子メール: admin1@contoso.com



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sql-database/sql-database-insights-alerts-portal

最新問題: 155
Sub2の VM1、VM2、および VM3のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 156
次の表に示すように、East US2リージョンに 2つの Azure仮想マシンがあります。

Azure Key Vaultをデプロイして構成します。
VM1と VM2で Azure Disk Encryptionを有効にできることを確認する必要があります。
各仮想マシンで何を変更する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

VM1:階層
階層を標準にアップグレードする必要があります。

Windowsおよび Linux IaaS VMのディスク暗号化は、Standard VMおよび Azure Premium Storageを備えた VMのすべての Azureパブ
リックリージョンと Azure Governmentリージョンで一般提供されています。
VM2:タイプ
VMtypeを A、D、DS、G、GS、Fなどのシリーズ IaaS VMのいずれかに変更する必要があります。
オペレーティングシステムのバージョンではありません: Ubuntu 16.04がサポートされています。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-overview
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-security-disk-encryption-faq#bkmk_LinuxOSSupport



最新問題: 157
次の表に示すストレージアカウントを含む Azureサブスクリプションがあります。

認証アクセスを構成する必要があります。

各ストレージアカウントにどの承認の種類を使用できますか?回答するには、回答エリアで適切な選択肢を選択してください。注正しい選
択肢はそれぞれ 1ポイントの価値があります。
Answer:

最新問題: 158
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信に対するアプリケーションセキュリティグループの影響を評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

ボックス 1:いいえ。VM4は NSG3が接続されている Subnet13にあります。
VM1は ASG1にあります。NSG3は ASG2からの ICMP pingのみを許可しますが、ASG1からの ICMP pingは許可しません。ASG1からは
TCPトラフィックのみが許可されます。
NSG3には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

ボックス 2:はい。
VM2は ASG2にあります。ASG2からは任意のプロトコルが許可されるため、ICMP pingが許可されます。
ボックス3。VM1は ASG1にあります。ASG1からの TCPトラフィックが許可されるため、Webサーバーへの接続はポート TCP 80または
TCP 443上で行われるため、VM1はWebサーバーに接続できます。

最新問題: 159
Azure Key Vaultを作成する必要があります。このソリューションでは、キーコンテナーから削除されたオブジェクトが 90日間保持される
ようにする必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/azurerm.keyvault/new-azurermkeyvault

最新問題: 160
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

次の設定を持つ Azure AD Identity Protectionサインインリスクポリシーを作成して適用します。
*割り当て: Group1を含み、Group2を除く
※条件：サインイン危険度：中以上
*アクセスアクセスを許可、多要素認証が必要
ユーザーが Azure ADにサインインするときに何が起こるかを特定する必要があります。
各ユーザーについて何を識別する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明



参考文献:
http://www.rebeladmin.com/2018/09/step-step-guide-configure-risk-based-azure-conditional-access-policies/
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/concept-identity-protection-policies
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/concept-identity-protection-risks

最新問題: 161
ネットワークには、Azure Active Directory (Azure AD)と同期する adatum.comという名前のオンプレミスの Active Directoryドメインが含
まれています。

Azure ADテナントには、次の表に示すユーザーが含まれています。

次の図に示すように、adatum.comの認証方法 -パスワード保護設定を構成します。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/authentication/howto-password-ban-bad-on-premises-deploy
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/authentication/concept-password-ban-bad



最新問題: 162
SQLという名前の Azure SQL Databaseロジックサーバーを含む Azureサブスクリプションがあります。そして VM1という名前の Azure
仮想マシン。VM1はプライベート IPアドレスのみを使用します。
SQL1のファイアウォールと仮想ネットワークの設定を次の図に示します。

VM1が SQL1に接続できることを確認する必要があります。ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。
あなたは何をするべきか？

A.新しいファイアウォールルールを作成します。
B.既存の仮想ネットワークを追加します。
C. Azureサービスとリソースによるこのサーバーへのアクセスを許可するを [はい]に設定します。
D.接続ポリシーをプロキシに設定します。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 163
Azure Security Centerから、カスタムアラートルールを作成します。
アラートがトリガーされたときに電子メールメッセージを受信するユーザーを構成する必要があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


あなたは何をするべきか？

A. Azure Monitorからアクショングループを作成します。
B.セキュリティセンターから、Azureサブスクリプションのセキュリティポリシー設定を変更します。
C. Azure Active Directory (Azure AD)から、セキュリティ閲覧者役割グループのメンバーを変更します。
D.セキュリティセンターから、アラートルールを変更します。
Answer: A (メーッセージを残す)
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/action-groups

最新問題: 164
次の表に示す仮想マシンを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

承認されたユーザーがアクセスを要求するまで、RG1の仮想マシンのリモートデスクトップポートが閉じられていることを確認する必要
があります。

何を設定すればよいでしょうか?
A. Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)
B.アプリケーションセキュリティグループ
C. Azure Active Directory (Azure AD)条件付きアクセス
https://www.fast2test.com/AZ-500-practice-test.html 75
有効な Fast2test AZ-500試験 PDF問題集 -新しい AZ-500本当の試験問題
D.ジャストインタイム (JIT) VMアクセス
Answer: (解答を表示する)
ジャストインタイム (JIT)仮想マシン (VM)アクセスを使用して、Azure VMへの受信トラフィックをロックダウンし、攻撃にさらされるリス
クを軽減しながら、必要なときに VMに接続するための簡単なアクセスを提供できます。
注:ジャストインタイムが有効になっている場合、Security Centerは NSGルールを作成することによって、Azure VMへの受信トラフィッ
クをロックダウンします。受信トラフィックをロックダウンする VM上のポートを選択します。これらのポートは、ジャストインタイムソ
リューションによって制御されます。

ユーザーが VMへのアクセスを要求すると、Security Centerは、ユーザーが VMへのアクセスを正常に要求できる役割ベースのアクセス制
御 (RBAC)アクセス許可を持っているかどうかを確認します。要求が承認されると、Security Centerは、指定された期間、選択されたポート
および要求された送信元 IPアドレスまたは範囲への受信トラフィックを許可するように、ネットワークセキュリティグループ (NSG)と
Azure Firewallを自動的に構成します。時間が経過すると、Security Centerは NSGを以前の状態に復元します。ただし、すでに確立されてい
る接続は中断されません。

参照：
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-just-in-time

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


最新問題: 165
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれます。

次の図に示すように、Review1という名前のアクセスレビューを構成します。

ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

ボックス 1: User3のみ
ユーザーに自分の役割の割り当てを確認させるには、「メンバー (自分)」オプションを使用します。
ボックス 2: User3は確認リクエストを受信します

「レビュー担当者は応答すべきではない」リストを使用して、レビュー期間内にレビュー担当者がレビューしなかったユーザーに何が起こる

かを指定します。この設定は、レビュー担当者によって手動でレビューされたユーザーには影響しません。最終レビュー担当者の決定が「拒

否」の場合、ユーザーのアクセスは削除されます。

変更なし -ユーザーのアクセス権を変更しないままにします
アクセス権の削除 -ユーザーのアクセス権を削除します
アクセスを承認 -ユーザーのアクセスを承認します
推奨事項を採用する -ユーザーの継続的なアクセスを拒否または承認する際のシステムの推奨事項を採用します。
https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-how-to-start-se



最新問題: 166
App1という名前のWebアプリと Vault1という名前の Azure Key Vaultを含む Azureサブスクリプションがあります。
Vault1にシークレットを保存してアクセスできるように App1を構成する必要があります。
App1をどのように構成すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/app-service/overview-managed-identity?tabs=dotnet



有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 167
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureポリシーを作成します。

次の表に示すリソースロックを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Answer:

最新問題: 168
次の表に示す Azure Log Analyticsワークスペースを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す仮想マシンを作成します。

Azure Sentinelを使用して、仮想マシン上のWindows Defenderファイアウォールを監視する予定です。
Azure Sentinelに接続できる仮想マシンはどれですか?
A. VM1のみ
B. VM1と VM3のみ
C. VM1、VM2、VM3、VM4
D. VM1と VM2のみ
Answer: C (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/connect-windows-firewall

最新問題: 169
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


次の表に示す Azureストレージアカウントを作成します。

SQL1の監査を構成する必要があります。
監査ログの保存先として使用できるストレージアカウントと Log Analyticsワークスペースはどれですか?回答するには、回答領域で適切な
オプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 170
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

Subnet1と Subnet2には Microsoft.Storageサービスエンドポイントが構成されています。
storageacc1という名前の Azureストレージアカウントがあり、次のように構成されています。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-gb/azure/storage/common/storage-network-security
最新問題: 171



次の表に示すリソースが含まれる Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

次のリソースを含む Subscription2という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Azure Sentinelワークスペース
Azure Event Gridインスタンス
CEFメッセージを NVAから Azure Sentinelに取り込む必要があります。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 172
Container1という名前の BLOBコンテナーと App1という名前のクライアントアプリケーションを含む Azureストレージアカウントがあ
ります。

Azure Active Directory (Azure AD)認証を使用して、App1の Container1へのアクセスを有効にする必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://azure.microsoft.com/en-in/blog/payment-the-preview-of-aad-authentication-for-storage/
https://github.com/MicrosoftDocs/azure-docs/blob/master/articles/storage/common/storage-auth-aad-rbac-portal.md

最新問題: 173
次の図に示す役割の割り当てがあります。

ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 174
Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
デフォルトで Subscription1に割り当てられているセキュリティ設定を表示する必要があります。
どの Azureポリシーまたはイニシアチブ定義を確認する必要がありますか?
A.監査診断設定ポリシー定義
B. Azure Security Centerでの監視の有効化イニシアチブの定義
C. Azure Monitor for VMsの有効化イニシアチブの定義
D. Azure Monitorソリューションの「セキュリティと監査」ポリシー定義をデプロイする必要があります

Answer: B (メーッセージを残す)
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/tutorial-security-policy
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/policy-reference

最新問題: 175
100台の仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。Azure Diagnosticsはすべての仮想マシンで有効になっています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


サブスクリプションで Azureサービスの監視を計画しています。
次の詳細を取得する必要があります。

3週間前に仮想マシンを削除したユーザーを特定します。
Windows Server 2016を実行する仮想マシンのセキュリティイベントをクエリします。
Azure Monitorでは何を使用する必要がありますか?回答するには、適切な構成設定を正しい詳細にドラッグします。各構成設定は、1回だけ
使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグ

するか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security/azure-log-audit

最新問題: 176
OU2と User1に対して計画された変更を実行する必要があります。
どのツールを使用する必要がありますか?答えるには、適切なツールを正しいリソースにドラッグします。各ツールは 1回使用することも、
複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロー

ルする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 177
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
RG1という名前のリソースグループに Sa1という名前の Azureストレージアカウントがあります。
ユーザーとアプリケーションは、いくつかの共有アクセス署名 (SAS)と保存されたアクセスポリシーを使用して、Sa1の BLOBサービスと
ファイルサービスにアクセスします。

権限のないユーザーがファイルサービスと BLOBサービスの両方にアクセスしたことがわかりました。
Sa1へのすべてのアクセスを取り消す必要があります。
解決策:新しい保存されたアクセスポリシーを作成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: (解答を表示する)

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


説明

共有アクセス署名は、ブログなどの特定のリソースへのアクセスを提供します。保存されたアクセスポリシーは、Shared Access Signature
(SAS)のグループです。SASへのアクセスを取り消すには、次のいずれかを実行できます。
1. Key1または Key 2、つまり SASへの署名に使用されるアクセスキーをローテーションします。SASの署名に使用されたアクセスキーを
ローテーションすると、以前に署名された SASが無効になるため、以前に使用されていた SASが取り消されます。
2. SASがリンクされている保存されたアクセスポリシーを削除します。ストアドアクセスポリシーが削除されると、そのストアドアクセ
スポリシーに関連付けられている SASも無効になります。

最新問題: 178
IDという名前のマネージド IDを持ち、Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされている Azureサブスクリプションがありま
す。テナントには、次の表に示すリソースが含まれています。

AUIおよび AU2にはどのリソースを追加できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

AU1と AU2にはどのリソースを追加できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 179
プラットフォーム保護要件を満たすには、Role1を作成する必要があります。
Role1のロール定義をどのように完了する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

1) Microsoft.Compute/
2)ディスク
3) /subscrption/{subscriptionId}/resourceGroups/{リソースグループ ID}
Resource Group1のマネージドディスクの管理を委任するには、Role1という名前の新しいカスタム RBACロールを使用する必要がありま



す。役割 1は、リソースグループ 1に対してのみ使用可能である必要があります。

最新問題: 180
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Sub1には、Windows Server 2016を実行する VM1という名前の Azure仮想マ
シンが含まれています。

Azure Disk Encryptionを使用して VM1ディスクを暗号化する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

Explanation:
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-machines/windows/encrypt-disks

最新問題: 181



次の表に示すリソースを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

包含データベースユーザーを使用して、SQL1上のデータベースへの安全なアクセスを VM1に提供できることを確認する必要があります。
あなたは何をするべきか？

A. KV1にシークレットを作成します。
B. SQL1でサービスエンドポイントを構成します。
C. KV1にキーを作成します。
D. VM1でマネージドサービス IDを有効にします。
Answer: A (メーッセージを残す)

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 182
Azureコンテナーに接続する Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターを構成しています。
レジストリ。

Azure Container Registryに対する認証には、自動生成されたサービスプリンシパルを使用する必要があります。
何を作成する必要がありますか?
A. Azure Active Directory (Azure AD)グループ
B. Azure Active Directory (Azure AD)のロールの割り当て
C. Azure Active Directory (Azure AD)ユーザー
D. Azure Key Vaultのシークレット
Answer: B (メーッセージを残す)
AKSクラスターを作成すると、Azureは他のクラスターとのクラスターの操作性をサポートするサービスプリンシパルも作成します。
Azureのリソース。この自動生成されたサービスプリンシパルを ACRレジストリでの認証に使用できます。に
そのためには、クラスターのサービスプリンシパルにクラスターへのアクセスを許可する Azure ADロール割り当てを作成する必要があり
ます。

コンテナレジストリ。参考文献:
https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/container-registry/container-registry-auth-aks

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


最新問題: 183
RG1という名前のリソースグループに 15台の Azure仮想マシンがあります。
すべての仮想マシンは同一のアプリケーションを実行します。

無許可のアプリケーションやマルウェアが仮想マシン上で実行されるのを防ぐ必要があります。

あなたは何をするべきか？

A. Azureポリシーを RG1に適用します。
B. Azure Security Centerから、適応型アプリケーションコントロールを構成します。
C. Azure Active Directory (Azure AD) ID保護を構成します。
D. RG1にリソースロックを適用します。
Answer: (解答を表示する)
セクション: [なし]
Explanation:
アダプティブアプリケーションコントロールは、Azure Security Centerが提供するインテリジェントで自動化されたエンドツーエンドのア
プリケーションホワイトリストソリューションです。これは、Azureおよび非 Azure VM (Windowsおよび Linux)でどのアプリケーション
を実行できるかを制御するのに役立ちます。これにより、マルウェアに対して VMを強化することができます。Security Centerは、機械学習
を使用して VM上で実行されているアプリケーションを分析し、このインテリジェンスを使用して特定のホワイトリストルールを適用する
のに役立ちます。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-adaptive-application

最新問題: 184
Azure Active Directory (Azure AD)コネクタ、Query1という名前の Azure Log Analyticsクエリ、および Playbook1という名前の Playbook
を含む Azure Sentinelワークスペースがあります。
Query1は、Azure ADによって生成されたセキュリティイベントのサブセットを返します。
Playbook1をトリガーする Query1に基づいて Azure Sentinel分析ルールを作成する予定です。
Playbook1を新しいルールに追加できることを確認する必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

説明

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/tutorial-detect-threats-custom
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/tutorial-respond-threats-playbook

最新問題: 185
VNET1と VNET2という名前の 2つの Azure仮想ネットワークのネットワーク接続を構成しています。
次の要件を満たすために、仮想ネットワークに VPNゲートウェイを実装する必要があります。
* VNET1には、BGPを使用する 6つのサイト間接続が必要です。
* VNET2には、BGPを使用する 12のサイト間接続が必要です。
*コストは最小限に抑える必要があります。
各仮想ネットワークにはどの VPNゲートウェイ SKI)を使用する必要がありますか?回答するには、適切な SKUを正しいネットワークにド
ラッグします。各 SKUは、1回だけ使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するに
は、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります



Answer:

Explanation:
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/vpn-gateway/vpn-gateway-about-vpngateways#gwsku

最新問題: 186
LAW1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Windows Server 2016を実行し、LAW1に登録されている 500台の Azure仮想マシンがあります。
システム更新評価ソリューションを LAW1に追加する予定です。
システム更新評価関連のログが 100台の仮想マシンのみから LAW1にアップロードされるようにする必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/insights/solution-targeting

最新問題: 187
一連の Azure仮想マシンへのジャストインタイム (JIT) VMアクセスを構成しています。
JIT VMアクセスを使用して、仮想マシンへの PowerShellアクセスをユーザーに許可する必要があります。
何を設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 188
20の Azureサブスクリプションと、Group1という名前のセキュリティグループがあります。サブスクリプションはルート管理グループの
子です。

各サブスクリプションには、RG1という名前のリソースグループが含まれています。
各サブスクリプションについて、RG1が次の要件を満たしていることを確認する必要があります。



Group1のメンバーには、所有者の役割が割り当てられます。
RG1に対する権限の変更は防止されます。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 189
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

Azure Security Centerから、自動プロビジョニングを有効にします。
次の表に示す仮想マシンをデプロイします。

Log Analyticsエージェントはどの仮想マシンにインストールされていますか?
A. VM3のみ
B. VM1と VM3のみ
C. VM3および VM4のみ
D. VM1、VM2、VM3、および VM4



Answer: D (メーッセージを残す)
説明

自動プロビジョニングがオンになっている場合、Security Centerは、サポートされているすべての Azure VMと新しく作成された Azure VM
に Log Analyticsエージェントをプロビジョニングします。
サポートされているオペレーティングシステムには、Ubuntu 14.04 LTS (x86/x64)、16.04 LTS (x86/x64)、および 18.04 LTS (x64)および
Windows Server 2008 R2、2012、2012 R2、2016、バージョン 1709および 1803が含まれます。
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-enable-data-collection

最新問題: 190
新しい Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた新しい Azureサブスクリプションを作成します。
ポータルポリシーという名前のアクティブな条件付きアクセスポリシーを 1つ作成します。ポータルポリシーは、Microsoft Azure管理ク
ラウドアプリへのアクセスを提供するために使用されます。

ポータルポリシーの条件設定は、条件の説明に示されているように構成されます。(「条件」タブをクリックします。)

ポータルポリシーの付与設定は、「付与」の図に示されているように構成されます。(「付与」タブをクリックします。)

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/conditional-access/location-condition

最新問題: 191
Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)を使用する Azureサブスクリプションがあります。
ユーザーアクセス管理者ロールが割り当てられている PIMユーザーは、ロールの割り当てを実行するとき、または割り当てのリストを表示
するときに承認エラーを受信すると報告します。

この問題を解決するには、PIMサービスプリンシパルにサブスクリプションに対する正しいアクセス許可があることを確認する必要があり
ます。ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

PIMサービス原則にはどの役割を割り当てる必要がありますか?
A.投稿者
B.ユーザーアクセス管理者
C.リソースポリシーの貢献者
D.マネージドアプリケーションオペレーター
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 192
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントを含む Azureサブスクリプションがあります。テナントには、次の表
に示すユーザーが含まれます。

RG1という名前のリソースグループを作成します。
どのユーザーが RG1の権限を変更でき、どのユーザーが RG1で仮想ネットワークを作成できますか?回答するには、回答領域で適切なオプ
ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

最新問題: 193
Update Managementが有効になっている Azure仮想マシンがあります。仮想マシンは次の表に示すように構成されています。



Update1と Update2という名前の 2つの更新プログラムの展開をスケジュールします。Update1は VM3を更新します。Update2は VM6を
更新します。

Update1と Update2を使用して更新できる追加の仮想マシンはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ
い。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/automation/automation-update-management

最新問題: 194
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Sub1には、次の表に示すリソースが含まれる Storage1という名前の Azureス
トレージアカウントがあります。

共有アクセス署名 (SAS)を生成して、BLOBサービスとファイルサービスに接続します。
Container1と Share!のコンテンツにアクセスするにはどのツールを使用できますか? SASを使用することで?回答するには、回答領域で適
切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

最新問題: 195
次の図に示すように、Azureリソースの階層があります。



次の表に示す Azure Blueprints定義を作成します。

Blueprint1と Blueprint2をどのオブジェクトに割り当てることができますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ
い。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

ブループリントはサブスクリプションにのみ割り当てることができます。

最新問題: 196
Azureサブネットにバインドされたネットワークセキュリティグループ (NSG)があります。
Get-AzureRmNetworkSecurityRuleConfigを実行すると、次のような出力が表示されます。



ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

ボックス 1:米国東部 2に接続可能
StorageEA2Allowには DestinationAddressPrefix {Storage/EastUS2}があります
ボックス 2:ドロップされました
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-network/manage-network-security-group

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 197
Azureサブスクリプションをお持ちです。
次の要件を満たす Azureポリシーを作成してデプロイする必要があります。
新しい仮想マシンがデプロイされると、カスタムセキュリティ拡張機能が自動的にインストールされます。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


非準拠の仮想マシンに対して自動生成された修復タスクをトリガーして、拡張機能をインストールします。

ポリシーには何を含めるべきですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/how-to/remediate-resources

最新問題: 198
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた Sub1という名前の Azureサブスクリプションが
あります。

次の表に示すリソースで構成されるアプリケーションを実装する予定です。



ユーザーは、Azure ADユーザーアカウントを使用して認証し、リソーストークンを使用して Cosmos DBアカウントにアクセスします。
どのタスクが CosmosDB1とWebApp1に実装されるかを特定する必要があります。
各リソースに対してどのタスクを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

Explanation:
CosmosDB1:データベースユーザーを作成し、リソーストークンを生成します。
Azure Cosmos DBリソーストークンは、付与されたアクセス許可に従って、クライアントが Azure Cosmos DBアカウント内の特定のリ
ソースを読み取り、書き込み、削除できるようにするための安全なメカニズムを提供します。

WebApp1: Azure ADユーザーを認証し、リソーストークンを中継する
リソーストークンを要求、生成し、モバイルアプリケーションに配信する一般的なアプローチは、リソーストークンブローカーを使用する

ことです。次の図は、サンプルアプリケーションがリソーストークンブローカーを使用してドキュメントデータベースデータへのアクセ



スを管理する方法の概要を示しています。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/xamarin/xamarin-forms/data-cloud/cosmosdb/authentication

最新問題: 199
あなたの会社はシアトルとニューヨークに 2つのオフィスを持っています。各オフィスは NATデバイスを使用してインターネットに接続し
ます。オフィスは次の表に示す IPアドレスを使用します。

この会社には、contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが
含まれます。

MFAサービス設定は、図に示すように構成されています。(「展示」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://www.cayosoft.com/difference-enabling-enforcing-mfa/
最新問題: 200



注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。それぞれの質問
このシリーズには、指定された目標を達成できる可能性のある独自のソリューションが含まれています。いくつかの問題集

複数の正しい解決策がある場合もあれば、正しい解決策がない場合もあります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。その結果、これらは、

質問はレビュー画面に表示されません。

Azure Active Directory (AzureAD)のハイブリッド構成があります。
仮想ネットワーク上に Azure HDInsightクラスターがあります。
ユーザーがオンプレミスの Active Directoryを使用してクラスターに対して認証できるようにする予定です。
資格。

計画された認証をサポートするように環境を構成する必要があります。

解決策:オンプレミスデータゲートウェイをオンプレミスネットワークに展開します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: B (メーッセージを残す)
説明/参照:
Explanation:
代わりに、Azure Virtual Networksと VPNを使用して、HDInsightをオンプレミスネットワークに接続します。
ゲートウェイ。

注: HDInsightと参加ネットワーク内のリソースが名前で通信できるようにするには、次の手順を実行する必要があります。
次のアクション:
Azure仮想ネットワークを作成します。

Azure Virtual Networkにカスタム DNSサーバーを作成します。

デフォルトの Azure Recursiveの代わりにカスタム DNSサーバーを使用するように仮想ネットワークを構成する

リゾルバ。

カスタム DNSサーバーとオンプレミス DNSサーバー間の転送を構成します。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/hdinsight/connect-on-premises-network

最新問題: 201
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

ServerAdminsが次のタスクを実行できることを確認する必要があります。
RG2の既存の仮想ネットワークにのみ仮想マシンを作成します。
ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。
ServerAdminsに割り当てるべき 2つのロールベースのアクセス制御 (RBAC)ロールはどれですか?それぞれの正解は、解決策の一部を示し
ています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A.サブスクリプションの共同作成者の役割
B. RG1の仮想マシン共同作成者ロール。
C. RG2のカスタム RBACロール
D. RG2のネットワーク共同作成者の役割
E. RG1のネットワーク共同作成者の役割。
F.サブスクリプションのカスタム RBACロール
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 202
QUESTION NO: 275次の表
に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

サブスクリプションは、次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされています。

次の表に示すグループを作成します。

Group1と Group2のメンバーシップルールは次のように構成されています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/enterprise-users/groups-dynamic-membership

最新問題: 203
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Sub1には、Windows Server 2016を実行する VM1という名前の Azure仮想マ
シンが含まれています。

Azure Disk Encryptionを使用して VM1ディスクを暗号化する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



Explanation:
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-machines/windows/encrypt-disks

最新問題: 204
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれます。

次の図に示すように、Review1という名前のアクセスレビューを構成します。



ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

ボックス 1: User3のみ
ユーザーに自分の役割の割り当てを確認させるには、「メンバー (自分)」オプションを使用します。
ボックス 2: User3は確認リクエストを受信します

「レビュー担当者は応答すべきではない」リストを使用して、レビュー期間内にレビュー担当者がレビューしなかったユーザーに何が起こる

かを指定します。この設定は、レビュー担当者によって手動でレビューされたユーザーには影響しません。最終レビュー担当者の決定が「拒

否」の場合、ユーザーのアクセスは削除されます。

変更なし -ユーザーのアクセス権を変更しないままにします
アクセス権の削除 -ユーザーのアクセス権を削除します
アクセスを承認 -ユーザーのアクセスを承認します
推奨事項を採用する -ユーザーの継続的なアクセスを拒否または承認する際のシステムの推奨事項を採用します。
https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-how-to-start-se

最新問題: 205
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあり、次の表に示すユーザーが含まれています。

Contoso.comにはグループ名前付けポリシーが含まれています。このポリシーには、Contosoという単語を含むカスタムの禁止単語リスト
ルールがあります。

contoso.comで Contoso Salesという名前のグループを作成できるのはどのユーザーですか?回答するには、回答領域で適切なオプション
を選択してください。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/enterprise-users/groups-naming-policy

最新問題: 206
Azure Sentinelワークスペースを含む Azureサブスクリプションがあります。
Azure Sentinelは、複数の Azureワークロードからログを取り込むように構成されています。インシデントの管理には、サードパーティの
サービス管理プラットフォームが使用されます。

次の要件を満たすように構成する Azure Sentinelコンポーネントを特定する必要があります。
Azure Sentinelが脅威を特定したら、インシデントを作成する必要があります。
Azure Sentinelでインシデントが作成されるとき、チケットはサービス管理プラットフォームに記録される必要があります。
各要件に対してどのコンポーネントを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/create-incidents-from-alerts
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/tutorial-respond-threats-playbook

最新問題: 207
Azure環境があります。
ISO 27001に準拠していない Azure構成とワークロードを特定する必要があります。
規格。何を使えばいいのでしょうか？

A.アズールセンチネル
B. Azure Active Directory (Azure AD) ID保護
C. Azureセキュリティセンター
D. Azure Advanced Threat Protection (ATP)
Answer: C (メーッセージを残す)
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-compliance-dashboard

最新問題: 208
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた Sub1という名前の Azureサブスクリプションが
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あります。

次の表に示すリソースで構成されるアプリケーションを実装する予定です。

ユーザーは、Azure ADユーザーアカウントを使用して認証し、リソーストークンを使用して Cosmos DBアカウントにアクセスします。
どのタスクが CosmosDB1とWebApp1に実装されるかを特定する必要があります。
各リソースに対してどのタスクを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



CosmosDB1:データベースユーザーを作成し、リソーストークンを生成します。
Azure Cosmos DBリソーストークンは、付与されたアクセス許可に従って、クライアントが Azure Cosmos DBアカウント内の特定のリ
ソースを読み取り、書き込み、削除できるようにするための安全なメカニズムを提供します。

WebApp1: Azure ADユーザーを認証し、リソーストークンを中継する
リソーストークンを要求、生成し、モバイルアプリケーションに配信する一般的なアプローチは、リソーストークンブローカーを使用する

ことです。次の図は、サンプルアプリケーションがリソーストークンブローカーを使用してドキュメントデータベースデータへのアクセ

スを管理する方法の概要を示しています。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/xamarin/xamarin-forms/data-cloud/cosmosdb/authentication

最新問題: 209
Vaultという名前の Azure Key Vaultがあります。次の表に示すリソースが格納されます。



ローテーションポリシーの作成をサポートするリソースはどれですか?
A. Key1と Cert1のみ
B. Key1と Secret1のみ
C. Cert1のみ
D.キー 1のみ
E. Secret1と Cert1のみ
F. Key1、Secret1、Cert1
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 210
Vault1という名前の Azure Key Vaultを含む Azureサブスクリプションがあります。
2019年 1月 1日、Vault1には次のシークレットが保存されます。

アプリケーションで使用できる各シークレットはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
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Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/azurerm.keyvault/set-azurekeyvaultsecretattribute

最新問題: 211
単一のネットワークセキュリティグループ (NSG)を持つ単一のサブネット上に 10台の仮想マシンがあります。
ネットワークトラフィックを Azureストレージアカウントに記録する必要があります。
どの 2つのアクションを実行する必要がありますか?それぞれの正解は、解決策の一部を示しています。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A.ネットワークパフォーマンスモニターソリューションをインストールします。
B. Azure Network Watcherを有効にします。
C. NSGの診断ログを有効にします。
D. NSGフローログを有効にします。



E. Azure Log Analyticsワークスペースを作成します。
Answer: (解答を表示する)
セクション: [なし]
Explanation:
ネットワークセキュリティグループ (NSG)を使用すると、仮想マシン (VM)への受信トラフィックと仮想マシンからの送信トラフィックを
フィルターできます。Network Watcherの NSGフローログ機能を使用して、NSGを通過するネットワークトラフィックをログに記録でき
ます。手順には次のものが含まれます。

*ネットワークセキュリティグループを使用して VMを作成する
* Network Watcherを有効にし、Microsoft.Insightsプロバイダーを登録します
* Network Watcherの NSGフローログ機能を使用して、NSGのトラフィックフローログを有効にする
*ログデータをダウンロード
*ログデータの表示
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/network-watcher/network-watcher-nsg-flow-logging-portal

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 212
You have an Azure subscription that contains an Azure key vault named KeyVault1 and the virtual machines shown in the following table.

Key Vaultアクセスポリシーを、ボリューム暗号化のための Azure Disk Encryptionへのアクセスを有効にするように設定します。
KeyVault1は次のように構成されています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
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次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 213
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあり、次の表に示すユーザーが含まれています。

Contoso.comにはグループ名前付けポリシーが含まれています。このポリシーには、Contosoという単語を含むカスタムの禁止単語リスト
ルールがあります。

contoso.comで Contoso Salesという名前のグループを作成できるのはどのユーザーですか?回答するには、回答領域で適切なオプション
を選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/enterprise-users/groups-naming-policy

最新問題: 214
LAW1という名前の Azure Log Analyticsワークスペースを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Windows Server 2016を実行し、LAW1に登録されている 500台の Azure仮想マシンがあります。
システム更新評価ソリューションを LAW1に追加する予定です。
システム更新評価関連のログが 100台の仮想マシンのみから LAW1にアップロードされるようにする必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



:
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/insights/solution-targeting

最新問題: 215
Group1の IDとアクセスの要件を満たす必要があります。
あなたは何をするべきか？

A. Group1にメンバーシップルールを追加します。
B.グループ1を削除します。Office 365のメンバーシップタイプを持つ Group1という名前の新しいグループを作成します。ユーザーとデバ
イスをグループに追加します。

C. Group1のメンバーシップルールを変更します。
D. Group1のメンバーシップタイプを [割り当て済み]に変更します。動的メンバーシップを持つ 2つのグループを作成します。新しいグ
ループを Group1に追加します。
Answer: B (メーッセージを残す)
不正解:
A、C:デバイスまたはユーザーの動的グループを作成できますが、ユーザーとデバイスの両方を含むルールを作成することはできません。
D:割り当てられたグループについては、個別のメンバーのみを追加できます。
シナリオ：

Litwareは、次の IDおよびアクセス要件を特定します。すべてのサンフランシスコユーザーとそのデバイスは、Group1のメンバーである必
要があります。

テナントには現在次のグループが含まれています:

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/users-groups-roles/groups-dynamic-membership
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/fundamentals/active-directory-groups-create-azure-portal

最新問題: 216

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

90日ごとにキーを自動的に再生成するように storage1を構成する必要があります。どのコマンドレットを実行すればよいでしょうか?
A.セット -A=ストレージアカウント
B. Add-AsKeyVaultmanageStorageAccount
C.セット A;ストレージアカウント管理ポリシー
D.追加-A:StorogcAccountmanagementPolicyAction
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 217
オンプレミスネットワークには、次のサーバーが含まれています。

Windows Server 2019または SLESのいずれかを実行する複数の仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。Microsoft
Defender for Cloudに適応型アプリケーションコントロールを実装する予定です。どのオペレーティングシステムとプラットフォームを監
視できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


最新問題: 218
ネットワークには、Azure Active Directory (Azure AD)と同期する adatum.comという名前のオンプレミスの Active Directoryドメインが含
まれています。

Azure ADテナントには、次の表に示すユーザーが含まれています。

次の図に示すように、adatum.comの認証方法 -パスワード保護設定を構成します。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:
説明

自動生成されるテキスト説明

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/authentication/howto-password-ban-bad-on-premises-de



https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/authentication/concept-password-ban-bad

最新問題: 219
Azure仮想マシンのデプロイに使用する Azure Resource Managerテンプレートがあります。
仮想マシンのインスタンスがプロビジョニングされるときに、未使用のWindows機能を自動的に無効にする必要があります。
何を使えばいいのでしょうか？

A. Azure Desired State Configuration (DSC)仮想マシン拡張機能
B. Azureロジックアプリ
C. Azure Security Centerのセキュリティポリシー
D. Azureアドバイザ
Answer: A (メーッセージを残す)
トピック 1、Litware, Inc
これはケーススタディです。ケーススタディは個別に時間が設定されるわけではありません。各ケースを完了したいだけ試験時間を費やすこ

とができます。ただし、この試験には追加のケーススタディやセクションが存在する場合があります。この試験に含まれるすべての質問を指

定された時間内に完了できるように時間を管理する必要があります。

ケーススタディに含まれる質問に答えるには、ケーススタディで提供される情報を参照する必要があります。ケーススタディには、ケース

スタディで説明されているシナリオに関する詳細情報を提供する展示やその他のリソースが含まれる場合があります。このケーススタディ

に関する各質問は、他の質問から独立しています。

このケーススタディの最後に、レビュー画面が表示されます。この画面では、試験の次のセクションに進む前に、回答を確認し、変更を加える

ことができます。新しいセクションを開始した後は、このセクションに戻ることはできません。

ケーススタディを開始するには

このケーススタディに関する最初の質問を表示するには、「次へ」ボタンをクリックします。質問に答える前に、左側のペインのボタンを使用

してケーススタディの内容を調べてください。これらのボタンをクリックすると、ビジネス要件、既存の環境、問題の説明などの情報が表示

されます。ケーススタディに [すべての情報]タブがある場合、表示される情報は後続のタブに表示される情報と同じであることに注意して
ください。質問に答える準備ができたら、「質問」ボタンをクリックして質問に戻ります。

概要

Litware, Inc.は、シカゴ地域に 500人の従業員、サンフランシスコ地域に 20人の従業員を抱えるデジタルメディア企業です。
既存の環境

Litwareには、Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあり、サブスクリプション IDは次のとおりです。
43894a43-17c2-4a39-8cfc-3540c2653ef4。
Sub1は、litwareinc.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられています。テナントには、すべての Litware
従業員とそのデバイスのユーザーオブジェクトとデバイスオブジェクトが含まれています。各ユーザーには Azure AD Premium P2ライセ
ンスが割り当てられます。Azure AD Privileged Identity Management (PIM)がアクティブ化されています。
テナントには、次の表に示すグループが含まれています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Azureサブスクリプションには、次の表に示すオブジェクトが含まれています。

Azure Security Centerは無料レベルに設定されています。
計画された変更

Litwareは、次の表に示す Azureリソースをデプロイすることを計画しています。

Litwareは、次の IDおよびアクセス要件を特定します。
*すべてのサンフランシスコユーザーとそのデバイスは Group1のメンバーである必要があります。
* Group2のメンバーには、永続的な適格な割り当てを使用して、リソースグループ 2への共同作成者ロールを割り当てる必要があります。
*ユーザーが Azure ADにアプリケーションを登録したり、アプリケーションに同意したりできないようにする必要があります
*ユーザーに代わって企業情報にアクセスします。
プラットフォームの保護要件

Litwareは、次のプラットフォーム保護要件を特定します。
* Microsoft Antimalwareは、リソースグループ 1の仮想マシンにインストールする必要があります。
* Group2のメンバーには、Azure Kubernetes Service Cluster Adminロールが割り当てられている必要があります。
* Azure ADユーザーは、Azure AD資格情報を使用して AKS1に対して認証する必要があります。
*計画された変更の実装後、ITチームは JIT VMアクセスを使用して VM0に接続できる必要があります。
* Resource Group1のマネージドディスクの管理を委任するには、Role1という名前の新しいカスタム RBACロールを使用する必要があり



ます。役割 1は、リソースグループ 1に対してのみ使用可能である必要があります。
セキュリティ運用要件

Litwareは、Azure Security Centerでオペレーティングシステムのセキュリティ構成をカスタマイズできる必要があります。

最新問題: 220
新しい Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた新しい Azureサブスクリプションを作成します。
ポータルポリシーという名前のアクティブな条件付きアクセスポリシーを 1つ作成します。ポータルポリシーは、Microsoft Azure管理ク
ラウドアプリへのアクセスを提供するために使用されます。

ポータルポリシーの条件設定は、条件の説明に示されているように構成されます。(「条件」タブをクリックします。)

ポータルポリシーの付与設定は、「付与」の図に示されているように構成されます。(「付与」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

ボックス 1:いいえ
Contosoの場所は除外されます
ボックス 2:いいえ
ボックス 3:いいえ
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/conditional-access/location-condition

最新問題: 221
Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあり、これには RG1という名前のリソースグループと User1という名前のユー
ザーが含まれています。User1には、RG1の所有者の役割が割り当てられます。
次の図に示すように、RG2という名前のリソースグループを含む Blueprint1という名前の Azure Blueprints定義を作成します。

次の設定を使用して、Blueprint1を Subscription1に割り当てます。
*ロックの割り当て:読み取り専用
*マネージド ID:システム割り当て
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

グラフィカルユーザーインターフェイス、テキスト、アプリケーションの説明が自動生成される

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/blueprints/concepts/resource-locking

最新問題: 222
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureストレージアカウントを作成します。



SQL1の監査を構成する必要があります。
監査ログの保存先として使用できるストレージアカウントと Log Analyticsワークスペースはどれですか?回答するには、回答領域で適切な
オプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 223
Azure Key Vaultと Azure Storageアカウントを含む Azureサブスクリプションを持っています。Key Vaultには、顧客が管理するキーが含ま
れています。ストレージアカウントは、キーコンテナーに保存されているカスタマーマネージドキーを使用するように構成されています。

次のサービスを使用して、Azureにデータを保存する予定です。
* Azureファイル
* Azure Blobストレージ
* Azureログ分析
* Azureテーブルストレージ
* Azureキューストレージ
Key Vaultに保存されているキーを使用してデータ暗号化を行う 2つのサービスはどれですか?それぞれの正解は完全な解決策を示します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



A.キューストレージ
B.テーブル収納
C. Azureファイル
D. BLOBストレージ
Answer: A,C (メーッセージを残す)
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/storage/common/account-encryption-key-create?tabs=portal

最新問題: 224
Azure Sentinelをオンボードします。Azure Sentinelを Azure Security Centerに接続します。
Azure Sentinelでのインシデントの軽減を自動化する必要があります。ソリューションでは、管理労力を最小限に抑える必要があります。
何を作成する必要がありますか?
A.アラートルール
B.ランブック
C.関数アプリ
D.プレイブック
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 225
Azure Sentinelを使用して、疑わしい脅威を検出し、対応を自動化する分析ルールを作成する予定です。
ルールにはどのコンポーネントが必要ですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/tutorial-detect-threats-custom
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/tutorial-respond-threats-playbook

最新問題: 226
あなたの会社には、Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Subscription1は、次の表に示すユーザーを含む
Azure Active Directoryテナントに関連付けられています。

会社は新しい所有者に売却されます。

会社は、Subscription1の所有権を譲渡する必要があります。
どのユーザーが所有権を譲渡できますか?そのユーザーはどのツールを使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプ
ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：



https://docs.microsoft.com/en-us/azure/cost-management-billing/manage/billing-subscription-transfer

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 227
Contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられている、Sub 1という名前の Azureサブスクリプ
ションがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれます。

各ユーザーには Azure AD Premium P2ライセンスが割り当てられます。
オンボードを計画し、Azure AD ID Protectionを構成します。
Azure AD Identity Protectionをオンボードし、ユーザーを修復し、ポリシーを構成できるのはどのユーザーですか?回答するには、回答領域
で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります

Answer:

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


最新問題: 228
次のリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。
Subnet1と Subnet2という 2つのサブネットを含む VNET1という名前の仮想ネットワーク。
プライベート IPアドレスのみを持ち、Subnet1に接続する VM1という名前の仮想マシン。インターネットから VM1へのリモートデスク
トップ接続を確立できること

を確認する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



最新問題: 229
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureポリシーを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明



参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/blueprints/concepts/resource-locking

最新問題: 230
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureポリシーを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/blueprints/concepts/resource-locking

最新問題: 231
次の表に示すリソースを含む、Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。



次の JSONファイルを使用して、Subscription1にカスタム RBACロールを作成します。

RG1で、Role1を User1に割り当てます。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/resource-provider-operations#microsoftcompute

最新問題: 232
cotoso.comという名前の Azure Active Director (Azure AD)テナントがあり、次の表に示すユーザーが含まれています。
Contoso.comにはグループ名前付けポリシーが含まれています。このポリシーには、Contosoという単語を含むカスタムの禁止単語リスト
ルールがあります。

注:正しい選択はそれぞれポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 233
OU2と User1に対して計画された変更を実行する必要があります。
どのツールを使用する必要がありますか?答えるには、適切なツールを正しいリソースにドラッグします。各ツールは 1回使用することも、
複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロー

ルする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 234
IDという名前のマネージド IDを持ち、Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされている Azureサブスクリプションがありま
す。テナントには、次の表に示すリソースが含まれています。

AUIおよび AU2にはどのリソースを追加できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

AU1と AU2にはどのリソースを追加できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 235
Azure Key Vaultを作成する必要があります。このソリューションでは、キーコンテナーから削除されたオブジェクトが 90日間保持される
ようにする必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：



https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/azurerm.keyvault/new-azurermkeyvault

最新問題: 236
コンテナー化されたアプリケーションインスタンス用の新しいストレージアカウントを作成する Function1という名前の Azure関数を実
装する予定です。

ストレージアカウントを作成するために、Function1に最低限必要な権限を付与する必要があります。ソリューションでは、管理労力を最小
限に抑える必要があります。

あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/managed-identities-azure-resources/overview
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/managed-identities-azure-resources/howto-assign-access-portal



最新問題: 237
20の Azureサブスクリプションと、Group1という名前のセキュリティグループがあります。サブスクリプションはルート管理グループの
子です。

各サブスクリプションには、RG1という名前のリソースグループが含まれています。
各サブスクリプションについて、RG1が次の要件を満たしていることを確認する必要があります。
Group1のメンバーには、所有者の役割が割り当てられます。
RG1に対する権限の変更は防止されます。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 238
Registry1という名前の Azure Container Registryがあります。
次の表に示すように、Registry1の役割の割り当てを追加します。

Registry1にイメージをアップロードしたり、Registry1からイメージをダウンロードしたりできるのはどのユーザーですか?回答するには、
回答エリアで適切なオプションを選択してください。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



ボックス 1: User1と User4のみ
所有者、投稿者、および AcrPushは画像をプッシュできます。
ボックス 2:ユーザー 1、ユーザー 2、およびユーザー 4
AcrImagineSignerを除くすべてのツールは、イメージをダウンロード/プルできます。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/container-registry/container-registry-roles

最新問題: 239
RG2の作成と RG1の権限の管理を委任する必要があります。各タスクを実行できるのはどのユーザーですか?回答するには、回答内の適切
なオプションを選択してください。

ａ．注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります



Answer:

最新問題: 240
Azureサブスクリプションをお持ちです。サブスクリプションには、Windows Serverを実行する Azure仮想マシンが含まれています
2016年。
各仮想マシンにカスタムのマルウェア対策仮想マシン拡張機能がインストールされていることを確認するポリシーを実装する必要がありま

す。

ポリシーをどのように完了する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:



説明



ボックス 1: DeployIfNotExists
DeployIfNotExistsは、条件が満たされた場合にテンプレートのデプロイメントを実行します。
ボックス 2:テンプレート
DeployIfNotExistsエフェクトの詳細プロパティには、一致する関連リソースと実行するテンプレートデプロイメントを定義するすべてのサ
ブプロパティがあります。

導入 [必須]
このプロパティには、Microsoft.Resources/deployment Referencesに渡される完全なテンプレートデプロイメントが含まれている必要があ
ります。

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/concepts/Effects

最新問題: 241
Azureサブスクリプションをお持ちです。
別の Azure Active Directory (Azure AD)テナントを使用するようにサブスクリプションを構成します。
この変更により考えられる 2つの影響は何ですか?それぞれの正解は完全な解決策を示します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A.サブスクリプションレベルでの役割の割り当てが失われます。
B.仮想マシンの管理対象 IDが失われます。
C.仮想マシンのディスクスナップショットが失われます。
D.既存の Azureリソースが削除されます。
Answer: (解答を表示する)
セクション: [なし]
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/fundamentals/active-directory-how-subscriptions-associated-directory

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 242
Azure Active Directory (Azure AD)にリンクされた Azureサブスクリプションがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれま
す。

Vault1という名前の Azure Key Vaultがあり、パージ保護が無効に設定されています。Vault1には、次の表に示すアクセスポリシーが含まれ
ています。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


次の表に示すように、Vault1のロール割り当てを作成します。

次の各ステートメントについて、ステートメントが trueの場合は [はい]を選択し、それ以外の場合は [いいえ]を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 243
次の表に示すように、Azureサブスクリプションにリソースを作成します。

VNET1には、Subnet1と Subnet2という名前の 2つのサブネットが含まれています。Subnet1のネットワーク IDは 10.0.0.0/24で
す。Subnet2のネットワーク IDは 10.1.1.0/24です。
Contoso1901は、展示に示すように構成されています。(「展示」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 244
Contosos.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントと RG1という名前のリソースグループを含む、Subcription1とい



う名前の Azureサブスクリプションがあります。
contoso.comに対して、Role1という名前のカスタムロールを作成します。
権限の委任にRole1をどこで使用できるかを特定する必要があります。
何を識別する必要がありますか?
A. contoso.comのみ
B. contoso.comおよび RGTのみ
C. contoso.com、RG1、および Subscription1
D. contoso.comおよび Subscription1のみ
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 245
月曜日に、ユーザー user1@contoso.comに通知するように Azure Security Centerで電子メール通知を構成します。
火曜日に、セキュリティセンターは次の表に示すセキュリティアラートを生成します。

user1@contoso.comは火曜日に何件の電子メール通知を受け取りますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ
い。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-provide-security-contact-details

最新問題: 246
Azure Key Vaultを作成する必要があります。このソリューションでは、キーコンテナーから削除されたオブジェクトが 90日間保持される
ようにする必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

ボックス 1: -EnablePurgeProtection
指定した場合、このコンテナーに対して即時削除に対する保護が有効になります。論理的な削除も有効にする必要があります。

ボックス 2: -EnableSoftDelete
このキーコンテナーに対して論理的な削除機能が有効であることを指定します。論理的な削除が有効になっている場合、削除後に猶予期間

の間、このキーコンテナーとその内容を回復できます。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/azurerm.keyvault/new-azurermkeyvault

最新問題: 247
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信に対するアプリケーションセキュリティグループの影響を評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明



ボックス 1:いいえ。VM4は NSG3が接続されている Subnet13にあります。
VM1は ASG1にあります。NSG3は ASG2からの ICMP pingのみを許可しますが、ASG1からの ICMP pingは許可しません。ASG1からは
TCPトラフィックのみが許可されます。
NSG3には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

ボックス 2:はい。
VM2は ASG2にあります。ASG2からは任意のプロトコルが許可されるため、ICMP pingが許可されます。
ボックス3。VM1は ASG1にあります。ASG1からの TCPトラフィックが許可されるため、Webサーバーへの接続はポート TCP 80または
TCP 443上で行われるため、VM1はWebサーバーに接続できます。

最新問題: 248
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
Azure Security Centerには、WF1という名前のワークフロー自動化があります。WF1は、User1という名前のユーザーに電子メールメッ
セージを送信するように構成されています。

Alertsという名前の配布グループに電子メールメッセージを送信するには、WF1を変更する必要があります。
WF1を変更するには何を使用する必要がありますか?
A. Azure Application Insights
B. Azureモニター
C. Azure Logic Appsデザイナー
D. Azure DevOps
Answer: (解答を表示する)
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/workflow-automation
https://docs.microsoft.com/en-us/learn/modules/resolve-threats-with-azure-security-center/6-exerciseconfigure-
最新問題: 249

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Debbieという名前のユーザーは、モバイルデバイスに Azureアプリをインストールしています。
リソースロックが削除されたときに debbie@contoso.comにアラートが送信されるようにする必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Azure Monitorでアラートルールを構成する必要があります。
検索ボックスに「モニター」と入力し、検索結果から「モニター」を選択します。

「アラート」をクリックします。

[+新しいアラートルール]をクリックします。
「スコープ」セクションで、「リソースの選択」リンクをクリックします。

[リソースの種類でフィルター]ボックスに「locks」と入力し、フィルターされた結果から [管理ロック (ロック)]を選択します。
サブスクリプションを選択し、「完了」ボタンをクリックします。

「条件」セクションで、「条件の選択」リンクをクリックします。

「管理ロックの削除」条件を選択し、「完了」ボタンをクリックします。

[アクショングループ]セクションで、[アクショングループの選択]リンクをクリックします。
[アクショングループの作成]ボタンをクリックして、新しいアクショングループを作成します。
グループに「Debbie Mobile App」などの名前を付けて (試験用に入力する名前は関係ありません)、「次へ:通知 >」ボタンをクリックします。
[通知の種類]ボックスで、[電子メール/SMSメッセージ/プッシュ/音声]オプションを選択します。
[電子メール/SMSメッセージ/プッシュ/音声]ウィンドウで、[Azureアプリのプッシュ通知]チェックボックスをオンにし、Azureアカウント
の電子メールフィールドに debbie@contoso.comと入力します。
「OK」ボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。
A. [レビューと作成]ボタンをクリックし、次に [作成]ボタンをクリックしてアクショングループを作成します。
B. [アラートルールの作成]ウィンドウに戻り、[アラートルールの詳細]セクションで、[アラートルール名]フィールドに「管理ロックの削

除」などの名前を入力します。

C.通知名ボックスに「Debbie Mobile App」などの名前を入力します。
D. [アラートルールの作成]ボタンをクリックしてアラートルールを作成します。
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 250
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

IPアドレス 10.1.0.4が VM5に割り当てられます。VM5にはパブリック IPアドレスがありません。
VM5には、次の図に示すように構成されたジャストインタイム (JIT) VMアクセスがあります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


VM5の JIT VMアクセスを有効にします。
NSG1には、次の図に示す受信ルールがあります。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 251
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
ITチームのすべてのメンバーが含まれる Group1という名前の Azure Active Directory (Azure AD)グループがあります。
Group1のメンバーが Sub1の Azure仮想マシンを停止、起動、再起動できることを確認する必要があります。ソリューションでは、最小特権
の原則を使用する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



参照：

https://www.petri.com/cloud-security-create-custom-rbac-role-microsoft-azure

最新問題: 252
Azure AD Premium P2を使用して Azureサブスクリプションを作成します。
Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)を使用して Azureロールを保護できることを確認する必要があり
ます。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

説明

1. MFAで本人確認を行う



2. PIMへの同意
3. AADロールの PIMにサインアップする

最新問題: 253
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
ITチームのすべてのメンバーが含まれる Group1という名前の Azure Active Directory (Azure AD)グループがあります。
Group1のメンバーが Sub1の Azure仮想マシンを停止、起動、再起動できることを確認する必要があります。ソリューションでは、最小特権
の原則を使用する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

参照：

https://www.petri.com/cloud-security-create-custom-rbac-role-microsoft-azure

最新問題: 254
3つのストレージアカウント、SQLという名前の Azure SQLマネージドインスタンス、および 3つの Azure SQLデータベースを含む
Azureサブスクリプションがあります。ストレージアカウントは次の表に示すように構成されています。
SQ11には次の設定があります。



*監査:オン
*監査宛先: storage1
Azure SQLデータベースは、次の表に示すように構成されています。

Answer:

説明

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-sql/managed-instance/auditing-configure
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-sql/database/auditing-overview

最新問題: 255
新しい Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた新しい Azureサブスクリプションを作成します。
ポータルポリシーという名前のアクティブな条件付きアクセスポリシーを 1つ作成します。ポータルポリシーは、Microsoft Azure管理ク
ラウドアプリへのアクセスを提供するために使用されます。

ポータルポリシーの条件設定は、条件の説明に示されているように構成されます。(「条件」タブをクリックします。)



ポータルポリシーの付与設定は、「付与」の図に示されているように構成されます。(「付与」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/conditional-access/location-condition

最新問題: 256
User1という名前のユーザーと storage 1という名前のストレージアカウントを含む Azureサブスクリプションがあります。storage1アカ
ウントには、次の表に示すリソースが含まれています。

User1には、storage1に対して次のロールが割り当てられます。
*ストレージ BLOBデータリーダー
*ストレージテーブルのデータ提供者
*ストレージファイルデータ SMB共有リーダー



Answer:

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 257
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

Subnet1と Subnet2には Microsoft.Storageサービスエンドポイントが構成されています。
storageacc1という名前の Azureストレージアカウントがあり、次のように構成されています。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-gb/azure/storage/common/storage-network-security



最新問題: 258
VNetwork1の技術要件を満たす必要があります。
まず何をすべきでしょうか?
A. VNetwork1に新しいサブネットを作成します。
B. Subnet11と Subnet13から NSGを削除します。
C. NSGを Subnet12に関連付けます。
D. VNetwork1の DDoS保護を構成します。
Answer: A (メーッセージを残す)
シナリオより: Azure Firewallを Sub2の VNetwork1にデプロイします。
Azureファイアウォールには、AzureFirewallSubnetという名前の専用サブネットが必要です。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/firewall/tutorial-firewall-deploy-portal

最新問題: 259
次のリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。
* Azureキーコンテナー
* Database1という名前の Azure SQLデータベース
*システム割り当てのマネージド IDを使用し、Database1にアクセスするように構成された AppSrv1および AppSrv2という 2つの Azure
App Service Webアプリ。次の要件を満たす Database1の暗号化ソリューションを実装する必要があります。
* Database1のDiscountという名前の列のデータは、AppSrv1だけがデータを復号できるように暗号化する必要があります。
* AppSrv1と AppSrv2は、マネージド IDを使用して暗号化キーを取得することで承認される必要があります。
データベース 1の暗号化設定をどのように構成する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-sql/database/always-encrypted-azure-key-vault-configure?tabs=azure-powershell

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


最新問題: 260
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

ServerAdminsが次のタスクを実行できることを確認する必要があります。
RG2の既存の仮想ネットワークにのみ仮想マシンを作成します。
ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

ServerAdminsに割り当てるべき 2つのロールベースのアクセス制御 (RBAC)ロールはどれですか?それぞれの正解は、解決策の一部を示し
ています。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A. RG2のネットワーク共同作成者の役割
B. RG2のカスタム RBACロール
C. RG1のネットワーク共同作成者の役割。
D.サブスクリプションのカスタム RBACロール
E. RG1の仮想マシン共同作成者ロール。
F.サブスクリプションの共同作成者の役割
Answer: A,E (メーッセージを残す)

最新問題: 261
OU2と User1に対して計画された変更を実行する必要があります。
どのツールを使用する必要がありますか?答えるには、適切なツールを正しいリソースにドラッグします。各ツールは 1回使用することも、
複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロー

ルする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


最新問題: 262
Azure Container Registryに接続する Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターがあります。
Azure Container Registryに対して認証するには、AKSクラスターに対して自動的に生成されたサービスプリンシパルを使用する必要があ
ります。

何を作成する必要がありますか?
A. Azure Key Vaultのシークレット
B.役割の割り当て
C. Azure Active Directory (Azure AD)ユーザー
D. Azure Active Directory (Azure AD)グループ
Answer: B (メーッセージを残す)
説明/参照:
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/aks/kubernetes-service-principal

最新問題: 263
次の図に示すように、Azureリソースの階層があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


次の表に示す Azure Blueprints定義を作成します。

Blueprint1と Blueprint2をどのオブジェクトに割り当てることができますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ
い。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 264
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた Sub1という名前の Azureサブスクリプションが
あります。

次の表に示すリソースで構成されるアプリケーションを実装する予定です。

ユーザーは、Azure ADユーザーアカウントを使用して認証し、リソーストークンを使用して Cosmos DBアカウントにアクセスします。
どのタスクが CosmosDB1とWebApp1に実装されるかを特定する必要があります。
各リソースに対してどのタスクを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

CosmosDB1:データベースユーザーを作成し、リソーストークンを生成します。
Azure Cosmos DBリソーストークンは、付与されたアクセス許可に従って、クライアントが Azure Cosmos DBアカウント内の特定のリ
ソースを読み取り、書き込み、削除できるようにするための安全なメカニズムを提供します。

WebApp1: Azure ADユーザーを認証し、リソーストークンを中継する
リソーストークンを要求、生成し、モバイルアプリケーションに配信する一般的なアプローチは、リソーストークンブローカーを使用する

ことです。次の図は、サンプルアプリケーションがリソーストークンブローカーを使用してドキュメントデータベースデータへのアクセ

スを管理する方法の概要を示しています。



参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/xamarin/xamarin-forms/data-cloud/cosmosdb/authentication

最新問題: 265
次の表に示すリソースを含む、Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

次の JSONファイルを使用して、Subscription1にカスタム RBACロールを作成します。



RG1で、Role1を User1に割り当てます。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/resource-provider-operations#microsoftcompute



最新問題: 266
データとアプリケーションの要件を満たすようにWebApp1を構成する必要があります。
どの 2つのアクションを実行する必要がありますか?それぞれの正解は、解決策の一部を示しています。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A.公開証明書をアップロードします。
B. HTTPSのみのプロトコル設定をオンにします。
C.最小 TLSバージョンプロトコル設定を 1.2に設定します。
D. App Serviceプランの価格レベルを変更します。
E.受信クライアント証明書プロトコル設定をオンにします。
Answer: B,E (メーッセージを残す)
説明

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/app-service/app-service-web-configure-tls-mutual-authを参照してください。

最新問題: 267
Registry1という名前の Azure Container Registryがあります。
次の表に示すように、Registry1の役割の割り当てを追加します。

Registry1にイメージをアップロードしたり、Registry1からイメージをダウンロードしたりできるのはどのユーザーですか?回答するには、
回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


参照：

https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/container-registry/container-registry-roles

最新問題: 268
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

サブスクリプションは、次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされています。

次の表に示すグループを作成します。

Group1と Group2のメンバーシップルールは次のように構成されています。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/enterprise-users/groups-dynamic-membership

最新問題: 269
User2が現在の状態で変更および削除できる Sub1の仮想ネットワークはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択し
てください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/resource-group-lock-resources
トピック 3、Fabrikam Inc.
総括

Fabrikam, Inc.は、モントリオールに本社を置き、シアトルとニューヨークに支社を置くコンサルティング会社です。Fabrikamには IT、人事
(HR)、財務の部門があります。
既存の環境

ネットワーク環境

Fabrikamには、Microsoft 365サブスクリプションと subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
ネットワークには、Fabrikam.comという名前のオンプレミスの Active Directoryドメインが含まれています。ドメインには、OU1と OU2と
いう 2つの組織単位 (OU)が含まれています。Azure AD Connectクラウド同期は OU1のみを同期します。
Azureリソースの階層を次の図に示します。



Azure Active Directory (Azure AD)テナントには、次の表に示すユーザーが含まれています。

Azure ADには、次の表に示すリソースが含まれています。

サブスクリプション 1のリソース
Subscription1には、次の表に示す仮想ネットワークが含まれています。



Subscription1には、次の表に示すネットワークセキュリティグループ (NSG)が含まれています。

Subscription1には、次の表に示す仮想マシンが含まれています。

Subscription1には、次の表に示す Azure Key Vaultが含まれています。

Subscription1には、米国西部 Azureリージョンの storage1という名前のストレージアカウントが含まれています。
計画された変更と要件

計画された変更

Fabrikamは次の変更を実装する予定です。
次の表に示すように、2つのアプリケーションセキュリティグループを作成します。

VM1のネットワークインターフェイスを ASG1に関連付けます。
Azure Security Centerを使用して SecPol1をデプロイします。
App1という名前のサードパーティアプリをデプロイします。App1のバージョンは、利用可能なすべてのオペレーティングシステムに存在



します。

RG2という名前のリソースグループを作成します。
OU2を Azure ADに同期します。
User1を Group1に追加します。
技術的要件

Fabrikamは次の技術要件を特定します。
財務部門のユーザーは、SharePoint Onlineにアクセスするときに 3時間後に再認証する必要があります。
Storage1は、顧客管理のキーと自動キーローテーションを使用して暗号化する必要があります。
Sentinel1から、次のノートブックを起動できることを確認する必要があります。
エンティティエクスプローラー -アカウント
エンティティエクスプローラー - Windowsホスト
ガイド付き調査プロセスのアラート

VM1、VM2、および VM3は、Azure Disk Encryptionを使用して暗号化する必要があります。
VM1、VM2、および VM3のジャストインタイム (JIT) VMアクセスを有効にする必要があります。
App1は、KeyVault1に保存されている安全な接続文字列を使用する必要があります。
KeyVault1トラフィックはインターネット経由で移動してはなりません。

最新問題: 270
あなたの会社はシアトルとニューヨークに 2つのオフィスを持っています。各オフィスは NATデバイスを使用してインターネットに接続し
ます。オフィスは次の表に示す IPアドレスを使用します。

この会社には、contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。テナントには、次の表に示すユーザーが
含まれます。

MFAサービス設定は、図に示すように構成されています。(「展示」タブをクリックします。)



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



ボックス 2:いいえ
Microsoft Authenticatorの使用は必要ありません。
注: Microsoft Authenticatorは、2段階認証プロセス中に使用される時間ベースのコードを生成するモバイルデバイス用の多要素アプリで
す。

ボックス 3:いいえ
ニューヨークの IPアドレスサブネットは、「リクエストの多要素認証をスキップ」に含まれています。
参考文献:
https://www.cayosoft.com/difference-enabling-enforcing-mfa/

最新問題: 271
あなたの会社には、Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Subscription1は、次の表に示すユーザーを含む
Azure Active Directoryテナントに関連付けられています。

会社は新しい所有者に売却されます。

会社は、Subscription1の所有権を譲渡する必要があります。
どのユーザーが所有権を譲渡できますか?そのユーザーはどのツールを使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプ
ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：



https://docs.microsoft.com/en-us/azure/cost-management-billing/manage/billing-subscription-transfer

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 272
Azure portalから、Azureポリシーを構成します。
DeployIfNotExist、AuditIfNotExist、Append、および Deny効果を使用するポリシーを割り当てることを計画しています。
割り当てにマネージド IDが必要なのはどの効果ですか?
存在しない場合の監査

A.
B.追加
https://www.fast2test.com/AZ-500-practice-test.html 84
有効な Fast2test AZ-500試験 PDF問題集 -新しい AZ-500本当の試験問題
存在しない場合のデプロイ

C.
D.拒否
Answer: (解答を表示する)
Azure Policyは、deployIfNotExistsポリシー定義内のテンプレートを実行するときに、マネージド IDを使用して実行します。
参照：

https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/governance/policy/how-to/remediate-resources

最新問題: 273
OU2と User1に対して計画された変更を実行する必要があります。
どのツールを使用する必要がありますか?答えるには、適切なツールを正しいリソースにドラッグします。各ツールは 1回使用することも、
複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロー

ルする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

最新問題: 274
Azure Container Registryに接続する Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターがあります。
Azure Container Registryに対して認証するには、AKSクラスターの自動生成されたサービスプリンシパルを使用する必要があります。
何を作成する必要がありますか?
A. Azure Key Vaultのシークレット
B.役割の割り当て
C. Azure Active Directory (Azure AD)ユーザー
D. Azure Active Directory (Azure AD)グループ
Answer: (解答を表示する)
セクション: [なし]
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/aks/kubernetes-service-principal

最新問題: 275
You plan to use Azure Disk Encryption for several virtual machine disks.
You need to ensure that Azure Disk Encryption can retrieve secrets from the KeyVault11641655 Azure key vault.
To complete this task, sign in to the Azure portal and modify the Azure resources.
Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


See the explanation below.
Explanation
1. In the Azure portal, type Key Vaults from the search results then select KeyVault11641655. Alternatively, browse to in the left navigation
pane.
2. In the Key Vault properties, scroll down to the Access Policies.
3. Select the Azure Disk Encryption for volume encryption

4. Click Save to save the changes.

最新問題: 276
次の図に示すように、Azureリソースの階層があります。

RG1、RG2、RG3はリソースグループです。



RG2には VM1という名前の仮想マシンが含まれています。
次の表に示すユーザーに、ロールベースのアクセス制御 (RBAC)の役割を割り当てます。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:
説明

最新問題: 277
User2が PIMを実装できることを確認する必要があります。
まず何をすべきでしょうか?
A. User2に全体管理者の役割を割り当てます。
B. contoso.comの認証方法を構成します。
C. contoso.comの IDセキュリティスコアを構成します。
D. User2の多要素認証 (MFA)を有効にします。
Answer: D (メーッセージを残す)
ディレクトリで PIMの使用を開始するには、まず PIMを有効にする必要があります。
1.ディレクトリの全体管理者として Azure portalにサインインします。
ディレクトリに対して PIMを有効にするには、Microsoftアカウント (@outlook.comなど)ではなく、組織アカウント (@yourdomain.comな
ど)を持つ全体管理者である必要があります。
シナリオ:技術要件には次のものが含まれます: contoso.comに対して Azure AD Privileged Identity Management (PIM)を有効にする参照:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-getting-started

最新問題: 278
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
ITチームのすべてのメンバーが含まれる Group1という名前の Azure Active Directory (Azure AD)グループがあります。
Group1のメンバーが Sub1の Azure仮想マシンを停止、起動、再起動できることを確認する必要があります。ソリューションでは、最小特権
の原則を使用する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

Explanation:
参考文献:
https://www.petri.com/cloud-security-create-custom-rbac-role-microsoft-azure
最新問題: 279
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた Sub1という名前の Azureサブスクリプションが



あります。

あなたには、テナントの全体管理者の役割が割り当てられています。Azure Security Centerの設定を管理するのはお客様の責任です。
カスタム機密ラベルを作成する必要があります。

まず何をすべきでしょうか?
A.カスタムの機密情報の種類を作成します。
B. Azure ADのグローバル管理者のアクセス権を昇格します。
C.セキュリティセンターの価格レベルを標準にアップグレードします。
D. Microsoft Cloud App Securityとの統合を有効にします。
Answer: (解答を表示する)
まず、デフォルトのルールを直接変更できないため、新しい機密情報の種類を作成する必要があります。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/office365/securitycompliance/customize-a-built-in-sensitive-information-type

最新問題: 280
次の表に示す Azure Active Directory (Azure AD)リソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示すグループを作成します。

どのリソースを Group5と Group6に追加できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

最新問題: 281
Azure Key Vaultを作成する必要があります。このソリューションでは、キーコンテナーから削除されたオブジェクトが 90日間保持される
ようにする必要があります。

コマンドをどのように完了すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/powershell/module/azurerm.keyvault/new-azurermkeyvault

最新問題: 282
Azure Key Vaultを持っています。
次の要件を満たすには、キーコンテナーへの管理アクセスを委任する必要があります。

User1という名前のユーザーに、キーコンテナーの高度なアクセスポリシーを設定する権限を与えます。
User2という名前のユーザーに、キーコンテナー内の証明書を追加および削除する権限を与えます。
最小特権の原則を使用します。

各ユーザーにアクセス権を割り当てるには何を使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ
い。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

Explanation:
ユーザー1: RBAC
RBACは、管理プレーンの Key Vaultアクセス制御メカニズムとして使用されます。これにより、適切な IDを持つユーザーは次のことが可
能になります。

Key Vaultアクセスポリシーを設定する
キーコンテナーの作成、読み取り、更新、および削除

Key Vaultタグを設定する
注:ロールベースのアクセス制御 (RBAC)は、Azureリソースのきめ細かいアクセス管理を提供するシステムです。RBACを使用すると、



チーム内の職務を分離し、職務の実行に必要な量のアクセスのみをユーザーに付与できます。

User2:キーコンテナーのアクセスポリシー
キーコンテナーのアクセスポリシーは、キーコンテナーのデータプレーンにアクセスするためのアクセス制御メカニズムです。Key Vault
アクセスポリシーは、キー、シークレット、証明書に個別にアクセス許可を付与します。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/key-vault/key-vault-secure-your-key-vault

最新問題: 283
必要に応じて、次のログイン資格情報を使用します。

ユーザー名を入力するには、[サインイン]ボックスにカーソルを置き、下のユーザー名をクリックします。
パスワードを入力するには、「パスワードの入力」ボックスにカーソルを置き、下のパスワードをクリックします。

Azureユーザー名: User1-10598168@ExamUsers.com
Azureパスワード: Ag1Bh9!#Bd
次の情報は、テクニカルサポートのみを目的としています。

ラボインスタンス: 10598168





user21059868という名前のユーザーが RG1lod10598168リソースグループ内の仮想マシンのプロパティを管理できることを確認する必要
があります。ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Answer:
以下の説明を参照してください。

説明

1. Azure portalで、RG1lod10598168リソースグループを見つけて選択します。
2.「アクセス制御 (IAM)」をクリックします。
3. [役割の割り当て]タブをクリックして、このスコープのすべての役割の割り当てを表示します。
4. [追加] > [役割割り当ての追加]をクリックして、[役割割り当ての追加]ペインを開きます。



5. [ロール]ドロップダウンリストで、ロール [仮想マシン共同作成者]を選択します。仮想マシン共同作成者を使用すると、仮想マシンを管理
できますが、仮想マシンへのアクセスや、仮想マシンが接続されている仮想ネットワークやストレージアカウントへのアクセスはできませ

ん。

6. [選択]リストで、ユーザー user21059868を選択します。
7.「保存」をクリックして役割を割り当てます。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/role-assignments-portal
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/built-in-roles#virtual-machine-contributor

最新問題: 284
IDという名前のマネージド IDを持ち、Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされている Azureサブスクリプションがありま
す。テナントには、次の表に示すリソースが含まれています。

AUIおよび AU2にはどのリソースを追加できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

AU1と AU2にはどのリソースを追加できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 285
Active Directoryドメインサービス (AD DS)ドメインと同期する Azure Active Directoryテナントがあります。
フォルダーとファイルを含む Azureファイル共有を作成する予定です。
Azureファイル共有と共有内のフォルダーにアクセス許可を割り当てるには、どのアイデンティティストアを使用できますか?回答するに
は、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:
答えは下の画像の通りです。

最新問題: 286
Azure AD Premium P2を使用して Azureサブスクリプションを作成します。
Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)を使用して Azureロールを保護できることを確認する必要があり
ます。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。



Answer:

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 287

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Contosostorage1という名前の Azure Storageアカウントと Contosokeyvault1という名前の Azure Key Vaultを含む Sub1という名前の
Azureサブスクリプションがあります。
Contosostorage1のキーをローテーションして Contosokeyvault1に保存する Azure Automation Runbookを作成する予定です。
Runbookを確実に実装するには、前提条件を実装する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:



説明

ステップ 1: Azure Automationアカウントを作成する
Runbookは Azure Automationアカウント内に存在し、PowerShellスクリプトを実行できます。
ステップ 2: PowerShellモジュールを Azure Automationアカウントにインポートする
Azure Automationアカウントのリソースセクションの [資産]で、[Runbookにモジュールを追加する]を選択します。Runbookで Key Vault
コマンドレットを実行するには、AzureRM.profileと AzureRM.key Vaultを追加する必要があります。
ステップ 3: Azure Automationアカウントで接続リソースを作成する
AzureAutomationTutorialScriptサンプル Runbookから取得した以下のサンプルコードを使用して、実行アカウントを使用して認証
し、Runbookで Resource Managerリソースを管理できます。AzureRunAsConnectionは、上記の「実行アカウント」を作成したときに自動的

に作成される接続アセットです。

これは、[資産] -> [接続]にあります。認証コードの後に、上記と同じコードを実行して、ボールトからすべてのキーを取得します。
$connectionName = "AzureRunAsConnection"
試す

{
#接続「AzureRunAsConnection」を取得します
$servicePrincipalConnection=Get-AutomationConnection -Name $connectionName
「Azureにログインしています...」
AzureRmAccountの追加 `
-サービスプリンシパル `
-TenantId $servicePrincipalConnection.TenantId `
-ApplicationId $servicePrincipalConnection.ApplicationId `
-CertificateThumbprint $servicePrincipalConnection.CertificateThumbprint
}
参考文献:
https://www.rahulpnath.com/blog/accessing-azure-key-vault-from-azure-runbook/

最新問題: 288
cont1という名前の BLOBコンテナーを含む Azureサブスクリプションがあります。Cont1には、次の図に示すアクセスポリシーがありま



す。

ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

Answer:



説明

最新問題: 289
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

User1は Group1のメンバーです。Group1と User2には、Vault1の Key Vault共同作成者ロールが割り当てられます。
2019年 1月 1日に、Vault1にシークレットを作成します。秘密は展示に示されているように構成されています。(「展示」タブをクリックしま

す。)



User2には Vault1へのアクセスポリシーが割り当てられます。ポリシーには次の構成があります。
キー管理操作:取得、リスト、および復元
暗号化操作:キーの復号化とラップ解除
シークレット管理操作:取得、リスト、および復元
Group1には Vault1へのアクセスが割り当てられます。ポリシーには次の構成があります。
キー管理操作:取得と回復
シークレット管理操作:リスト、バックアップ、および復元
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。

Answer:



最新問題: 290
あなたの会社には、Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Sub1には、Azure Application Insightsを使用するWebApp1
という名前の Azure Webアプリが含まれています。WebApp1では、ユーザーは OAuth 2.0クライアントシークレットを使用して認証する
必要があります。

同社の開発者は、Web App1へのユーザートラフィックをエミュレートする合成トランザクションを実行する、複数ステップのWebテスト
アプリを作成することを計画しています。

Webテストが無人で実行できることを確認する必要があります。
まず何をすべきでしょうか?
A. Microsoft Visual Studioで、.webtestファイルを変更します。
B. .webtestファイルを Application Insightsにアップロードします。
C.Webテストアプリを Azure ADに登録します。
D.Webテストアプリにプラグインを追加します。
Answer: B (メーッセージを残す)
説明

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/app/availability-multistep

最新問題: 291
Azure Key Vaultを含む Azureサブスクリプションを持っています。キーコンテナーの役割の割り当てを次の図に示します。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。注:正し
く選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:
答えは下の画像の通りです。

最新問題: 292
User8に RG4、RG5、および RG6の所有者の役割を割り当てます。
User8はどのリソースグループに仮想ネットワークと NSGを作成できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してく
ださい。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明



ボックス 1: RG4のみ
Rg5および Rg6では仮想ネットワークは許可されません。
ボックス 2: Rg4、Rg5、および Rg6
シナリオ：

Contosoには、Sub1と Sub2という名前の 2つの Azureサブスクリプションがあります。
Sub1には、RG1、RG2、RG3、RG4、RG5、および RG6という名前の 6つのリソースグループが含まれています。
User8に RG4、RG5、および RG6の所有者の役割を割り当てます。
User8都市シドニー、役割:なし
注:ネットワークセキュリティグループ (NSG)には、Azure Virtual Network (VNet)に接続されているリソースへのネットワークトラ
フィックを許可または拒否するセキュリティルールのリストが含まれています。NSGは、サブネット、個々の VM (クラシック)、または VM
に接続された個々のネットワークインターフェイス (NIC) (リソースマネージャー)に関連付けることができます。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/overview

最新問題: 293
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

次の設定を持つ Azure AD Identity Protectionサインインリスクポリシーを作成して適用します。
*割り当て: Group1を含み、Group2を除く
※条件：サインイン危険度：中以上
*アクセスアクセスを許可、多要素認証が必要
ユーザーが Azure ADにサインインするときに何が起こるかを特定する必要があります。
各ユーザーについて何を識別する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

Explanation:
参考文献:
http://www.rebeladmin.com/2018/09/step-step-guide-configure-risk-based-azure-conditional-access-policies/
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/concept-identity-protection-policies



https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/concept-identity-protection-risks

最新問題: 294
管理者が Azure Resource Managerテンプレートを使用してリソースをデプロイするときに、そのデプロイメントが KV11597200という名
前の Azure Key Vault内のシークレットにアクセスできることを確認する必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
以下の説明を参照してください。

Answer:
説明

キーコンテナーの高度なアクセスポリシーでオプションを構成する必要があります。

* Azure portalで、検索ボックスに「Azure Key Vault」と入力し、検索結果から [Azure Key Vault]を選択して、KV11597200という名前のキー

コンテナーを選択します。または、左側のナビゲーションウィンドウで Azure Key Vaultを参照します。
*キーコンテナーのプロパティで、[高度なアクセスポリシー]をクリックします。
*テンプレートのデプロイのために Azure Resource Managerへのアクセスを有効にするというチェックボックスをオンにします。
* [保存]をクリックして変更を保存します。

最新問題: 295
あなたの会社には、contoso.comという名前の Azure Active Directory Azure (Azure AD)テナントに関連付けられている Sub1という名前の
Azureサブスクリプションがあります。
会社は App1という名前のモバイルアプリケーションを開発しています。App1は、OAuth 2暗黙的付与タイプを使用して Azure ADアクセ
ストークンを取得します。

App1を Azure ADに登録する必要があります。
アプリケーションを登録するには開発者からどのような情報を取得する必要がありますか?
A.リダイレクト URI
B.返信URL
C.キー
D.アプリケーションID
Answer: A (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
Explanation:
ネイティブアプリケーションの場合は、Azure ADがトークン応答を返すために使用するリダイレクト URIを指定する必要があります。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/develop/v1-protocols-oauth-code

最新問題: 296
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。
Azure Security Centerを使用して、3つの Azureサブスクリプションの一元的なポリシー管理を行います。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


サブスクリプションのセキュリティを管理するには、いくつかのポリシー定義を使用します。

ポリシー定義を 3つのサブスクリプションすべてにグループとして展開する必要があります。
解決策:リソースグラフと、管理グループを範囲とする割り当てを作成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: (解答を表示する)
参考文献:
https://4sysops.com/archives/apply-governance-policy-to-multiple-azure-subscriptions-with-management-groups/

最新問題: 297
Azureサブスクリプションで Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターを作成する予定です。
登録されたサーバーアプリケーションのマニフェストを次の図に示します。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


AKSクラスターと Azure Active Directory (Azure AD)が統合されていることを確認する必要があります。
マニフェスト内のどのプロパティを変更する必要がありますか?
A. accessTokenAcceptedVersion
B. keyCredentials
C. groupMembershipClaims
D. acceptMappedClaims
Answer: (解答を表示する)
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/aks/azure-ad-integration-cli
https://www.codeproject.com/Articles/3211864/Operation-and-Maintenance-of-AKS-Applications

最新問題: 298
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあり、次の表に示すユーザーが含まれています。

Azure AD Privileged Identity Management (PIM)がテナントに対して有効になっています。
PIMでは、パスワード管理者の役割には次の設定があります。
最大アクティベーション期間 (時間): 2
管理者にアクティベーションを通知する電子メールを送信する:無効にする
アクティベーション中にインシデント/リクエストチケット番号が必要:無効にする
アクティブ化に Azure Multi-Factor Authenticationが必要:有効にする
このロールをアクティブ化するには承認が必要です:有効にする
選択された承認者: Group1
次の表に示すように、ユーザーにパスワード管理者の役割を割り当てます。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-resource-roles-assign-roles

最新問題: 299
次のデータコネクタを備えた Azure Sentinelワークスペースがあります。
* Azure Active Directory ID保護
*コモンイベントフォーマット(CEF)
* Azureファイアウォール
データが各コネクタから取り込まれていることを確認する必要があります。

[ログクエリ]ウィンドウから、各コネクタに対してどのテーブルをクエリする必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプショ
ンを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:



説明

グラフィカルユーザーインターフェイス、アプリケーション、テーブルの説明が自動的に生成される



最新問題: 300
Azure Sentinelワークスペースを含む Azureサブスクリプションがあります。
Azure Sentinelは、複数の Azureワークロードからログを取り込むように構成されています。インシデントの管理には、サードパーティの
サービス管理プラットフォームが使用されます。

次の要件を満たすように構成する Azure Sentinelコンポーネントを特定する必要があります。
Azure Sentinelが脅威を特定したら、インシデントを作成する必要があります。
Azure Sentinelでインシデントが作成されるとき、チケットはサービス管理プラットフォームに記録される必要があります。
各要件に対してどのコンポーネントを特定する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/create-incidents-from-alerts
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/tutorial-respond-threats-playbook

最新問題: 301
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
RG1という名前のリソースグループに Sa1という名前の Azureストレージアカウントがあります。
ユーザーとアプリケーションは、いくつかの共有アクセス署名 (SAS)と保存されたアクセスポリシーを使用して、Sa1の BLOBサービスと
ファイルサービスにアクセスします。

権限のないユーザーがファイルサービスと BLOBサービスの両方にアクセスしたことがわかりました。
Sa1へのすべてのアクセスを取り消す必要があります。
解決策:新しい保存されたアクセスポリシーを作成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: A (メーッセージを残す)
説明

共有アクセス署名は、ブログなどの特定のリソースへのアクセスを提供します。保存されたアクセスポリシーは、Shared Access Signature
(SAS)のグループです。SASへのアクセスを取り消すには、次のいずれかを実行できます。
1. Key1または Key 2、つまり SASへの署名に使用されるアクセスキーをローテーションします。SASの署名に使用されたアクセスキーを
ローテーションすると、以前に署名された SASが無効になるため、以前に使用されていた SASが取り消されます。
2. SASがリンクされている保存されたアクセスポリシーを削除します。ストアドアクセスポリシーが削除されると、そのストアドアクセ

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


スポリシーに関連付けられている SASも無効になります。

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 302
Sub2の VM1、VM2、および VM3のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 303
次の表に示す仮想マシンを含む Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


承認されたユーザーがアクセスを要求するまで、RG1の仮想マシンのリモートデスクトップポートが閉じられていることを確認する必要
があります。

何を設定すればよいでしょうか?
A. Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)
B.アプリケーションセキュリティグループ
C. Azure Active Directory (Azure AD)条件付きアクセス
D.ジャストインタイム (JIT) VMアクセス
Answer: D (メーッセージを残す)
説明

ジャストインタイム (JIT)仮想マシン (VM)アクセスを使用して、Azure VMへの受信トラフィックをロックダウンし、攻撃にさらされるリス
クを軽減しながら、必要なときに VMに接続するための簡単なアクセスを提供できます。
注:ジャストインタイムが有効になっている場合、Security Centerは NSGルールを作成することによって、Azure VMへの受信トラフィッ
クをロックダウンします。受信トラフィックをロックダウンする VM上のポートを選択します。これらのポートは、ジャストインタイムソ
リューションによって制御されます。

ユーザーが VMへのアクセスを要求すると、Security Centerは、ユーザーが VMへのアクセスを正常に要求できる役割ベースのアクセス制
御 (RBAC)アクセス許可を持っているかどうかを確認します。要求が承認されると、Security Centerは、指定された期間、選択されたポート
および要求された送信元 IPアドレスまたは範囲への受信トラフィックを許可するように、ネットワークセキュリティグループ (NSG)と
Azure Firewallを自動的に構成します。時間が経過すると、Security Centerは NSGを以前の状態に復元します。ただし、すでに確立されてい
る接続は中断されません。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-just-in-time

最新問題: 304
次の表に示す Azure Log Analyticsワークスペースを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す仮想マシンを作成します。

Azure Sentinelを使用して、仮想マシン上のWindows Defenderファイアウォールを監視する予定です。
Azure Sentinelに接続できる仮想マシンはどれですか?
A. VM1のみ
B. VM1と VM3のみ
C. VM1、VM2、VM3、VM4
D. VM1と VM2のみ
Answer: C (メーッセージを残す)
説明/参照:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/connect-windows-firewall

最新問題: 305
Sub2の VM1、VM2、および VM3のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 306
AU1と AU2という 2つの管理単位を含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。
ユーザーは、次の表に示すように管理単位に割り当てられます。



Answer:

最新問題: 307
プラットフォームの保護要件を満たすには、Microsoftマルウェア対策を導入する必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

シナリオ:Microsoft Antimalwareを RG1の仮想マシンにインストールする必要があります。
RG1は、Vnet1、VM0、および VM1を含むリソースグループです。
ボックス 1: DeployIfNotExists
DeployIfNotExistsは、条件が満たされた場合にテンプレートのデプロイメントを実行します。
Azureポリシー定義マルウェア対策
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/concepts/Effects

最新問題: 308
Contosostorage1という名前の Azure Storageアカウントと Contosokeyvault1という名前の Azure Key Vaultを含む Sub1という名前の
Azureサブスクリプションがあります。
Contosostorage1のキーをローテーションして Contosokeyvault1に保存する Azure Automation Runbookを作成する予定です。
Runbookを確実に実装するには、前提条件を実装する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。



Answer:

1 - Azure Automationアカウントを作成する
2 - PowerShellモジュールを Azure Automationアカウントにインポートする
3 - Azure Automationアカウントで接続リソースを作成する
参照：

https://www.rahulpnath.com/blog/accessing-azure-key-vault-from-azure-runbook/

最新問題: 309
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 310
あなたは、次の表に示すオフィスを持つ Contoso, Ltd.という会社で働いています。

Contosoには、contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。すべての contoso.comユーザーは Azure
Multi-Factor Authentication (MFA)を有効にしています。テナントには、次の表に示すユーザーが含まれます。

contoso.comの多要素設定は、次のように構成されています。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 311
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。そのため、これらの質問はレビュー画面には表示されません。

Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
RG1という名前のリソースグループに sa1という名前の Azureストレージアカウントがあります。
ユーザーとアプリケーションは、いくつかの共有アクセス署名 (SAS)と保存されたアクセスポリシーを使用して、sa1の BLOBサービスと
ファイルサービスにアクセスします。

権限のないユーザーがファイルサービスと BLOBサービスの両方にアクセスしたことがわかりました。
sa1へのすべてのアクセスを取り消す必要があります。
解決策:新しい保存されたアクセスポリシーを作成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: (解答を表示する)
セクション: [なし]
Explanation:
新しい (追加の)保存されたアクセスポリシーを作成しても、既存のポリシーやそれにリンクされている SASには影響しません。
保存されたアクセスポリシーを取り消すには、アクセスポリシーを削除するか、署名付き識別子を変更して名前を変更します。

署名付き識別子を変更すると、既存の署名と保存されているアクセスポリシー間の関連付けが解除されます。保存されたアクセスポリシー

を削除または名前変更すると、それに関連付けられているすべての共有アクセス署名が即座に影響を受けます。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/rest/api/storageservices/Heading-a-Stored-Access-Policy
最新問題: 312
次の図に示すアラートを含む Azureサブスクリプションがあります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/platform/alerts-overview

最新問題: 313
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureポリシーを作成します。

次の表に示すリソースロックを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

Explanation:
1.)次のスコープがロックされているため、書き込み操作を実行できません:

「subscriptions/xxxx/resourceGroups/xxx」ロックを解除して、もう一度お試しください。
2.)読み取り専用ロックを持つリソースグループに VMを作成すると、エラーが表示されます。
「選択されたリソースグループは読み取り専用です」

3.)読み取り専用ロックのため、マシンの起動後にロックが追加されると、仮想マシンは起動または停止できません。(このユースケースの一
部ではありませんが、知っておくと良いでしょう。

回答で参照されている記事は、ブループリントに範囲が限定されているため、異なると述べています。

[リソースのロック]ページには、VMの起動に関して次のことが記載されています。
「仮想マシンを含むリソースグループに対する読み取り専用ロックにより、すべてのユーザーが仮想マシンを起動または再起動できなくな

ります。これらの操作には POSTリクエストが必要です。」
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/management/lock-resources

最新問題: 314
データとアプリケーションの要件を満たすように SQLDB1を構成する必要があります。
順番に実行することをお勧めする 3つのアクションはどれですか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に
移動し、正しい順序で並べます。



Answer:



Explanation:
https://www.youtube.com/watch?v=pEPyPsGEevw
トピック 2、Contoso
仮想マシンがロードされるまでお待ちください。ロードしたら、ラボセクションに進むことができます。これには数分かかる場合があります

が、待ち時間は全体のテスト時間から差し引かれません。

[次へ]ボタンが使用可能になったら、それをクリックしてラボセクションにアクセスします。このセクションでは、ライブ環境で一連のタス
クを実行します。ほとんどの機能は実際の環境と同じように利用できますが、一部の機能 (コピーアンドペースト、外部Webサイトに移動
する機能など)は設計上不可能です。
スコアは、ラボに記載されているタスクの実行結果に基づいています。言い換えれば、タスクをどのように達成するかは問題ではありませ

ん。タスクを正常に実行できれば、そのタスクの功績が得られます。

ラボは個別に時間が設定されていないため、この試験では完了する必要があるラボが複数ある場合があります。各ラボを完了したいだけ時間

を費やすことができます。ただし、ラボを確実に完了できるように時間を適切に管理する必要があります。作業を送信した後は、ラボ内の [次
へ]ボタンをクリックしてください。
タスク1：
インターネットから VM1という名前の仮想マシンへの RDP接続を許可するように Azureを構成する必要があります。ソリューションで
は、VM1の攻撃対象領域を最小限に抑える必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
タスク 2:
VM1という名前の仮想マシンのネットワークインターフェイスを ASG1という名前のアプリケーションセキュリティグループに追加す
る必要があります。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
タスク 3:
Microsoft Antimalware for Virtual Machinesを使用して、VM1という名前の仮想マシン上で毎週日曜日の 02:00に完全なマルウェアスキャ
ンを実行する必要があります。

タスク 4:
あなたの会社の開発者は、App103178O6という名前のWebアプリを作成し、そのアプリを htmlps://www.contoso.comに公開することを計
画しています。

次のタスクを実行する必要があります。

* App10317806が Azure Active Directory (Azure AD)に登録されていることを確認します。
* App10317806のパスワードを生成します。
タスク 5:
管理ユーザーが VNET1という名前の仮想ネットワークを誤って削除しないようにする必要があります。管理ユーザーには、VNET1の設定の
変更を許可する必要があります。

タスク 6:
user2103l7806という名前のユーザーが RG1lod10317806リソースグループ内の仮想マシンのプロパティを管理できることを確認する必
要があります。ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

タスク 7:
131.107.0.0/16サブネットに接続されているデバイスのみが、railod10317806 Azureストレージアカウントのデータにアクセスできるよう
にする必要があります (タスク 8:)。
VM1という名前の仮想マシンの平均 CPU使用率が 15分間で 70%を超えた場合は、admin1@contoso.comという名前のユーザーにアラー



トを電子メールで送信する必要があります。

タスク9:
VM1という名前の仮想マシンのセキュリティログから、すべての監査失敗データを Azureストレージアカウントに収集する必要がありま
す。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
このタスクが完了するまでに数分かかる場合があります。タスクの完了中に他のタスクを実行できます。

タスク 10:
rg1lodl03l7806n1 Azureストレージアカウントへの HTTP接続を禁止する必要があります。
タスク 11:
rg1lod10317806n1 Azure Storageアカウントが、KeyVault10317806 Azure Key Vaultに保存されているキーを使用して暗号化されているこ
とを確認する必要があります。

タスク 12:
10317806.onmicrosoft.comという名前の新しい Azure Active Directory (Azure AD)ディレクトリを作成する必要があります。新しいディレ
クトリには、Azure Multi-Factor Authentication (MFA)を使用してサインインするように構成された userl103l7806.onmicrosoft.comという名
前のユーザーが含まれている必要があります。

これはケーススタディです。ケーススタディは個別に時間が設定されるわけではありません。各ケースを完了したいだけ試験時間を費やすこ

とができます。ただし、この試験には追加のケーススタディやセクションが存在する場合があります。この試験に含まれるすべての質問を指

定された時間内に完了できるように時間を管理する必要があります。

ケーススタディに含まれる質問に答えるには、ケーススタディで提供される情報を参照する必要があります。ケーススタディには、ケース

スタディで説明されているシナリオに関する詳細情報を提供する展示やその他のリソースが含まれる場合があります。このケーススタディ

に関する各質問は、他の質問から独立しています。

このケーススタディの最後に、レビュー画面が表示されます。この画面では、試験の次のセクションに進む前に、回答を確認し、変更を加える

ことができます。新しいセクションを開始した後は、このセクションに戻ることはできません。

ケーススタディを開始するには

このケーススタディに関する最初の質問を表示するには、「次へ」ボタンをクリックします。質問に答える前に、左側のペインのボタンを使用

してケーススタディの内容を調べてください。これらのボタンをクリックすると、ビジネス要件、既存の環境、問題の説明などの情報が表示

されます。ケーススタディに [すべての情報]タブがある場合、表示される情報は後続のタブに表示される情報と同じであることに注意して
ください。質問に答える準備ができたら、「質問」ボタンをクリックして質問に戻ります。

概要

Contoso, Ltd.は、モントリオールに本社を置き、シアトルとニューヨークに 2つの支社を構えるコンサルティング会社です。
同社はサーバーインフラストラクチャ全体を Azureでホストしています。
Contosoには、Sub1と Sub2という名前の 2つの Azureサブスクリプションがあります。どちらのサブスクリプションも、contoso.comと
いう名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられています。
技術的要件

Contosoは次の技術要件を特定します。
* Azure Firewallを Sub2の VNetWork1にデプロイします。
* App2という名前のアプリケーションを contoso.comに登録します。
*可能な限り、最小特権の原則を使用してください。
* contoso.comに対して Azure AD Privileged Identity Management (PIM)を有効にする
既存の環境



Azure AD
Contoso.comには、次の表に示すユーザーが含まれています。

Contoso.comには、次の表に示すセキュリティグループが含まれています。

サブ1
Sub1には、RG1、RG2、RG3、RG4、RG5、および RG6という名前の 6つのリソースグループが含まれています。
User2は、次の表に示す仮想ネットワークを作成します。

Sub1には、次の表に示すロックが含まれています。

Sub1には、次の表に示す Azureポリシーが含まれています。

サブ2



Sub2には、次の表に示す仮想マシンが含まれています。

すべての仮想マシンにはパブリック IPアドレスとWebサーバー (IIS)の役割がインストールされています。各仮想マシンのファイアウォー
ルでは、pingリクエストとWebリクエストが許可されます。
Sub2には、次の表に示すネットワークセキュリティグループ (NSG)が含まれています。

NSG1には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

NSG2には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

NSG3には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。

NSG4には、次の表に示す受信セキュリティルールがあります。



NSG1、NSG2、NSG3、および NSG4には、次の表に示す送信セキュリティルールがあります。

Contosoは次の技術要件を特定します。
* Azure Firewallを Sub2の VNetwork1にデプロイします。
* App2という名前のアプリケーションを contoso.comに登録します。
*可能な限り、最小特権の原則を使用してください。
* contoso.comに対して Azure AD Privileged Identity Management (PIM)を有効にします。

最新問題: 315
次の表に示すリソースを含む Azureサブスクリプションがあります。

サブスクリプションは、次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされています。

次の表に示すグループを作成します。

Group1と Group2のメンバーシップルールは次のように構成されています。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/enterprise-users/groups-dynamic-membership

最新問題: 316
Azure Active Directory Premium Plan 1テナントにリンクされた Azureサブスクリプションがあります。
Azure Active Directory (Azure AD) Identity Protectionを実装する予定です。
ユーザーリスクポリシーとサインインリスクポリシーを構成できることを確認する必要があります。

まず何をすべきでしょうか?
A.すべてのユーザーに対して Azure Active Directory Premium Plan 2ライセンスを購入します。
B.すべてのユーザーを Azure Multi-Factor Authentication (MFA)に登録します。
C. Azure ADのセキュリティのデフォルトを有効にします。
D. Azure Security Centerを標準レベルにアップグレードします。
Answer: A (メーッセージを残す)
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/authentication/tutorial-risk-based-sspr-mfa

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 317
Container1という名前の BLOBコンテナーと App1という名前のクライアントアプリケーションを含む Azureストレージアカウントがあ
ります。

Azure Active Directory (Azure AD)認証を使用して、App1の Container1へのアクセスを有効にする必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Answer:

参照：

https://azure.microsoft.com/en-in/blog/payment-the-preview-of-aad-authentication-for-storage/
https://github.com/MicrosoftDocs/azure-docs/blob/master/articles/storage/common/storage-auth-aad-rbac-portal.md

最新問題: 318
Azureサブスクリプションをお持ちです。
S1アプリサービスプランを使用する Contoso1812という名前の Azure Webアプリを作成します。
Contoso1812の IPアドレスを指す www.contoso.comの DNSレコードを作成します。
ユーザーが https://www.contoso.com URLを使用して Contoso1812にアクセスできることを確認する必要があります。
どの 2つのアクションを実行する必要がありますか?それぞれの正解は、解決策の一部を示しています。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。
A. Contoso1812のシステム割り当てマネージド IDを有効にします。
B.ホスト名を Contoso1812に追加します。
C. Contoso1812の App Serviceプランをスケールアウトします。
D. Contoso1812にデプロイスロットを追加します。



E. Contoso1812の App Serviceプランをスケールアップします。
F. PFXファイルを Contoso1812にアップロードします
Answer: B,F (メーッセージを残す)
B: Webアプリのカスタムドメインをホストするように Azure DNSを構成できます。たとえば、Azure Webアプリを作成
し、www.contoso.comまたは contoso.comを完全修飾ドメイン名 (FQDN)として使用してユーザーにアクセスさせることができます。これ
を行うには、次の 3つのレコードを作成する必要があります。
contoso.comを指すルート「A」レコード

検証用のルート「TXT」レコード

Aレコードを指す www名の「CNAME」レコード

F: HTTPSを使用するには、PFXファイルを Azure Webアプリにアップロードする必要があります。PFXファイルには、HTTPSに必要な
SSL証明書が含まれます。
参考資料: https://docs.microsoft.com/en-us/azure/dns/dns-web-sites-custom-ドメイン

最新問題: 319
条件付きアクセスポリシーを実装しています。

ポリシーを構成して実装するには、既存の Azure Active Directory (Azure AD)リスクイベントとリスクレベルを評価する必要があります。
次のリスクイベントのリスクレベルを特定する必要があります。

認証情報が漏洩したユーザー

特殊な場所への旅行は不可能

不審なアクティビティのある IPアドレスからのサインイン
各リスクイベントについてどのレベルを特定する必要がありますか?答えるには、適切なレベルを正しいリスクイベントにドラッグしま
す。各レベルは 1回使用することも、複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分
割バーをドラッグするか、スクロールする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


説明

中くらい

高い

中くらい

参照

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/reports-monitoring/concept-risk-events#sign-ins-from-i

最新問題: 320
あなたは、新しいレビューのコレクションに割り当てる予定のアクセスレビューを構成する任務を負っています。また、リソース所有者がレ

ビューを確認できるようにする必要もあります。

まず、アクセスレビュープログラムとアクセスレビューコントロールを作成します。

次に、レビュー担当者を構成する必要があります。

レビュー担当者を次のどれに設定する必要がありますか?
A.選択されたユーザー。
B.メンバー (自分)。
C.グループの所有者。
D.誰でも。
Answer: (解答を表示する)
説明

「レビュー担当者」セクションで、範囲内のすべてのユーザーをレビューする 1人以上のユーザーを選択します。または、メンバーに自分のア

クセス権をレビューさせるように選択することもできます。リソースがグループの場合は、グループの所有者にレビューを依頼できます。

グラフィカルユーザーインターフェイス、アプリケーションの説明が中程度の信頼度で自動的に生成される

参照：

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/governance/create-access-review
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/governance/manage-programs-controls

最新問題: 321
Azure Active Directory (Azure AD)データコネクタを備えた Azure Sentinelワークスペースがあります。
特定の IPアドレスからの不審なトラフィックを脅威ハンティングしています。
ワークスペースに保存されている中間イベントに注釈を付け、調査グラフ内を移動するときに IPアドレスを参照できるようにする必要があ
ります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

1 - Azure Sentinelワークスペースから、Azure Log Analyticsクエリを実行します。
2 -クエリ結果を選択します。
3 -ブックマークを追加し、エンティティをマップする



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/bookmarks

最新問題: 322
Sub2の仮想マシン間のネットワーク通信のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 323
次の表に示すカスタムロールを含む Azureサブスクリプションがあります。

Azure portalで、既存のロールを複製して新しいカスタムロールを作成することを計画しています。新しいロールは、次の表に示すように構
成されます。

新しい役割をそれぞれ作成するためにどの役割を複製できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/roles/custom-create
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/custom-roles-portal

最新問題: 324
ネットワークには、Azure Active Directory (Azure AD)と同期する adatum.comという名前のオンプレミスの Active Directoryドメインが含
まれています。Azure AD Connectは、Server1という名前のドメインメンバーサーバーにインストールされます。
adatum.comドメインのドメイン管理者が同期オプションを変更できることを確認する必要があります。ソリューションでは、最小特権の原
則を使用する必要があります。

どの Azure ADロールをドメイン管理者に割り当てる必要がありますか?
A.セキュリティ管理者
B.全体管理者
C.ユーザー管理者
Answer: (解答を表示する)
説明/参照:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/hybrid/reference-connect-accounts-permissions
最新問題: 325
Azure AD Premium P2を使用して Azureサブスクリプションを作成します。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Azure Active Directory (Azure AD) Privileged Identity Management (PIM)を使用して Azureロールを保護できることを確認する必要があり
ます。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

Answer:

説明



最新問題: 326
一連の Azure仮想マシンへのジャストインタイム (JIT) VMアクセスを構成しています。
JIT VMアクセスを使用して、仮想マシンへの PowerShellアクセスをユーザーに許可する必要があります。
何を設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



最新問題: 327
技術要件を満たすには、Azure Sentinelノートブックのサポートを構成する必要があります。
Azureコンテナーレジストリと Azure Machine Learningワークスペースの最小数はどれくらい必要ですか?

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/sentinel/notebooks

最新問題: 328
OU2と User1に対して計画された変更を実行する必要があります。
どのツールを使用する必要がありますか?答えるには、適切なツールを正しいリソースにドラッグします。各ツールは 1回使用することも、
複数回使用することも、まったく使用しないこともできます。コンテンツを表示するには、ペイン間で分割バーをドラッグするか、スクロー

ルする必要がある場合があります。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

最新問題: 329
User2が現在の状態で変更および削除できる Sub1の仮想ネットワークはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択し
てください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



Explanation:
ボックス 1: VNET4と VNET1のみ
RG1には削除ロックのみがありますが、RG4にはロックがありません。
RG2と RG3は両方とも読み取り専用ロックを持っています。
ボックス 2: VNET4のみ
RG4にはロックがありませんが、他のリソースグループには削除ロックまたは読み取り専用ロックが設定されています。
注:管理者は、組織内の他のユーザーが重要なリソースを誤って削除または変更しないように、サブスクリプション、リソースグループ、また
はリソースをロックする必要がある場合があります。ロックレベルを CanNotDeleteまたは ReadOnlyに設定できます。ポータルでは、ロッ
クはそれぞれ削除および読み取り専用と呼ばれます。

CanNotDeleteは、許可されたユーザーがリソースの読み取りと変更はできるが、リソースを削除できないことを意味します。
ReadOnlyは、承認されたユーザーがリソースを読み取ることはできますが、リソースを削除または更新することはできないことを意味しま
す。このロックを適用することは、承認されたすべてのユーザーを閲覧者ロールによって付与されたアクセス許可に制限することと似ていま

す。

シナリオ：

User2はセキュリティ管理者です。
Sub1には、RG1、RG2、RG3、RG4、RG5、および RG6という名前の 6つのリソースグループが含まれています。
User2は、次の表に示す仮想ネットワークを作成します。

Sub1には、次の表に示すロックが含まれています。

参考文献:



https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-resource-manager/resource-group-lock-resources

最新問題: 330
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

Azure Security Centerから、自動プロビジョニングを有効にします。
次の表に示す仮想マシンをデプロイします。

Log Analyticsエージェントはどの仮想マシンにインストールされていますか?
A. VM3のみ
B. VM1と VM3のみ
C. VM3および VM4のみ
D. VM1、VM2、VM3、および VM4
Answer: (解答を表示する)
自動プロビジョニングがオンになっている場合、Security Centerは、サポートされているすべての Azure VMと新しく作成された Azure VM
に Log Analyticsエージェントをプロビジョニングします。
サポートされているオペレーティングシステムには、Ubuntu 14.04 LTS (x86/x64)、16.04 LTS (x86/x64)、および 18.04 LTS (x64)および
Windows Server 2008 R2、2012、2012 R2、2016、バージョン 1709および 1803が含まれます。
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/security-center/security-center-enable-data-collection

最新問題: 331
KeyVault1という名前の Azure Key Vaultがあり、次の表に示す項目が含まれています。

KeyVaultでは、次のイベントが順番に発生します。
※項目は削除されました
*管理者は論理的な削除を有効にします。
※Item2とPolicy1は削除されます。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 332
Admin1という名前のユーザーと RG1という名前のリソースグループを含む Azureサブスクリプションがあります。
Azure Monitorでは、次の表に示すアラートルールを作成します。

Admin1は RG1で次のアクションを実行します。
VNET1という名前の仮想ネットワークを追加します
Lock1という名前の削除ロックを追加します
Admin1のアクションの結果としてアラートをトリガーするルールはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してく
ださい。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Answer:

最新問題: 333
Windows Server1および Server2を実行し、内部ネットワーク上に配置されている Server1、Server2、および Server3という名前の 3つの
オンプレミスサーバーがあります。Server3はオンプレミスネットワーク上にあります。すべてのサーバーが Azureにアクセスできます。
Azure Sentinelから、Windowsファイアウォールデータコネクタをインストールします。
Azure Sentinelのサーバーから Microsoft Defenderファイアウォールデータを収集する必要があります。
あなたは何をするべきか？

A. Microsoftエージェントを Server1にインストールし、Server2がオンプレミスデータゲートウェイを Server3にインストールします。
B.各サーバーに Microsoft Agentをインストールします。



C. Server1、Server2、および Server3からイベントサブスクリプションを作成します。
D.オンプレミスデータゲートウェイを各サーバーにインストールします。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 334
あなたの会社では Azure DevOpsを使用しています。
コードが会社の品質基準とコードレビュー基準を満たしているかどうかを検証する方法を推奨する必要があります。

Azure DevOpsに実装することを推奨するものは何ですか?
A.ブランチフォルダ
B.ブランチ権限
C.ブランチポリシー
D.分岐ロック
Answer: C (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
Explanation:
ブランチポリシーは、チームが開発の重要なブランチを保護するのに役立ちます。ポリシーは、チームのコード品質と変更管理基準を強制し

ます。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/devops/repos/git/branch-policies?view=azure-devops&viewFallbackFrom=vsts

最新問題: 335
アクセスレビューを設定する必要があります。レビューは新しいレビューのコレクションに割り当てられ、リソース所有者によってレビュー

されます。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
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Answer:

説明



ステップ 1:アクセスレビュープログラムを作成する
ステップ 2:アクセスレビューコントロールを作成する
ステップ 3:レビュー担当者をグループ所有者に設定する

「レビュー担当者」セクションで、範囲内のすべてのユーザーをレビューする 1人以上のユーザーを選択します。または、メンバーに自分のア

クセス権をレビューさせるように選択することもできます。リソースがグループの場合は、グループの所有者にレビューを依頼できます。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/governance/create-access-review
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/governance/manage-programs-controls

最新問題: 336
Azureサブスクリプションをお持ちです。サブスクリプションには、Windows Server 2016を実行する Azure仮想マシンが含まれています。
各仮想マシンにカスタムのマルウェア対策仮想マシン拡張機能がインストールされていることを確認するポリシーを実装する必要がありま

す。

ポリシーをどのように完了する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/concepts/Effects

最新問題: 337
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
ITチームのすべてのメンバーが含まれる Group1という名前の Azure Active Directory (Azure AD)グループがあります。
Group1のメンバーが Sub1の Azure仮想マシンを停止、起動、再起動できることを確認する必要があります。
ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。



Answer:
説明

参考文献:
https://www.petri.com/cloud-security-create-custom-rbac-role-microsoft-azure

最新問題: 338
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

Azure AD Privileged Identity Management (PIM)では、共同作成者ロールのロール設定が図に示すように構成されています。(「展示」タブをク

リックします。)



次の表に示すように、2019年 5月 1日にユーザーに共同作成者のロールを割り当てます。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-resource-roles-assign-roles

最新問題: 339
1つの Azure Active Directory (Azure AD)テナントにリンクされた 5つの Azureサブスクリプションがあります。
securityPolicyinitive1という名前の Azure Policyイニシアチブを作成します。
すべての新しいリソースグループでどの標準的な役割の割り当てを構成する必要があるかを特定します。

新しいリソースグループの作成時に、SecurityPolicyinvitative1とロールの割り当てを適用する必要があります。どの 3つのアクションを順
番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、正しい順序で並べます。



Answer:

1 - Azureブループリントを割り当てる
2 -ポリシー割り当てを作成する
3 -カスタムのロールベースのアクセス制御 (RBAC)ロールを作成する

最新問題: 340
あなたの会社には、contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた Sub1という名前の Azureサブ
スクリプションがあります。

会社は App1という名前のアプリケーションを開発しています。App1は Azure ADに登録されています。
App1がアプリケーションユーザーに代わって Azure Key Vaultのシークレットにアクセスできることを確認する必要があります。
何を設定すればよいでしょうか?
A.管理者の同意のないアプリケーションの許可
B.管理者の同意のない委任されたアクセス許可
C.管理者の同意が必要な委任されたアクセス許可
D.管理者の同意が必要なアプリケーション権限
Answer: B (メーッセージを残す)
委任されたアクセス許可 -クライアントアプリケーションはサインインユーザーとしてWeb APIにアクセスする必要がありますが、アク
セスは選択したアクセス許可によって制限されます。このタイプの権限は、権限に管理者の同意が必要でない限り、ユーザーが付与できま

す。

不正解:
A、D:アプリケーションのアクセス許可 -クライアントアプリケーションは、それ自体として (ユーザーコンテキストなしで) Web APIに直
接アクセスする必要があります。このタイプの権限には管理者の同意が必要であり、パブリック (デスクトップおよびモバイル)クライアン
トアプリケーションでも使用できません。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/develop/quickstart-configure-app-access-web-apis

最新問題: 341
Azure Active Directory (Azure AD)に関連付けられた Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
contoso.comという名前のテナント。
Admin1という名前の管理者は、次の IDにアクセスできます。
OpenIDが有効なユーザーアカウント
Hotmailアカウント

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


contoso.comのアカウント
fabrikam.comという名前の Azure ADテナントのアカウント
Azureアカウントセンターを使用して、Sub1の所有権を Admin1に譲渡する予定です。
Sub1の所有権をどのアカウントに譲渡できますか?
A. contoso.comのみ
B. contoso.com、fabrikam.com、Hotmailのみ
C. contoso.comと fabrikam.comのみ
D. contoso.com、fabrikam.com、Hotmail、および OpenIDが有効なユーザーアカウント
Answer: C (メーッセージを残す)
サブスクリプションの請求所有権を別の Azure ADテナントのアカウントに譲渡すると、サブスクリプションを新しいアカウントのテナン
トに移動できます。これを行うと、サブスクリプションとそのリソースを管理するためのロールベースのアクセス (RBAC)を持っていたすべ
てのユーザー、グループ、またはサービスプリンシパルはアクセス権を失います。転送リクエストを受け入れる新しいアカウントのユーザー

のみが、リソースを管理するためのアクセス権を持ちます。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/billing/billing-subscription-transfer
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/billing/billing-subscription-transfer#transferring-subscription-to-anaccount-in-another-azure-ad-tenant

最新問題: 342
次の表に示す Azure仮想マシンがあります。

どの仮想マシンに対して Update Managementを有効にできますか?
A. VM2および VM3のみ
B. VM2、VM3、VM4のみ
C. VM1、VM2、VM4のみ
D. VM1、VM2、VM3、および VM4
E. VM1、VM2、VM3のみ
Answer: C (メーッセージを残す)
参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/automation/automation-update-management?toc=%2Fazure%2Fautomation%2Ftoc.json

最新問題: 343
あなたの会社には、次の表に示すユーザーが含まれる Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html
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会社は新しい所有者に売却されます。

会社は、Subscription1の所有権を譲渡する必要があります。
どのユーザーが所有権を譲渡できますか?そのユーザーはどのツールを使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプ
ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/billing/billing-subscription-transfer#transfer-billing-ownership-of-an-azure-subscription

最新問題: 344
Azureサブネットにバインドされたネットワークセキュリティグループ (NSG)があります。
Get-AzureRmNetworkSecurityRuleConfigを実行すると、次のような出力が表示されます。



ドロップダウンメニューを使用して、図に示されている情報に基づいて各ステートメントを完成させる回答の選択肢を選択します。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

説明

ボックス 1:米国東部 2に接続可能
StorageEA2Allowには DestinationAddressPrefix {Storage/EastUS2}があります
ボックス 2:ドロップされました
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-network/manage-network-security-group

最新問題: 345
あなたの会社には、Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。Subscription1は、次の表に示すユーザーを含む
Azure Active Directoryテナントに関連付けられています。

会社は新しい所有者に売却されます。

会社は、Subscription1の所有権を譲渡する必要があります。
どのユーザーが所有権を譲渡できますか?そのユーザーはどのツールを使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプ



ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/cost-management-billing/manage/billing-subscription-transfer

最新問題: 346
ASG1と ASG2に対して計画された変更を実装します。
ASG1を使用できる NSGはどれですか。また、どの仮想マシンのネットワークインターフェイスを ASG2に割り当てることができますか?

Answer:



有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 347
ユーザーがアクセス権のないリソースにサインインしようとしているのではないかと考えられます。

過去 3日間に失敗したユーザーのサインイン試行を特定するには、Azure Log Analyticsクエリを作成する必要があります。結果には、サイン
イン試行が 5回以上失敗したユーザーのみが表示される必要があります。
クエリをどのように設定すればよいでしょうか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/azure-monitor/log-query/examples

最新問題: 348
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

Azure AD Privileged Identity Management (PIM)から、次の例に示すようにセキュリティ管理者ロールの設定を構成します。



PIMから、次のグループにセキュリティ管理者の役割を割り当てます。
Group1:アクティブな割り当てタイプ、永続的に割り当てられています
グループ 2:適格な割り当てタイプ、永続的に適格
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-configure
https://docs.microsoft.com/bs-cyrl-ba/azure/active-directory/privileged-identity-management/pim-resource-roles-configure-role-settings

最新問題: 349
Sub2の VM1、VM2、および VM3のセキュリティを評価しています。
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



最新問題: 350
EASM1という名前の Microsoft Defender外部攻撃対象領域管理 (Defender EASM)リソースを含む Azureサブスクリプションがありま
す。EASM1では検出が有効になっており、いくつかのインベントリ資産が含まれています。
どのインベントリ資産が最も重大なWebアプリのセキュリティリスクに対して脆弱かを特定する必要があります。
どの Defender EASMダッシュボードを使用する必要がありますか?
A.攻撃対象領域の概要
B. OWASPToplO
C. GDPRへの準拠
D.警備体制
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 351
Sub1という名前の Azureサブスクリプションがあります。
ITチームのすべてのメンバーが含まれる Group1という名前の Azure Active Directory (Azure AD)グループがあります。
Group1のメンバーが Sub1の Azure仮想マシンを停止、起動、再起動できることを確認する必要があります。ソリューションでは、最小特権
の原則を使用する必要があります。

どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:

参考文献:
https://www.petri.com/cloud-security-create-custom-rbac-role-microsoft-azure

最新問題: 352
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントを含む Azureサブスクリプションがあります。テナントには、次の表
に示すユーザーが含まれます。

RG1という名前のリソースグループを作成します。
どのユーザーが RG1の権限を変更でき、どのユーザーが RG1で仮想ネットワークを作成できますか?回答するには、回答領域で適切なオプ



ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

Explanation:
ボックス 1:所有者のみがリソースの権限を変更できます。
ボックス 2:共同作成者はサブスクリプション内のあらゆるものを作成/変更/削除できますが、権限を変更することはできません。

最新問題: 353
次の表に示すリソースが含まれる Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。



次のリソースを含む Subscription2という名前の Azureサブスクリプションがあります。
* Azure Sentinelワークスペース
* Azure Event Gridインスタンス
CEFメッセージを NVAから Azure Sentinelに取り込む必要があります。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 354
storage1という名前のストレージアカウントと複数の仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。
ストレージアカウントと仮想マシンは同じ Azureリージョンにあります。仮想マシンのネットワーク構成を次の表に示します。

仮想ネットワークサブネットには、次の表に示すように定義されたサービスエンドポイントがあります。

storage1に対して次のファイアウォールと仮想ネットワーク設定を構成します。
*からのアクセスを許可:選択したネットワーク



*仮想ネットワーク: VNET3\Subnet3
*ファイアウォール -アドレス範囲: 52.233.129.0/24
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:
説明

ボックス 1:いいえ
VNet1には、Azure Storage用に構成されたサービスエンドポイントがあります。ただし、Azureストレージでは、VNet1または VM1のパブ
リック IPアドレスからのアクセスは許可されません。
ボックス 2:はい
VNet2にはサービスエンドポイントが構成されていません。ただし、Azureストレージでは VM2のパブリック IPアドレスからのアクセス
が許可されます。

ボックス 3:いいえ
Azureストレージでは VNet3からのアクセスが可能です。ただし、VNet3には Azureストレージのサービスエンドポイントがありません。
Azureストレージでは、VM3のパブリック IPからのアクセスも許可されません。

最新問題: 355
Contosostorage1という名前の Azure Storageアカウントと Contosokeyvault1という名前の Azure Key Vaultを含む Sub1という名前の
Azureサブスクリプションがあります。
Contosostorage1のキーをローテーションして Contosokeyvault1に保存する Azure Automation Runbookを作成する予定です。
Runbookを確実に実装するには、前提条件を実装する必要があります。
どの 3つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。



Answer:

説明



ステップ 1: Azure Automationアカウントを作成する
Runbookは Azure Automationアカウント内に存在し、PowerShellスクリプトを実行できます。
ステップ 2: PowerShellモジュールを Azure Automationアカウントにインポートする
Azure Automationアカウントのリソースセクションの [資産]で、[Runbookにモジュールを追加する]を選択します。Runbookで Key Vault
コマンドレットを実行するには、AzureRM.profileと AzureRM.key Vaultを追加する必要があります。
ステップ 3: Azure Automationアカウントで接続リソースを作成する
AzureAutomationTutorialScriptサンプル Runbookから取得した以下のサンプルコードを使用して、実行アカウントを使用して認証
し、Runbookで Resource Managerリソースを管理できます。AzureRunAsConnectionは、上記の「実行アカウント」を作成したときに自動的

に作成される接続アセットです。

これは、[資産] -> [接続]にあります。認証コードの後に、上記と同じコードを実行して、ボールトからすべてのキーを取得します。
$connectionName = "AzureRunAsConnection"
試す

{
#接続「AzureRunAsConnection」を取得します
$servicePrincipalConnection=Get-AutomationConnection -Name $connectionName
「Azureにログインしています...」
AzureRmAccountの追加 `
-サービスプリンシパル `
-TenantId $servicePrincipalConnection.TenantId `
-ApplicationId $servicePrincipalConnection.ApplicationId `
-CertificateThumbprint $servicePrincipalConnection.CertificateThumbprint
}
参考文献:
https://www.rahulpnath.com/blog/accessing-azure-key-vault-from-azure-runbook/

最新問題: 356
プラットフォームの保護要件を満たすには、Microsoftマルウェア対策を導入する必要があります。
あなたは何をするべきか？回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。



注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明



シナリオ:Microsoft Antimalwareを RG1の仮想マシンにインストールする必要があります。
RG1は、Vnet1、VM0、および VM1を含むリソースグループです。
ボックス 1: DeployIfNotExists
DeployIfNotExistsは、条件が満たされた場合にテンプレートのデプロイメントを実行します。
Azureポリシー定義マルウェア対策
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/concepts/Effects

最新問題: 357
必要に応じて、次のログイン資格情報を使用します。

ユーザー名を入力するには、[サインイン]ボックスにカーソルを置き、下のユーザー名をクリックします。
パスワードを入力するには、「パスワードの入力」ボックスにカーソルを置き、下のパスワードをクリックします。

Azureユーザー名: User1-10598168@ExamUsers.com
Azureパスワード: Ag1Bh9!#Bd
次の情報は、テクニカルサポートのみを目的としています。

ラボインスタンス: 10598168





10598168.onmicrosoft.comという名前の新しい Azure Active Directory (Azure AD)ディレクトリを作成する必要があります。
新しいディレクトリには、Azure Multi-Factor Authentication (MFA)を使用してサインインするように構成された
user1@10598168.onmicrosoft.comという名前のユーザーが含まれている必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。
Answer:



以下の説明を参照してください。

説明

ステップ 1: Azure Active Directoryテナントを作成する
1. Azure portalにアクセスし、Azureサブスクリプションを持つアカウントでサインインします。
2.プラスアイコン (+)を選択し、Azure Active Directoryを検索します。

3.検索結果で「Azure Active Directory」を選択します。

4. [作成]を選択します。
5.組織名と初期ドメイン名 (10598168)を入力します。次に、「作成」を選択します。あなたのディレクトリ

創造された。
6.ディレクトリの作成が完了したら、新しいディレクトリを管理するための情報ボックスを選択します。次に、テナントユーザーを追加しま
す。



ステップ 2: Azure Active Directoryテナントユーザーを作成する
7. Azure portalで、Azure Active Directoryフライアウトにいることを確認します。

8.「管理」で「ユーザー」を選択します。
9. [すべてのユーザー]を選択し、[+新しいユーザー]を選択します。
10.通常のユーザーテナントの名前とユーザー名 (user1)を指定します。一時パスワードを表示することもできます。完了したら、「作成」を

選択します。

名前:ユーザー1
ユーザー名: user1@10598168.onmicrosoft.com



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/power-bi/developer/create-an-azure-active-directory-tenant

最新問題: 358
プラットフォームの保護要件を満たすには、AKS1をデプロイする必要があります。
どの 4つのアクションを順番に実行する必要がありますか?回答するには、アクションのリストから適切なアクションを回答領域に移動し、
正しい順序で並べます。

注:回答の選択肢は複数の順序で正解です。選択した正しい注文に対してクレジットを受け取ります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/aks/azure-ad-integration
トピック 3、Fabrikam Inc.
計画された変更と要件

計画された変更

Fabrikamは次の変更を実装する予定です。
次の表に示すように、2つのアプリケーションセキュリティグループを作成します。



VM1のネットワークインターフェイスを ASG1に関連付けます。
Azure Security Centerを使用して SecPol1をデプロイします。
App1という名前のサードパーティアプリをデプロイします。App1のバージョンは、利用可能なすべてのオペレーティングシステムに存在
します。

RG2という名前のリソースグループを作成します。
OU2を Azure ADに同期します。
User1を Group1に追加します。
技術的要件

Fabrikamは次の技術要件を特定します。
財務部門のユーザーは、SharePoint Onlineにアクセスするときに 3時間後に再認証する必要があります。
Storage1は、顧客管理のキーと自動キーローテーションを使用して暗号化する必要があります。
Sentinel1から、次のノートブックを起動できることを確認する必要があります。
エンティティエクスプローラー -アカウント
エンティティエクスプローラー - Windowsホスト
ガイド付き調査プロセスのアラート

VM1、VM2、および VM3は、Azure Disk Encryptionを使用して暗号化する必要があります。
VM1、VM2、および VM3のジャストインタイム (JIT) VMアクセスを有効にする必要があります。
App1は、KeyVault1に保存されている安全な接続文字列を使用する必要があります。
KeyVault1トラフィックはインターネット経由で移動してはなりません。

最新問題: 359
ネットワークには、Azure Active Directory (Azure AD)と同期する adatum.comという名前のオンプレミスの Active Directoryドメインが含
まれています。

Azure ADテナントには、次の表に示すユーザーが含まれています。

次の図に示すように、adatum.comの認証方法 -パスワード保護設定を構成します。



次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

説明

自動生成されるテキスト説明



参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/authentication/howto-password-ban-bad-on-premises-de
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/authentication/concept-password-ban-bad

最新問題: 360
次の表に示す仮想マシンを含む Azureサブスクリプションがあります。

次の表に示す Azureポリシーを作成します。

次の表に示すリソースロックを作成します。

次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

最新問題: 361



Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあり、これには RG1という名前のリソースグループと User1という名前のユー
ザーが含まれています。User1には、RG1の所有者の役割が割り当てられます。
次の図に示すように、RG2という名前のリソースグループを含む Blueprint1という名前の Azure Blueprints定義を作成します。

次の設定を使用して、Blueprint1を Subscription1に割り当てます。
ロックの割り当て:読み取り専用
マネージド ID:システム割り当て
次の各ステートメントについて、そのステートメントが trueの場合は [はい]を選択します。それ以外の場合は、「いいえ」を選択します。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

参照：



https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/blueprints/concepts/resource-locking

有効な AZ-500問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい AZ-500試験問題集！ GoShiken.comが最新の AZ-500試験問題集を
提供しています。GoShiken.com AZ-500試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com AZ-500問題集をゲットす
る人はこちら: https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html (51730%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード:

Freepdfdumps)

最新問題: 362
次の表に示す Azure Key Vaultがあります。

KV1には、Secret1という名前のシークレットと、Key1という名前のマネージドストレージアカウントのキーが保存されます。
Secret1と Key1をバックアップします。
各バックアップをどのキーコンテナーに復元できますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.goshiken.com/Microsoft/AZ-500-mondaishu.html


最新問題: 363
複数の仮想マシンディスクに Azure Disk Encryptionを使用する予定です。
Azure Disk Encryptionが KeyVault11641655 Azure Key Vaultからシークレットを取得できることを確認する必要があります。
このタスクを完了するには、Azure portalにサインインし、Azureリソースを変更します。
以下の説明を参照してください。

Answer:
説明

1. Azure portalで、検索結果から「Key Vault」と入力し、KeyVault11641655を選択します。または、左側のナビゲーションペインでを参照し

ます。

2. Key Vaultのプロパティで、[アクセスポリシー]まで下にスクロールします。
3.ボリューム暗号化に Azure Disk Encryptionを選択します

4.「保存」をクリックして変更を保存します。

最新問題: 364
contoso.comという名前の Azure Active Directory (Azure AD)テナントに関連付けられた Sub1という名前の Azureサブスクリプションが
あります。

Admin1という名前の管理者は、次の IDにアクセスできます。
* OpenIDが有効なユーザーアカウント



* Hotmailアカウント
* contoso.comのアカウント
* fabrikam.comという名前の Azure ADテナントのアカウント
Azureアカウントセンターを使用して、Sub1の所有権を Admin1に譲渡する予定です。
Sub1の所有権をどのアカウントに譲渡できますか?
A. contoso.comのみ
B. contoso.com、fabrikam.com、Hotmailのみ
C. contoso.comと fabrikam.comのみ
D. contoso.com、fabrikam.com、Hotmail、および OpenIDが有効なユーザーアカウント
Answer: C (メーッセージを残す)
セクション: [なし]
Explanation:
サブスクリプションの請求所有権を別の Azure ADテナントのアカウントに譲渡すると、サブスクリプションを新しいアカウントのテナン
トに移動できます。これを行うと、サブスクリプションとそのリソースを管理するためのロールベースのアクセス (RBAC)を持っていたすべ
てのユーザー、グループ、またはサービスプリンシパルはアクセス権を失います。転送リクエストを受け入れる新しいアカウントのユーザー

のみが、リソースを管理するためのアクセス権を持ちます。

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/billing/billing-subscription-transfer
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/billing/billing-subscription-transfer#transferring-subscription-to-an-account-in-another-azure-ad-tenant

最新問題: 365
次のデータコネクタを備えた Azure Sentinelワークスペースがあります。
Azure Active Directory ID保護
コモンイベントフォーマット(CEF)
Azureファイアウォール
データが各コネクタから取り込まれていることを確認する必要があります。

[ログクエリ]ウィンドウから、各コネクタに対してどのテーブルをクエリする必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプショ
ンを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Answer:



最新問題: 366
必要に応じて、次のログイン資格情報を使用します。

ユーザー名を入力するには、[サインイン]ボックスにカーソルを置き、下のユーザー名をクリックします。
パスワードを入力するには、「パスワードの入力」ボックスにカーソルを置き、下のパスワードをクリックします。

Azureユーザー名: User1-10598168@ExamUsers.com
Azureパスワード: Ag1Bh9!#Bd
次の情報は、テクニカルサポートのみを目的としています。

ラボインスタンス: 10598168





user21059868という名前のユーザーが RG1lod10598168リソースグループ内の仮想マシンのプロパティを管理できることを確認する必要
があります。ソリューションでは、最小特権の原則を使用する必要があります。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインします。



以下の説明を参照してください。

Answer:
説明

1. Azure portalで、RG1lod10598168リソースグループを見つけて選択します。
2.「アクセス制御 (IAM)」をクリックします。
3. [役割の割り当て]タブをクリックして、このスコープのすべての役割の割り当てを表示します。
4. [追加] > [役割割り当ての追加]をクリックして、[役割割り当ての追加]ペインを開きます。

5. [ロール]ドロップダウンリストで、ロール [仮想マシン共同作成者]を選択します。仮想マシン共同作成者を使用すると、仮想マシンを管理
できますが、仮想マシンへのアクセスや、仮想マシンが接続されている仮想ネットワークやストレージアカウントへのアクセスはできませ

ん。

6. [選択]リストで、ユーザー user21059868を選択します。
7.「保存」をクリックして役割を割り当てます。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/role-assignments-portal
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/role-based-access-control/built-in-roles#virtual-machine-contributor

最新問題: 367
Azureサブスクリプションをお持ちです。
次の要件を満たす Azureポリシーを作成してデプロイする必要があります。
新しい仮想マシンがデプロイされると、カスタムセキュリティ拡張機能が自動的にインストールされます。

非準拠の仮想マシンに対して自動生成された修復タスクをトリガーして、拡張機能をインストールします。

ポリシーには何を含めるべきですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/governance/policy/how-to/remediate-resources

最新問題: 368
Update Managementが有効になっている Azure仮想マシンがあります。仮想マシンは次の表に示すように構成されています。

Update1と Update2という名前の 2つの更新プログラムの展開をスケジュールします。Update1は VM3を更新します。Update2は VM6を
更新します。

Update1と Update2を使用して更新できる追加の仮想マシンはどれですか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してくださ
い。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。



Answer:

Explanation:
更新 1: VM1と VM2のみ
VM3: Windows Server 2016米国西部 RG2
更新 2: VM4および VM5のみ
VM6: CentOS 7.5米国東部 RG1



Linuxの場合、マシンはアップデートリポジトリにアクセスできる必要があります。更新リポジトリはプライベートまたはパブリックにする
ことができます。

参考文献:
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/automation/automation-update-management

最新問題: 369
次の表に示すユーザーを含む Azure Active Directory (Azure AD)テナントがあります。

次の設定を持つ Azure AD Identity Protectionサインインリスクポリシーを作成して適用します。
*割り当て: Group1を含み、Group2を除く
※条件：サインイン危険度：中以上
*アクセスアクセスを許可、多要素認証が必要
ユーザーが Azure ADにサインインするときに何が起こるかを特定する必要があります。
各ユーザーについて何を識別する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプションを選択してください。
注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:



説明

参考文献:
http://www.rebeladmin.com/2018/09/step-step-guide-configure-risk-based-azure-conditional-access-policies/
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/concept-identity-protection-policies
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/identity-protection/concept-identity-protection-risks

最新問題: 370
次の表に示すリソースを保存する Vault1という名前の Azure Key Vaultがあります。

ローテーションポリシーの作成をサポートするリソースはどれですか?



A.キー1のみ
B. Key1と Secret1のみ
C. Key1、Secret1、Cert1
D. Key1と Cert1のみ
E. Cert1のみ
F. Secret1と Cert1のみ
Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 371
あなたの会社には、次の表に示すユーザーが含まれる Subscription1という名前の Azureサブスクリプションがあります。

会社は新しい所有者に売却されます。

会社は、Subscription1の所有権を譲渡する必要があります。
どのユーザーが所有権を譲渡できますか?そのユーザーはどのツールを使用する必要がありますか?回答するには、回答領域で適切なオプ
ションを選択してください。

注:正しく選択するたびに 1ポイントの価値があります。

Answer:

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


Explanation:
ボックス 1;ユーザー2
請求管理者

譲渡するサブスクリプションの請求所有権を譲渡するを選択します。

サブスクリプションの新しい所有者となるアカウントの課金管理者であるユーザーの電子メールアドレスを入力します。

ボックス 2: Azureアカウントセンター
Azureアカウントセンターが利用可能です。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/billing/billing-subscription-transfer#transfer-billing-ownership-of-an-azure-subscription

最新問題: 372
VNET1という名前の仮想ネットワークと VNET2という名前の仮想ネットワークの間のネットワーク接続を構成する必要があります。この
ソリューションでは、VNET1に接続されている仮想マシンが VNET2に接続されている仮想マシンと通信できることを保証する必要があり
ます。

このタスクを完了するには、Azure portalにサインインし、Azureリソースを変更します。
以下の説明を参照してください。

Answer:
説明

2つのネットワーク間に VNetピアリングを構成する必要があります。質問には、「ソリューションでは、VNET1に接続されている仮想マシ

ンが VNET2に接続されている仮想マシンと通信できることを保証する必要があります」と記載されています。VNET2上の VMが VNET1上

の VMと通信できる必要があるとは言っていません。したがって、一方向通信のみを許可するようにピアリングを構成する必要があります。
1. Azure portalで、検索ボックスに「仮想ネットワーク」と入力し、検索結果から [仮想ネットワーク]を選択し、[VNET1]を選択します。また

は、左側のナビゲーションペインで [仮想ネットワーク]を参照します。



2. VNET1のプロパティで、[ピアリング]をクリックします。
3. [ピアリング]ブレードで、[追加]をクリックして新しいピアリングを追加します。
4. [VNET1からリモート仮想ネットワークへのピアリングの名前]ボックスに、VNET1-VNET2などの名前を入力します (これは、ピアリン
グが VNET1で表示される名前です)。
5. [仮想ネットワーク]ボックスで、[VNET2]を選択します。
6. [リモート仮想ネットワークから VNET1へのピアリングの名前]ボックスに、VNET2-VNET1などの名前を入力します (これは、ピアリン
グが VNET2で表示される名前です)。
VNETからリモート仮想ネットワークへの仮想ネットワークアクセスを許可するオプションがあります。これは有効のままにしておく必要
があります。

7. [リモートネットワークから VNET1への仮想ネットワークアクセスを許可する]オプションで、スライダーボタンをクリックして [無効]
にします。

8. [OK]ボタンをクリックして変更を保存します。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/virtual-network/virtual-network-manage-peering

最新問題: 373
注:この質問は、同じシナリオを示す一連の質問の一部です。このシリーズの各質問には、指定された目標を達成できる可能性のある独自の
解決策が含まれています。一部の質問セットには複数の正しい解決策が含まれる場合がありますが、他の質問セットには正しい解決策がない

場合があります。

このセクションの質問に回答すると、その質問に戻ることはできません。その結果、これらは、

質問はレビュー画面に表示されません。

Azure Active Directory (AzureAD)のハイブリッド構成があります。
仮想ネットワーク上に Azure HDInsightクラスターがあります。
ユーザーがオンプレミスの Active Directory資格情報を使用してクラスターに対して認証できるようにする予定です。
計画された認証をサポートするように環境を構成する必要があります。

解決策:仮想ネットワークとオンプレミスネットワークの間にサイト間 VPNを作成します。
これは目標を達成していますか?
A.はい
B.いいえ
Answer: A (メーッセージを残す)
Azure Virtual Networkと VPNゲートウェイを使用して、HDInsightをオンプレミスネットワークに接続できます。
注:参加しているネットワーク内の HDInsightとリソースが名前で通信できるようにするには、次のアクションを実行する必要があります。
Azure仮想ネットワークを作成します。
Azure Virtual Networkにカスタム DNSサーバーを作成します。
デフォルトの Azure Recursiveの代わりにカスタム DNSサーバーを使用するように仮想ネットワークを構成する
リゾルバ。

カスタム DNSサーバーとオンプレミス DNSサーバー間の転送を構成します。
参照：

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/hdinsight/connect-on-premises-network
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/vpn-gateway/vpn-gateway-howto-site-to-site-resource-manager-portal

https://www.jpnpdf.com/Microsoft.AZ-500.v2023-08-26.q374-mondaishu.html


最新問題: 374
Azure Container Registryに接続する Azure Kubernetes Service (AKS)クラスターを構成しています。
Azure Container Registryに対する認証には、自動生成されたサービスプリンシパルを使用する必要があります。
何を作成する必要がありますか?
A. Azure Active Directory (Azure AD)グループ
B. Azure Active Directory (Azure AD)のロールの割り当て
C. Azure Active Directory (Azure AD)ユーザー
D. Azure Key Vaultのシークレット
Answer: B (メーッセージを残す)
AKSクラスターを作成すると、Azureは他の Azureリソースとのクラスターの操作性をサポートするサービスプリンシパルも作成します。
この自動生成されたサービスプリンシパルを ACRレジストリでの認証に使用できます。これを行うには、クラスターのサービスプリンシ
パルにコンテナーレジストリへのアクセスを許可する Azure ADロール割り当てを作成する必要があります。
参考文献:
https://docs.microsoft.com/bs-latn-ba/azure/container-registry/container-registry-auth-aks
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